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大学附属病院の職員研修において、実施率が伸び悩んでいるため、現在実施していない看護

学部や医学部看護学科を持つ大学及び大学附属病院におかれては、積極的に実施されるよう
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さらに、各大学附属病院におかれては、カルテ開示手数料及びコピー代の合理的な価格  

設定、診療明細書の原則全患者への無償発行、医療情報の共有に向けた取組等について、  

これまでも御尽力いただいているところではありますが、より一層推進していただくよう 

お願いします。また、カルテ開示手数料及びコピー代の価格設定についての問合せがあった

際には、設定理由を示すなど説明を十分に行うようお願いします。 
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H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

実施している 42 42 42 42 42 42 33 32 29 30 31 31

検討中 0 0 0 0 0 0 6 6 6 5 6 7

実施していない 0 0 0 0 0 0 3 4 7 7 5 4

実施している 8 8 7 8 8 8 5 5 4 4 5 5

検討中 0 0 0 0 0 0 2 2 1 2 3 3

実施していない 0 0 1 0 0 0 1 1 3 2 0 0

実施している 30 30 31 30 30 30 16 16 16 15 16 19

検討中 1 1 0 0 0 0 6 7 7 6 7 4

実施していない 0 0 0 1 1 1 9 8 8 10 8 8

実施している 80 80 80 80 80 80 54 53 49 49 52 55

検討中 1 1 0 0 0 0 14 15 14 13 16 14

実施していない 0 0 1 1 1 1 13 13 18 19 13 12

実施している 11 11 11 11 11 11 7 7 6 6 7 7

検討中 0 0 0 0 0 0 4 3 3 3 3 4

実施していない 0 0 0 0 0 0 0 1 2 2 1 0

実施している 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

検討中 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

実施していない 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

実施している 17 17 17 17 17 17 11 11 10 10 10 10

検討中 0 0 0 0 0 0 3 3 3 3 4 4

実施していない 0 0 0 0 0 0 3 3 4 4 3 3

実施している 29 29 29 29 29 29 19 19 17 17 18 18

検討中 0 0 0 0 0 0 7 6 6 6 7 8

実施していない 0 0 0 0 0 0 3 4 6 6 4 3

実施している 40 39 39 40 40 40 27 26 22 25 24 24

検討中 1 2 2 1 1 1 5 5 2 2 1 2

実施していない 1 1 1 1 1 1 10 11 18 15 17 16

実施している 44 44 45 46 42 44 8 12 10 10 10 9

検討中 3 4 3 3 3 4 14 16 17 18 14 17

実施していない 2 2 2 1 6 3 27 22 23 22 27 25

実施している 154 160 165 166 172 171 34 40 33 39 40 50

検討中 21 24 26 18 22 22 61 58 63 52 58 53

実施していない 10 9 6 17 12 13 90 95 101 110 108 103

実施している 238 243 249 252 254 255 69 78 65 74 74 83

検討中 25 30 31 22 26 27 80 79 82 72 73 72

実施していない 13 12 9 19 19 17 127 128 142 147 152 144

実施している 14 14 14 14 14 14 14 14 13 13 13 14

検討中 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

実施していない 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0

実施している 3 4 4 5 5 5 3 4 4 5 4 4

検討中 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0

実施していない 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

実施している 57 57 59 60 60 60 54 55 46 51 53 54

検討中 0 0 0 0 0 0 3 2 2 3 2 1

実施していない 0 0 0 0 0 0 0 0 11 6 5 5

実施している 74 75 77 79 79 79 71 73 63 69 70 72

検討中 1 0 0 0 0 0 4 2 2 3 3 1

実施していない 0 0 0 0 0 0 0 0 12 7 6 6

薬害問題に対する各⼤学の取組状況の推移（総表）

学部
学科

設置区分
（R5の学部等数）

実施状況
１．薬害被害について学ぶ授業 ２．薬害被害者の声を聞く授業（特別講義など）

⻭学部
⻭学科

国⽴
（11）

公⽴
（1）

私⽴
（17）

計
（29）

医学部
医学科

国⽴
（42）

公⽴
（8）

私⽴
（31）

計
（81）

薬学部

国⽴
（14）

公⽴
（5）

私⽴
（60）

計
（79）

看護
学部等

国⽴
（42）

公⽴
（52）

私⽴
（210）

計
（304）
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１．薬害被害について学ぶ授業の実施

２．薬害被害者の声を直接聞く授業（特別講義など）の展開

NO 大学名 1 2 １．に該当する授業科目名 ２．に該当する授業科目名又は特別講演名

1 北海道大学 ○ 検討中
衛生学、薬理学Ⅱ

2 旭川医科大学 ○ ○
臨床実習序論、人間と行動（法学） 臨床実習序論

3 弘前大学 ○ 検討中
医療安全学

4 東北大学 ○ ○

基礎医学特別講義、血液・免疫・アレル

ギー・感染症ブロック、外科・麻酔・救

急・輸血ブロック、医の倫理学・社会学

医の倫理学・社会学

5 秋田大学 ○ 検討中
生活習慣と臨床研究

6 山形大学 ○ ○
社会医学・医療学 薬害に関する特別公演会

7 筑波大学 ○ ○
医学の基礎、医学総括、クリニカル・ク

ラークシップ準備学習

クリニカル・クラークシップ準備学習

8 群馬大学 ○ ○
臨床薬理学総論 臨床薬理学総論

9 千葉大学 ○ ○
衛生学、薬理学総論、チーム医療Ⅰ（IPE

Ⅰ）ユニット

チーム医療Ⅰ（IPE Ⅰ）

10 東京大学 ○ 検討中
輸血学実習、社会医学

11 東京医科歯科大学 ○ 検討中
包括医療統合教育

12 新潟大学 ○ ○
統合臨床医学コース（臨床医学入門） 統合臨床医学コース （臨床医学入門）

13 富山大学 ○ ○
医療学入門 医療学入門

14 金沢大学 ○ ○
臨床薬理学、薬理学 臨床薬理学医薬保健学基礎Ⅰ，Ⅱ

15 福井大学 ○ ○
大学教育入門セミナー 大学教育入門セミナー

16 山梨大学 ○ ○
臨床薬理学・薬剤学、薬理学 倫理学・プロフェッショナリズム

17 信州大学 ○ ○

臨床実習前集中講義 臨床実習前集中講義

18 岐阜大学 ○ ○
医学概論 医学概論

19 浜松医科大学 ○ ○
医学概論Ⅰ 医学概論Ⅰ

20 名古屋大学 ○ ○
臨床薬理学 臨床薬理学

21 三重大学 ○ ×
チュートリアル教育

薬害問題に対する各大学の取組状況（医学部医学科）【国立】
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NO 大学名 1 2 １．に該当する授業科目名 ２．に該当する授業科目名又は特別講演名

22 滋賀医科大学 ○ ○
薬物医療学、公衆衛生学 医学特論・医学・生命科学入門

23 京都大学 ○ ○
社会・環境・予防医学、病理学各論、薬理

学

初年次ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ（特別講義） 「サリドマイド

薬禍から学ぶ」

24 大阪大学 ○ ×

環境医学・公衆衛生学、現代の生命倫理・

法・経済を考える

25 神戸大学 ○ ○
初期体験臨床実習、薬理学/臨床薬理学 初期体験臨床実習

26 鳥取大学 ○ 検討中
治療学、社会環境医学、基礎薬理学、医学

史

27 島根大学 ○ ○
臨床薬理学「薬害について」 臨床薬理学「薬害について」

28 岡山大学 ○ ○
脳神経系（臓器・系別統合講義） 脳神経系（臓器・系別統合講義）

29 広島大学 ○ ○
社会医学、社会医学、社会医学 社会医学

30 山口大学 ○ ○
臨床薬理学、基盤系特別専門講義、医学史 基盤系特別専門講義

31 徳島大学 ○ ○
系統別病態診断、臨床実習入門、基礎医学

(2)

臨床実習入門（共通）

32 香川大学 ○ ○
法医学 薬害被害者の声を直接聞く特別講義

33 愛媛大学 ○ ○
薬理学、皮膚科学、薬物治療・開発学、社

会と医療

社会と医療

34 高知大学 ○ ○
臨床薬理学 大学基礎論

35 九州大学 ○ ○
薬害 薬害

36 佐賀大学 ○ ○
社会医学・社会法制 医療入門Ⅰ

37 長崎大学 ○ ○
消化器系、感染系、感染系 医と社Ⅲ

38 熊本大学 ○ ○
消化器内科学 消化器内科学

39 大分大学 ○ ○
皮膚、医療倫理学Ⅲ 医療倫理学Ⅲ

40 宮崎大学 ○ ×
薬剤処方学・東洋医学

41 鹿児島大学 ○ 検討中

感覚・皮膚、呼吸器、社会医学・予防医

学、地域・総合診療・症候

42 琉球大学 ○ ×
臨床実習（皮膚科）、皮膚結合織系、臨床

薬理学

42 31

0 7

0 4

行っている

検討中

行っていない
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１．薬害被害について学ぶ授業の実施

２．薬害被害者の声を直接聞く授業（特別講義など）の展開

NO 大学名 1 2 １．に該当する授業科目名 ２．に該当する授業科目名又は特別講演名

1 札幌医科大学 ○ ○
薬理学、社会学 医学概論・医療総論４

2 福島県立医科大学 ○ ○
薬害から学ぶ、医療入門Ⅰ　医療と社会

臨床倫理

医療入門Ⅰ　医療と社会　臨床倫理

3 横浜市立大学 ○ 検討中
消化器内科学、皮膚科学、アレルギー・膠

原病学、薬理学

4 名古屋市立大学 ○ ○
医薬看連携地域参加型学習 医薬看連携地域参加型学習

5 京都府立医科大学 ○ 検討中
総合講義　医薬品の安全管理と安全使用、

薬理学総論

6 大阪公立大学 ○ 検討中
生体と薬物

7 奈良県立医科大学 ○ ○
衛生学・公衆衛生学Ⅱ、薬理学、社会福祉

と医療法規

VOP講座

8 和歌山県立医科大学 ○ ○
薬害問題、生体と薬物 薬害問題

8 5

0 3

0 0

薬害問題に対する各大学の取組状況（医学部医学科）【公立】

行っている

検討中

行っていない
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１．薬害被害について学ぶ授業の実施

２．薬害被害者の声を直接聞く授業（特別講義など）の展開

NO 大学名 1 2 １．に該当する授業科目名 ２．に該当する授業科目名又は特別講演名

1 岩手医科大学 ○ ○
臨床薬理学、医療と法律、医療入門 全人的医療基礎講義

2 東北医科薬科大学 ○ ○
公衆衛生学、薬理学、医療薬学概論、早期医療体験

学習

医療薬学概論

3 自治医科大学 ○ 検討中
臨床薬理学

4 獨協医科大学 ○ ○
メディカル・プロフェッショナリズムⅠ メディカル・プロフェッショナリズムⅠ

5 埼玉医科大学 ○ ○

診療の基本、薬理総論 ヒトの病気コース　消化器ユニット

6 国際医療福祉大学 ○ ○
医療プロフェッショナリズムⅢ 医療プロフェッショナリズムⅢ （発展）

7 杏林大学 ○ ○
生命倫理と医療安全 生命倫理と医療安全

8 慶應義塾大学 ○ ×
臨床薬剤学、薬理学

10 昭和大学 ○ ○
皮膚・運動器系の病態・診断・治療、地域医療入門 地域医療入門

11 帝京大学 ○ ×
医療法学・医療倫理学、薬理学、医療法学・医療倫

理学の基礎

薬害問題に対する各大学の取組状況（医学部医学科）【私立】

G9-特別講義 薬害-1：薬害被害者の声を直

接聞く授業

医学研究入門Ⅰ-薬害の歴史と研究開発について、感

覚-6：局所麻酔薬、鎮痛薬、筋－３：神経筋接合

部、最先端生化学-4：生理活性脂質、自律神経－1：

副交感神経系、自律神経－2：交感神経系、心臓・循

環-11：不整脈の治療（薬理）、心臓・循環-12：心

不全治療薬（薬理）、心臓・循環-13：虚血性心疾患

治療薬（薬理）、生殖-3：生殖器系に働く薬物、統

合機能-５：全身麻酔薬、催眠薬・抗不安薬、統合機

能-６：抗てんかん薬、薬物の耐性と依存、統合機能-

8：向精神薬、泌尿・体液-5：利尿薬（薬理）、泌

尿・体液-9：抗高血圧薬（薬理）（統合講義）、薬

理－１：薬の作用、薬理－２：薬物動力学の基礎、

中毒-4：「法中毒学（1）」、中毒-1：「中毒学総

論」、中毒-3：「急性中毒」、中毒-5：化学物質と

社会-1、中毒-10：「法中毒学（2）」、中毒-7：化

学物質と社会-3、中毒-9：化学物質と社会-4、臨床

薬理学-3：消化器悪性腫瘍に対する化学療法の進

歩、臨床薬理学-5：薬物相互作用、G2-麻酔ﾍﾟｲﾝ01

麻酔総論、G2-麻酔ﾍﾟｲﾝ02全身麻酔と関連薬物、G2-

麻酔ﾍﾟｲﾝ04区域麻酔、G3-腎臓04ネフローゼ症候

群、G4-精神08器質性精神障害・物質関連障害、G4-

精神03統合失調症・治療、G4-脳内16代謝性疾患、

中毒性疾患、G8-漢方02漢方医学02、G8-救急01中

毒・災害１：中毒学総論、G9-臨床薬理01臨床薬理:

主な薬剤の副作用とリスクベネフィット評価、G9-特

別講義創薬研究-2薬害-2、救急-01「2次・３次救急

患者の診察、治療」

○○順天堂大学9
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NO 大学名 1 2 １．に該当する授業科目名 ２．に該当する授業科目名又は特別講演名

12 東京医科大学 ○ ○
医療倫理、薬理学 医療倫理

13 東京慈恵会医科大学 ○ ○
医学総論Ⅱ演習 医学総論Ⅱ演習

14 東京女子医科大学 ○ ○

治療の基礎、「至誠と愛」の実践学修　医学教養

「薬害を考える」ワークショップ

「至誠と愛」の実践学修　医学教養「薬害を

考える」ワークショップ(対面講義)(予定)

15 東邦大学 ○ ○
薬理学、病態の科学実習Ⅱ（微生物学・薬理学） 全人的医療人教育Ⅰ全人的医療人教育Ⅰ全人

的医療人教育Ⅰ

16 日本大学 ○ ○
Pre.BSL社会医学（含実習） Pre.BSL社会医学（含実習）

17 日本医科大学 ○ ○
消化器、呼吸器・感染・腫瘍・乳腺、薬理学、医事

法学、医事法学

医事法学

18 北里大学 ○ ○
内科学総論（臨床実習入門） 内科学総論（臨床実習入門）

19 聖ﾏﾘｱﾝﾅ医科大学 ○ ×
薬理学、薬理学

20 東海大学 ○ ×
薬物性肝障害

21 金沢医科大学 × ×

22 愛知医科大学 ○ 検討中
薬理学

23 藤田医科大学 ○ ×
法医学

24 大阪医科薬科大学 ○ ○
多職種連携論2-医療と専門職 多職種連携論2-医療と専門職

25 関西医科大学 ○ ○
臨床実習入門 P4c 臨床実習入門 P4c

26 近畿大学 ○ 検討中
医学からみた現代社会と倫理、薬理学

27 兵庫医科大学 ○ ○

医療安全と薬害、医療安全と薬害、医療安全と薬

害、医療安全と薬害、医療安全と薬害、医療安全と

薬害、医療安全と薬害、医療安全と薬害、医療安全

と薬害、医療安全と薬害

医療安全と薬害、医療安全と薬害、医療安全

と薬害、医療安全と薬害

28 川崎医科大学 ○ ×

総合医学2、女性内分泌・妊娠、精神系、神経系、呼

吸器系、皮膚系、血液・造血器・リンパ系、臨床入

門

29 久留米大学 ○ 検討中
薬理学Ⅱ、薬理学Ⅰ

30 産業医科大学 ○ ○
医のプロフェッショナリズム、公衆衛生学、薬理

学、医療社会学

医のプロフェッショナリズム

31 福岡大学 ○ ×
公衆衛生学・法医学・セーフティマネージメント、

公衆衛生学

30 19

0 4

1 8

行っている

検討中

行っていない
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① ②

薬害の原因や実態だけでなく、被害者や遺族に対する国・

製薬企業の対応の歴史について取り上げている授業科目名

被害者や遺族への差別や偏見の問題を取り上げている授業

科目名

北海道大学 衛生学

旭川医科大学 人間と行動（法学）

弘前大学

東北大学 ○

基礎医学特別講義、血液・免疫・アレル

ギー・感染症ブロック、外科・麻酔・救急・

輸血ブロック、医の倫理学・社会学

基礎医学特別講義、血液・免疫・アレル

ギー・感染症ブロック、外科・麻酔・救急・

輸血ブロック、医の倫理学・社会学

秋田大学 ○ 生活習慣と臨床研究 生活習慣と臨床研究

山形大学

筑波大学 ○ クリニカル・クラークシップ準備学習 クリニカル・クラークシップ準備学習

群馬大学 ○ 臨床薬理学総論 臨床薬理学総論

千葉大学 ○
衛生学、薬理学総論、チーム医療Ⅰ（IPE

Ⅰ）ユニット

薬理学総論、チーム医療Ⅰ（IPE Ⅰ）ユニッ

ト

東京大学 輸血学実習

東京医科歯科大学

新潟大学 ○ 統合臨床医学コース（臨床医学入門） 統合臨床医学コース（臨床医学入門）

富山大学 ○ 医療学入門 医療学入門

金沢大学 臨床薬理学、薬理学

福井大学 ○ 大学教育入門セミナー 大学教育入門セミナー

山梨大学 ○ 臨床薬理学・薬剤学 臨床薬理学・薬剤学

信州大学 ○ 臨床実習前集中講義 臨床実習前集中講義

岐阜大学 ○ 医学概論 医学概論

浜松医科大学 ○ 医学概論Ⅰ 医学概論Ⅰ

名古屋大学 ○ 臨床薬理学 臨床薬理学

三重大学 チュートリアル教育

滋賀医科大学 ○ 薬物医療学、公衆衛生学 公衆衛生学

京都大学 ○
社会・環境・予防医学、病理学各論、薬理学 社会・環境・予防医学、病理学各論、薬理学

大阪大学 ○
環境医学・公衆衛生学、現代の生命倫理・

法・経済を考える

現代の生命倫理・法・経済を考える

神戸大学 ○ 薬理学/臨床薬理学 初期体験臨床実習

鳥取大学 ○ 治療学、基礎薬理学、医学史 医学史

島根大学 ○ 臨床薬理学「薬害について」 臨床薬理学「薬害について」

岡山大学 ○ 脳神経系（臓器・系別統合講義） 脳神経系（臓器・系別統合講義）

広島大学 ○ 社会医学、社会医学、社会医学 社会医学、社会医学、社会医学

山口大学 ○ 臨床薬理学、基盤系特別専門講義、医学史 臨床薬理学、基盤系特別専門講義

徳島大学

香川大学 ○ 法医学 法医学

愛媛大学 ○ 薬理学、薬物治療・開発学、社会と医療 薬理学、薬物治療・開発学、社会と医療

高知大学 臨床薬理学

九州大学 ○ 薬害 薬害

佐賀大学

薬害問題に対する各大学の取組状況（医学部医学科）

大　学　名 ①②両方
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① ②

薬害の原因や実態だけでなく、被害者や遺族に対する国・

製薬企業の対応の歴史について取り上げている授業科目名

被害者や遺族への差別や偏見の問題を取り上げている授業

科目名

大　学　名 ①②両方

長崎大学 ○ 感染系、感染系 感染系

熊本大学 ○ 消化器内科学 消化器内科学

大分大学 ○ 皮膚、医療倫理学Ⅲ 医療倫理学Ⅲ

宮崎大学 薬剤処方学・東洋医学

鹿児島大学
社会医学・予防医学、地域・総合診療・症候

琉球大学
臨床実習（皮膚科）、皮膚結合織系、臨床薬

理学

小計(国立) 28大学 42大学中37大学 42大学中28大学

札幌医科大学 ○ 薬理学、社会学 薬理学、社会学

福島県立医科大学 ○
薬害から学ぶ、医療入門Ⅰ　医療と社会　臨

床倫理

薬害から学ぶ、医療入門Ⅰ　医療と社会　臨

床倫理

横浜市立大学 薬理学

名古屋市立大学 ○ 医薬看連携地域参加型学習 医薬看連携地域参加型学習

京都府立医科大学

大阪公立大学

奈良県立医科大学 ○
衛生学・公衆衛生学Ⅱ、薬理学、社会福祉と

医療法規

衛生学・公衆衛生学Ⅱ、薬理学、社会福祉と

医療法規

和歌山県立医科大学 ○ 薬害問題 薬害問題

小計(公立) 5大学 8大学中6大学 8大学中5大学

岩手医科大学 ○ 医療と法律、医療入門 医療入門

東北医科薬科大学 ○ 薬理学、医療薬学概論、早期医療体験学習 薬理学、早期医療体験学習

自治医科大学 ○ 臨床薬理学 臨床薬理学

獨協医科大学 ○ メディカル・プロフェッショナリズムⅠ

埼玉医科大学 診療の基本、薬理総論

国際医療福祉大学 ○ 医療プロフェッショナリズムⅢ

杏林大学 ○ 生命倫理と医療安全 生命倫理と医療安全

慶應義塾大学 ○ 臨床薬剤学、薬理学 薬理学

順天堂大学 ○

医学研究入門Ⅰ-薬害の歴史と研究開発につい

て、薬理－１：薬の作用、臨床薬理学-5：薬

物相互作用、G9-臨床薬理01臨床薬理: 主な薬

剤の副作用とリスクベネフィット評価、G9-特

別講義創薬研究-2薬害-2

薬理－１：薬の作用

昭和大学 ○
皮膚・運動器系の病態・診断・治療、地域医

療入門

皮膚・運動器系の病態・診断・治療、地域医

療入門

帝京大学 ○
医療法学・医療倫理学、薬理学、医療法学・

医療倫理学の基礎

医療法学・医療倫理学、薬理学、医療法学・

医療倫理学の基礎

東京医科大学 ○ 医療倫理、薬理学 医療倫理、薬理学

東京慈恵会医科大学 ○ 医学総論Ⅱ演習 医学総論Ⅱ演習

東京女子医科大学 ○

治療の基礎、「至誠と愛」の実践学修 治療の基礎、「至誠と愛」の実践学修　医学

教養「薬害を考える」ワークショップ

東邦大学 病態の科学実習Ⅱ（微生物学・薬理学）

日本大学 ○ Pre.BSL社会医学（含実習） Pre.BSL社会医学（含実習）
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① ②

薬害の原因や実態だけでなく、被害者や遺族に対する国・

製薬企業の対応の歴史について取り上げている授業科目名

被害者や遺族への差別や偏見の問題を取り上げている授業

科目名

大　学　名 ①②両方

日本医科大学 ○
薬理学、医事法学、医事法学 薬理学、医事法学

北里大学 ○
内科学総論（臨床実習入門） 内科学総論（臨床実習入門）

聖ﾏﾘｱﾝﾅ医科大学

東海大学 ○ 薬物性肝障害 薬物性肝障害

金沢医科大学

愛知医科大学 薬理学

藤田医科大学

大阪医科大学 ○ 多職種連携論2-医療と専門職 多職種連携論2-医療と専門職

関西医科大学 ○ 臨床実習入門 P4c 臨床実習入門 P4c

近畿大学 ○ 医学からみた現代社会と倫理、薬理学 医学からみた現代社会と倫理

兵庫医科大学 ○ 医療安全と薬害 医療安全と薬害

川崎医科大学 ○
女性内分泌・妊娠、血液・造血器・リンパ

系、臨床入門
血液・造血器・リンパ系、臨床入門

久留米大学 薬理学Ⅱ、薬理学Ⅰ

産業医科大学 ○
医のプロフェッショナリズム、公衆衛生学、

薬理学、医療社会学

医のプロフェッショナリズム、公衆衛生学、

薬理学、医療社会学

福岡大学

小計(私立) 23大学 31大学中27大学 31大学中21大学

合計(国公私立) 56大学 81大学中70大学 81大学中54大学
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▼実施学部：81学部55学部

旭川医科大学 臨床実習序論 4年次 本人 未定（調整中）

薬害被害者の声を直接聞くことによ

り、学生の医療安全への意識を高める

ことができる。

講演前よりも薬害について真剣に考えるようになっ

た。
複数実施していない。

東北大学
医の倫理学・社会

学
３年次 本人 薬害HIV

被害当事者の視点からその時々の経験

を交えて講義されたため、単なる知識

の習得だけにとどまらない、より印象

に残る講義を展開することができた。

また当事者運動と同時に薬事行政にも

関わってこられた方のため、比較的多

角的な視点から薬害を考察する視点を

提示していただいた。さらに、昨今の

薬事承認制度の変更（緊急承認制度新

設など）による臨床上の課題といった

実践的課題についても提示していただ

いた。

講義に関するレポート課題で、提出されたレポートを

確認したところ、概ね重要と思われる点について正確

に理解がなされていた。

薬害HIV事件について主に講義していた

だいたが、スモンやサリドマイドなど

他の薬害事件を簡単に取り上げつつ現

在に至る薬事行政について講義をされ

たため、現在の制度について歴史的文

脈をふまえて理解することができると

思われる。

山形大学
薬害に関する特別

公演会

３年次（医学科）

４年次（看護学科）
本人 未定

被害者の直接の声を聞くことで、安全

確保の重要性を強く理解することがで

きる。

普段接する機会のない患者様から直接話をきくこと

で、薬害について理解し、医師という職業について改

めて考える良い機会となっている。

特になし。

筑波大学

クリニカル・ク

ラークシップ準備

学習

4年次 本人 薬害C型肝炎

薬害被害者から、直接薬害による苦痛

（身体的・精神的・社会的）を聞くこ

とができるので、インパクトが強い。

学生が今後このような場面に直面する

ことがあるため、将来医師として、責

任意識を強く持つことができる。

薬害とは何か。ということからすごく分かりやすく教

えてくださった。今まで「薬害とは薬を服用したこと

による有害事象」を指すものだと思っていたのだが、

重大な副作用の隠蔽等の「人災」によるものなんだと

思った。「病気を診ずして病人を診よ」とは言われる

が、医師に必要なことは技術・知識だけではないと思

う。しっかりと患者に向き合い、寄り添うことのでき

るような医師になりたいと思う。

複数の種類の薬害については実施して

いない

薬害被害者の声を直接聞く授業(特別講義など)又は特別講演等の実施状況　(医学部医学科)

メリット（有意義な点・利点等） 授業等に対する学生の反応・感想
講師
区分

取り上げた薬害等の名称

授業科目名称
（特別講義名
称）又は特別講

演名称

大学名
複数の種類の薬害について授業等を

実施している場合の効果
履修
年次
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メリット（有意義な点・利点等） 授業等に対する学生の反応・感想
講師
区分

取り上げた薬害等の名称

授業科目名称
（特別講義名
称）又は特別講

演名称

大学名
複数の種類の薬害について授業等を

実施している場合の効果
履修
年次

群馬大学 臨床薬理学総論 3年次 本人 サリドマイド事件

医薬品使用のリスクについての意識が

変わり、医師として副作用等へ取り組

むことについてプロフェッショナリズ

ムを考える機会になると思われる。

実体験の話に強い印象を受ける学生が多い。医師とし

ての責務について改めて考え直す機会になっている様

子。

該当しない

千葉大学
チーム医療Ⅰ（IPE

Ⅰ）
１年次 本人 サリドマイド

専門職連携教育において薬害が生じて

いく社会的ダイナミクスを、各職種の

（学生の）立場から考察することがで

きる。将来現場で薬害の危険が予測さ

れたとき、専門職としてのふるまい方

を考察できる。

薬害が発生するに至った社会的状況、問題となった

点、薬害発症による本人や家族への影響などが具体的

に理解できた。実際に被害者の方のお話しを間近で伺

い、医療従事者は常に患者の立場で考えるということ

の重要性を再確認した。

３年次

統合臨床医学コー

ス （臨床医学入

門）

新潟大学 実施しておりません。

「何かを勉強するにあたって、実際に現地に赴くこと

や、当事者の話を聞くことができるのは、一番の勉強

であるし、貴重なものでした。薬害被害の事実だけで

なく、これからの医療を担う自分たちに向けて、望む

医師のあるべき姿を聞けて、大変参考になりまし

た。」「今はまだ臨床の現場にあまり関与していない

ため、医学の勉強をする上で病気について、文字での

情報で知ることはあっても実際に病気にかかっている

人の苦悩、さらに薬物被害の被害者となられた患者さ

んの苦しみを直接知り、また、想像するようなことが

ありませんでした。講師の先生の実体験をもとに話さ

れた薬物被害の講義は、今まで考えていなかった薬物

被害に遭われた患者さんの感情、不安、差別などを考

えるいい機会となりました。本講義を経て、医療行為

により患者さんに不利益が生じないためにも医療関連

の職種で協力していくことで未然に薬物被害を抑えて

いく社会となること、また現 薬物被害に遭われた

方々の苦しみを理解し、生きていきやすいより良い社

会となることを願うとともに、自分自身でもできるこ

とは、たとえ小さなことであったとしてもやっていき

たいと思いました。薬物被害に対して、深く考える機

会をくれる実体験をもとにした講義をしてくださりあ

りがとうございました。」以上に、代表されるよう

に、授業を受けた全学生が講師の心に共感し、学生自

身の医学への向き合い方を考え直す良い機会になって

いる。

薬物治療には副作用という負の側面が

存在し、過去にも薬害という形でたび

たび問題となっている。実際に薬害の

被害に会われた患者の声を直接聞くこ

とにより、なぜこのような事態が起き

たのか、再発をどうすれば防げるの

か、学生自身の医学への取り組みを見

つめ直す機会となる。

血友病薬害本人
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メリット（有意義な点・利点等） 授業等に対する学生の反応・感想
講師
区分

取り上げた薬害等の名称

授業科目名称
（特別講義名
称）又は特別講

演名称

大学名
複数の種類の薬害について授業等を

実施している場合の効果
履修
年次

富山大学 医療学入門 １年次 本人 薬害エイズ

医療倫理の基本的原則を学ぶことがで

きる。　１）患者の立場を一般的に理

解する態度を養う。無危害原則。

２）一歩進んで、患者の悲しみを追体

験し、他人の身になって考える態度を

養う。善行原則　３）無思想性を脱却

し、現代社会に対して、批判的に思考

できる態度を培う。自律原則。　４）

社会正義の視野を培う。正義原則。

５）弱者、マイノリティに対する理

解。尊厳原則。　５）友達の質問を聞

いて、自分と同世代の人がいかに考え

ているかを学ぶ。連帯原則。

肯定的に評価できるものである。課題としてレポート

を提出させているが、それぞれ皆、薬害が起こる構造

について、おおむね理解している。

初学者のうちに，多面的な角度から薬

害について，学び考えることができる

のは，これから専門教育を受ける上で

の礎となることが期待できる。

臨床薬理学 ３～４年次 家族 イレッサ

医薬保健学基礎

Ⅰ，Ⅱ
１年次 本人 サリドマイド

福井大学
大学教育入門セミ

ナー
1年次 本人 サリドマイド

被害者の体験談を直接聞くことによっ

て、薬害の原因，実態，被害者やその

家族に対する対応の歴史，偏見等の人

権問題等について具体的に知ることが

でき、医療従事者として薬害問題にど

う向き合うのか考察する機会を得るこ

とができる。

「レンツ警告があっても日本ではサリドマイド薬の販

売・製造を中止しなかったことに驚いた。」，「講義

を聞いてすごく胸が痛みました。」，「実際の薬害の

被害に遭われた方の話を本人から聞けるとても貴重な

機会でした。」等、薬害発生の経緯や被害者について

思いを馳せる意見が多く寄せられた。

該当なし

山梨大学

倫理学・プロ

フェッショナリズ

ム

3年次 本人

AHF製剤による非Ａ非Ｂ型肝

炎（Ｃ型肝炎）感染。輸入血

液製剤によるHIV感染。

基本的な事柄を授業で学んだ上で当事

者の声を聞くことにより、理解を深め

ることができる。

当事者の声を聞くことにより、薬害についてより関心

を持つことができ、医療者を目指す者としては授業の

内容をより深く理解していきたいと思ったなどの意

見、感想があった。

複数の種類の薬害について実施してい

ない

学生に医療・薬物療法・副作用など，

より考えるきっかけを与えることに繋

がり，学習効果が高まる。

実施前であるため特になし なし金沢大学

12



メリット（有意義な点・利点等） 授業等に対する学生の反応・感想
講師
区分

取り上げた薬害等の名称

授業科目名称
（特別講義名
称）又は特別講

演名称

大学名
複数の種類の薬害について授業等を

実施している場合の効果
履修
年次

信州大学
臨床実習前集中講

義
４年次 本人 C型肝炎

・二度と同じ過ちを繰り返さないため

に、医学生が単なる過去の出来事（他

人事）として捉えるのではなく、どう

して被害が出てしまったのか、どうす

れば防げたのか、そこに自分がいたら

何ができただろうか等を自分事として

捉えることができる良い機会であるこ

と。 ・被害者から直接話を聞くことに

よって被害者の痛みや苦しみ、思いを

知ることができ、二度とこのような被

害者を出さないためにどのように医療

に向き合っていくのかを考える良い機

会であること。

現時点では未実施のため、回答不可。 実施していない。

岐阜大学 医学概論 １年次 本人 AHF製剤、輸入血液製剤

薬害被害の歴史、被害者や家族の心情

を将来医療従事者となる学生達に理解

させるため。

初めて薬害というものに触れる学生が多く、実体験を

聞くことで今後の医療従事者となる自身の糧にするこ

とが出来ている。

本学では実施していない。

浜松医科大学 医学概論Ⅰ 1年次 本人 HIV

薬害被害者の声を直接聞くことによっ

て、医師となるうえでの心構えを学ぶ

機会となった。実際に受けた差別や偏

見がどのようなものか実感できた。

私たちが目指す医療者は、このような歴史を振り返

り、そこでの教訓を忘れないこと、薬について正しい

知識をもち、患者に薬について十分な説明をしたうえ

で、 患者が自分の治療を自由に選択できるような関

わり・支援を大切にすることが必要であると思いまし

た。

今年は、HIV薬害で有り、今まではワク

チンや肝炎についても被害者をお招き

してお話を聞いてきた。一度に多くの

方からお話を聞く機会はあまりなく、

いろいろな被害があることを認識する

ためには効果的かもしれない。

名古屋大学 臨床薬理学 4年次 本人 薬害肝炎 記載なし 記載なし 記載なし
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メリット（有意義な点・利点等） 授業等に対する学生の反応・感想
講師
区分

取り上げた薬害等の名称

授業科目名称
（特別講義名
称）又は特別講

演名称

大学名
複数の種類の薬害について授業等を

実施している場合の効果
履修
年次

滋賀医科大学
医学特論・医学・

生命科学入門
1年次 本人

血友病患者への血液製剤によ

る薬害

医学部医学科入学初年次の学生は、血

友病、血液製剤や薬害エイズといった

単語について、新聞、テレビ等の報道

によりキーワード的な知識としては

知っているが、 それらがどのような病

気なのか、どのように感染するのか、

日常生活を送るうえでどのような支障

があるのか、社会の人々はどのように

受け入れているのか等、深く掘り下げ

て知識を得る機会は少ない。 しかしな

がら、実際の薬害被害者の生の声によ

る特別講義を実施することで、学生は

薬害被害の問題について自ら考える機

会を得ることができ、将来医師として

医療に携わることを想定すると有意義

である。

例年、後期に当該特別講義を実施するため、令和5年

度は未実施であるが、参考までに昨年度の特別講義後

の学生へのアンケートにおいては、「医療人を目指す

者としての自覚が深まった」、 「被害者の方への意

識を持つことの重要性を認識できた」、「薬害問題に

ついてさらに深く知ろうという意識が芽生えた」等、

真摯な姿勢による感想が多く、本学としては、当該特

別講義の実施が学生にとって 極めて有意義なもので

あったと理解している。

特になし。

京都大学

初年次ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ（特

別講義） 「サリド

マイド薬禍から学

ぶ」

1年次 本人 サリドマイド

被害者本人が薬害によって強いられた

自分や家族の人生・生活について直接

話を聞くことにより、学生には、医療

行為がもたらす可能性のある被害につ

いて、心に刻む機会になると思われ

る。

学生たちは、被害者の話を真面目な態度で熱心に聴い

ていた。学生からは、薬害による影響の大きさとその

要因が人災であることを知り、医療従事者としての立

場や責任を強く感じたとの感想が多く見られた。また

多くの学生が、大変貴重な授業であったと評価してい

る。

なし

神戸大学 初期体験臨床実習 1年次 本人 サリドマイド薬害

学生に医療行為の危険性を教えること

ができる。学生が将来行うであろう医

療行為における責任の重さが認識でき

る。

サリドマイドのような薬害事件は知識や対策が不十分

だった過去の過ちという認識だったが、新しい薬や治

療法が生み出されている現在においていつ起こっても

おかしくない身近なものだと分かった。

島根大学
臨床薬理学「薬害

について」
３年次 本人 HIV薬害

将来医療人として活動していく学生に

薬害をより知ってもらうことができる

点。（学生で言葉だけ知っていても内

容まで詳しく知らない子が多い。被害

者の方の苦しみを生の声で聞く事の重

要性は大きい）

よく知らなかった，ショックだった，なぜ悲劇が繰り

返されるのかといった意見が多い。また，自分はその

ようなことをしないように常に心掛けていきたいと

いった意見も多かった。必要であれば別紙添付は可

能。（今年度はまだ実施していないので昨年度のも

の）

当該科目では複数種類は行っていな

い。歴史の中で演者の方が他の薬害に

ついても述べられるため
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メリット（有意義な点・利点等） 授業等に対する学生の反応・感想
講師
区分

取り上げた薬害等の名称

授業科目名称
（特別講義名
称）又は特別講

演名称

大学名
複数の種類の薬害について授業等を

実施している場合の効果
履修
年次

岡山大学
脳神経系（臓器・

系別統合講義）
４年次 本人 スモン

患者さんの生の声を聞くことで風化防

止となる。薬を処方する医師として自

分事としてとらえることができる。

スモンについて初めて学んだという学生が大半。処方

の際の医師の慎重な判断が必要で有ることを強く感じ

たなど。

なし

広島大学 社会医学 ３年次 本人

薬害HIV感染、血液製剤によ

るC型肝炎ウイルス感染、輸

血による感染、など・

学生が医療の被害者となった患者の声

を直接聞くことができ，より身近な問

題として考えることができる。

自分が将来医者になった時を想定して，興味を持って

聞いているように思う。

フィブリノーゲン，サリドマイド，肝

炎など，複数の薬害の講義を行ってお

り，学生にとってより多角的に考える

ことができる。

山口大学
基盤系特別専門講

義
3年次 本人 MMR（新３種混合ワクチン）

薬害の歴史を具体的に知ることがで

き、学生にとってよい考える機会と

なっている。

学生からは薬害の被害について真摯に受け止め、医療

人として正しい知識を身につけて被害を減らしていき

たいという積極的な意見が多くみられた。

毎年、異なる薬害被害のご本人にご講

義を頂いており、学生は、講師の方と

の質疑応答も含め、ご当事者の思いを

傾聴する姿勢や薬剤のさまざまな作

用、さらに薬害に係る国の救済制度等

への認識を深めている。

徳島大学
臨床実習入門（共

通）
4年次 本人 B型肝炎

薬害被害者自身から話を聞くことに

よって、薬害の実態やその背景につい

てより深く考えることができる。

「正しい知識を身に付け、正しく発信していくことの

重要性を感じた」「患者さんの背景をしっかり理解

し、常に誠実に、行う医療行為・発する言葉に責任感

を持って接することが必要であると改めて学んだ」な

ど医療人としての自覚が高まった。

薬害の発生ゲインや被害状況は様々で

あり、それぞれに対してきめ細やかな

対策が必要であることを学生が気づく

ことができる。

香川大学
薬害被害者の声を

直接聞く特別講義
5年次,6年次 本人 サリドマイド

薬害被害者本人の声を直接聞くこと

は、教科書的な講義とは異なるインパ

クトを与えることができる。また、近

い将来医師となった際の責任の重大

さ、患者との関わり方などを改めて考

えさせる貴重な機会となる。

・当時の時代背景を絡めた話はとてもリアリティがあ

り、生の声を聞くことができたのは大変貴重な機会と

なった。・薬害の原因が薬ではなく人であるという言

葉はとても印象に残る言葉で、薬害についてよく考え

る機会となった。・薬害や障害のある方への声のかけ

方や接し方についても学ぶことが良かった。・実習や

国試の勉強に忙しくしていたが、はっと気づいて頭を

あげたような、何かに気づいたような、そういう授業

だった。

５年次と６年次において、事例の異な

る薬害の特別講義を受講することによ

り、より理解が深まるとともに、繰り

返し聞かせることで薬害防止への意識

を高めることができる。
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メリット（有意義な点・利点等） 授業等に対する学生の反応・感想
講師
区分

取り上げた薬害等の名称

授業科目名称
（特別講義名
称）又は特別講

演名称

大学名
複数の種類の薬害について授業等を

実施している場合の効果
履修
年次

愛媛大学 社会と医療 3年次 本人 予防ワクチンによる B型肝炎

薬害肝炎、B型肝炎感染者の生の声を聞

くことで、その実態を具体的に把握し

てもらう良い機会となった。また、感

染当時に医師より言われた一言に傷つ

いた体験、また精神的に救われた医師

の一言、肝細胞がんの治療での様々な

社会的負担、などの体験を語っていた

だき、将来医師になる学生にとって、

実際の診療において患者さんの気持ち

を考える必要性について理解する良い

機会となる。（社会と医療）

授業終了後に学生にアンケートを実施し、「今まで患

者さんの声を直に聞く機会が無かったので、良かっ

た」、「将来医師を目指す人間として、貴重な経験に

なった」などの感想が寄せられ、反響の大きさを感じ

た。（社会と医療）

C型肝炎の血液製剤など、薬そのものの

健康被害の他、B型肝炎のように薬は問

題なくても投与方法などによる集団感

染など、様々な薬害があることを知る

ことで、薬害に配慮することと対応す

ることの複雑さを理解できる。（社会

と医療）

高知大学 大学基礎論 1年次 本人 陣痛促進剤

実際の薬害被害者の話を聞くことによ

り医療者としての責任意識を強く自覚

できるようになること。

講演後のアンケートでは、医療者としての意識に変化

があったという回答及びこのような機会を設けるべき

であるという意見が多数であった。

九州大学 薬害 ４年次 本人
薬害エイズ、サリドマイド 、

薬害ヤコブ病、薬害C型肝炎

被害者本人の生の声、苦しみ、実際に

受けた差別の話等を聞く事によって、

薬害の真の意味の重大さを知ることが

できる。

被害者の声を聞いてよかったという声が多い。

それぞれの状況で対応の違い等も認め

られ、見識をより広めることができ

る。

佐賀大学 医療入門Ⅰ １年次 本人 サリドマイド

薬害被害を受けた方からの視点や立場

からの講演を行っていただくことによ

り、広い視野からの「薬」や「医療」

に関する認識を深めるとともに、薬害

被害の現状に接することができる。

薬害についてあまり詳しく知らなかったため、私たち

の身近に薬害があることに恐怖を感じた。 実際に薬

害被害者の方の講演を聞くことができ、考えが広まっ

た。”薬害”があることは知っていたが、どのような

薬、症状が出るかは分かっていなかった。 薬害は正

しい知識を身につけることで防ぐことができるので、

これから被害者を増やさないためにも薬害について教

育をするべきであると感じた。

該当なし

長崎大学 医と社Ⅲ ３年次 本人 サリドマイド

医療職ではない立場の人から見た場合

の哲学・倫理・社会観から提起される

問題について学生が考えること。

サリドマイド薬害の被害者を講師として招聘し、講師

を行っていただいているが、講義後に複数の学生から

個別に講師に質問する、さらに話を伺うなど学生に薬

害をより身近に考える機会として機能を果たしている

と考えられる。
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メリット（有意義な点・利点等） 授業等に対する学生の反応・感想
講師
区分

取り上げた薬害等の名称

授業科目名称
（特別講義名
称）又は特別講

演名称

大学名
複数の種類の薬害について授業等を

実施している場合の効果
履修
年次

熊本大学 消化器内科学 3年次 本人 B型肝炎

B型肝炎患者さんの実際の体験談を聞く

ことができ、患者さんの苦労や社会に

存在する差別などを学生にも伝えるこ

とができた。

B型肝炎患者さんの苦悩や努力を知ることができた。

法律に基づいたB型肝炎訴訟について知ることができ

た。社会に存在する差別について知ることができ、今

後の対応が重要なことがわかった。

薬害という言葉が適切かどうかはわか

りませんが、それぞれ異なる社会背景

があるかと思いますので、正確に伝え

る必要がある。すなわち、当時のメ

リットとデメリットがあった点は重要

である。

大分大学 医療倫理学Ⅲ ２年次 本人 大腿四頭筋短縮症

直接被害者の語りを聞くことで、生

活、人生に及ぼす影響の大きさを学生

が実感できる

薬害の理解が深まったとする感想が多い

札幌医科大学
医学概論・医療総

論４
4年次 本人 サリドマイド

薬害被害者の生の声を聴き、副作用被

害の結果としての身体的特徴を目の当

たりにすることにより、薬害の深刻さ

が直接学生に伝わる。 また、講師の増

山ゆかり氏は、サリドマイド以外の薬

害の歴史や薬事政策の変遷についても

詳しく、薬害に関する基礎から実際の

被害まで体系的な知識を得る貴重な機

会となっている。

学生は初めて見る薬害被害者の姿に衝撃を受けてい

る。 また、薬害は二度と起こしてはならないという

自覚を得る格好の機会となっている。

複数の薬害を取り上げることにより、

薬害を引き起こす製薬過程、薬事行政

過程に潜む原因・問題点に視点を掘り

下げた考察をすることができる。

福島県立医科大学
医療入門Ⅰ　医療

と社会　臨床倫理
４年次 本人 薬害エイズ

薬害被害者とその家族のお話を直接伺

うことにより、受講者に薬害被害の実

態について理解を深めてもらえるこ

と。 医師として、薬害被害をうけた患

者にどのように向き合うのかをかんが

えさせる事業をしていただけること。

　感想を記した学生のレポートには、 「医療を行う

者は、常に論文や最新の知見を取り入れて医療を提供

すべきであると感じた」、 「無知、正しい知識を

持っていないことが差別や偏見を生むのだということ

を学び、将来医療従事者になる者として、正しい知識

をしっかり身につけるよう努力したいと思った」、

「薬害や医療過誤などに直面した時に、目の前の患者

さんに背を向けるのではなく、共に歩んでいく覚悟を

持てる医師になろうと思う」、 「薬害被害者の方に

とって、家族の献身的なサポートが大切であることを

実感したので、患者も家族も支えられるような人間的

な医師でありたいと思う」、 「講義を聴いている中

で、いろいろな思いがこみ上げてきて、涙が出そうに

なりました。憤りであったり、無力感であったり、悔

しさであったり、これから先の責任の大きさがのしか

かってきたりと本当に様々な思いでした。今日のお話

を胸に刻んで、私は医師として正しく生きていきたい

です」などと記されていた。

複数種類は実施していない。
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メリット（有意義な点・利点等） 授業等に対する学生の反応・感想
講師
区分

取り上げた薬害等の名称

授業科目名称
（特別講義名
称）又は特別講

演名称

大学名
複数の種類の薬害について授業等を

実施している場合の効果
履修
年次

名古屋市立大学
医薬看連携地域参

加型学習
1年次 本人 薬害エイズ

実際の被害者の方から当事者としての

お話を伺うことができる。入学後早い

段階で行われるため、医療人となる上

での基礎の基礎の段階で話を伺ってい

るため、印象が強く残る傾向があると

考えられる。

差別はあってはならない、苦しんでいる人を支える立

派な医療者になりたい、など。

複数の種類についての授業は実施して

いない。

奈良県立医科大学 VOP講座 2年次 家族 陣痛促進剤
患者家族の意見から医師の対応の方法

について学ぶことができる。

患者の声を直接聞くことで通常の授業だけでは得られ

ない医療人として大切なことを学ぶことができたとい

う反応が多い。

和歌山県立医科大学 薬害問題 ６年次 家族 陣痛促進剤

・過去の薬害について、患者の視点に

立った授業を展開することができた ・

よりよい医療者となるための動機付け

の一助となった ・患者と向き合うにあ

たって、医師と患者間のコミュニケー

ションが重要であることを示唆するこ

とができた ・座学とは異なった視点で

考える器官を得ることができた

・医療案線の重要性を再認識できた　・患者のことを

第一に考えて、寄り添う医療を目指したい　・患者の

視点に立った授業は新鮮であった　・患者にしっかり

説明して、医療を行っていきたい ・医療者は正しい

知識を患者に提供した上で、患者が選択した治療を実

施することが大事である　・薬害のことを知らない

と、加害者になるだけでなく、被害者にもなり得る

・医療者が薬について、よく理解することが、薬害の

防止につながる　・どんなときも患者のことを第一に

考えて、治療を行う医師になりたい ・医師、医療者

として持つべき学問的良心・職業的良心について教え

ていただき、勉強になった　・薬は使う人にの使い方

で変わるということがわかった

薬害の授業を実施することにより、薬

害はそれぞれの時代的背景や課題・問

題点などが異なるため、しっかりとし

た説明が必要となるが、よりよき医療

仁となるための礎とすることができる

岩手医科大学
全人的医療基礎講

義
1年次 本人 薬害エイズ

薬害エイズの被害者の実体験を直接聞

くことができる。

未成年者として初の日本人HIV感染者として実名を公

表し、実際に活動をされている方の生の声を聴くこと

によって、学生もより身近に薬害を考える ことがで

きたとの意見が多かった。 また、将来、自分たちが

担う医療人として、医療とその周辺にある諸問題への

関わり方について考える契機として意味のある講義で

あるとの意見が多い。

東北医科薬科大学 医療薬学概論 3年次 家族 MMRワクチン

被害者本人やご家族から直接話を伺う

ことで、結果の重大性や被害者に寄り

添う意味などを自然と理解できる。

講義に対する学生の感想は、被害の重大さに対する

ショックや自身が医師となった場合の決意に対するも

のが多く、講義意図に沿ったものがほとんどであっ

た。

18



メリット（有意義な点・利点等） 授業等に対する学生の反応・感想
講師
区分

取り上げた薬害等の名称

授業科目名称
（特別講義名
称）又は特別講

演名称

大学名
複数の種類の薬害について授業等を

実施している場合の効果
履修
年次

獨協医科大学

メディカル・プロ

フェッショナリズ

ムⅠ

1年次 本人 サリドマイド事件

薬害訴訟は我々にどういう課題を提起

しているのか、薬害被害に遭われた当

事者の方をゲスト・スピーカーにお迎

えすることで、お話を伺いながらじっ

くり考えることができる。

１１月に実施予定のため、回答不可。 現在、検証中。

埼玉医科大学
ヒトの病気コース

消化器ユニット
3年次 本人 未定

薬害訴訟の経緯等を、患者さん自らお

話くださることで、薬害が身近な問題

であることを理解できる

昨年度は遠隔授業のため確認が難しい 過去の薬害に対する意識が高まる

国際医療福祉大学

医療プロフェッ

ショナリズムⅢ

（発展）

3年次 家族 陣痛促進剤被害

本学では医療事故被害についても当事

者より実際にあったことを事故があっ

たときを再現するように、その時どの

ような気持ちでいたかも含めて生々し

くお話していただいているが、学生は

実際にあったことを目の当たりにする

ことで、自分事として考える機会にな

り、より共感することができている。

また、講師の方が自分自身の薬害のみ

ならず、日本における薬害の歴史や位

置づけ、問題点など幅広い視点でお話

くださるので、知識としても整理され

た理解ができる。

授業中もディスカッション時間を確保し、問題点を考

えさせるようにしたり、授業後に講師の先生に授業を

受けて何を学んだかを御礼状として書くことを必須と

しており、それをすることで、単にいい話を聞いたと

いうことで終わらせず、理解を深めることになってい

る。学生は真摯に授業を受け、事故について痛ましく

共感するとともに、その後の医療事故当時者としての

社会との闘いに大変感銘し、自らはそのような医師に

ならないようにすると誓っている。

上記のように当事者から講義をしてい

ただく薬害としてはこの授業だけでは

あるが、事故当時者にも授業を担当い

ただいたり、患者さんでかつ医師であ

る方に授業を受け持ってもらったりす

ることで、当事者より授業を受ける機

会を多く設けている。単に講師が授業

するよりも印象に残り、心を揺さぶる

授業になっており、記憶への定着にも

なっている。

杏林大学
生命倫理と医療安

全
1年次 本人

サリドマイド薬禍、HIV血液

製剤被害(薬害エイズ)、子宮

収縮薬（陣痛促進剤）乱用、

その他

薬害被害者の持っていきようのない怒

り・悔しさや悲しみの声を直に聞くこ

とで、薬禍および反医療行為の重大性

を学生に実感してもらえる。過去の薬

害事件の教訓が、社会の仕組みや薬事

制度を改善してきた現状を考えるよい

機会となる。

特になし

毎年薬害被害者1人のみに講演していた

だいており、学年ごとに複数の効果は

比較できないが、学生からはインパク

トのある講義だったとの声を聞いてい

る。
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メリット（有意義な点・利点等） 授業等に対する学生の反応・感想
講師
区分

取り上げた薬害等の名称

授業科目名称
（特別講義名
称）又は特別講

演名称

大学名
複数の種類の薬害について授業等を

実施している場合の効果
履修
年次

順天堂大学

G9-特別講義 薬害-

1：薬害被害者の声

を直接聞く授業

4年次 本人 薬害エイズ

被害者から直接その体験と当時の社会

情勢を聞くことにより、過去の出来事

ではなく、将来の医療者、医学研究者

として常に意識しておくべきものであ

ることを理解する機会になったと思わ

れる。

・いかに数々の人の人生に大きな影響を及ぼすのかを

改めて自覚しました。研究開発の段階で細心の注意を

払い、これから同じような思いをする方をなくしてい

くことの重要性を感じることができました。 ・薬害

は起こさないことは勿論のことだが、起きた際にどの

ような対応を取っていくのかも大切なことだと感じ

た。 ・医学の進歩や研究開発の重要性を改めて認識

しました。医療の安全性や品質管理の重要性、情報の

適切な伝達など、医師としての責任を深く感じること

ができました。

該当しない

昭和大学 地域医療入門 1年次 家族 イレッサ

薬害被害者遺族の話を聞くことで、医

薬品適正使用の重要性や、医療従事者

の責任を深く考える貴重な機会となっ

ている。

今年度の講義後アンケートを実施した結果、学生から

は以下のような反応が得られた。 　「医薬品は病を

治すという点がかなりの印象を占めている一方で副作

用といったデメリットとももっと向き合っていかなけ

ればならないなと改めて思った。さらに、医薬品の開

発が進められていく中で健康被害が生じないかという

点をより重要視したうえで医薬品の開発研究を進めて

いくべきであると感じた。」

特にございません。

東京医科大学 医療倫理 3年次 本人 薬害エイズ

被害者側の心情やその後の経緯にも具

体的に触れていただくことで、学生た

ちが薬害というものを一過的な「事

件」としてではなく、いまもつづく継

続性を持った「問題」として捉えるこ

とができているように感じる。

講義で十分に触れられなかった事象を自ら調べ、感想

やコメントに記載している学生も見られる。また、授

業内容から薬害防止における医師の役割を考える学生

も多い。

回答なし

東京慈恵会医科大学 医学総論Ⅱ演習 2年次 本人 薬害肝炎

医原性疾患、医師の治療で薬害が発生

することを知ること、およびC型肝炎が

長期にわたって患者の生活に大きな影

響を与えることを実感する

医療現場での差別・偏見が多いことを知った、医師と

して心に留めておくべきことを多く知った。

医療が原因で病者を作ってしまうこと

を考え始めている
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メリット（有意義な点・利点等） 授業等に対する学生の反応・感想
講師
区分

取り上げた薬害等の名称

授業科目名称
（特別講義名
称）又は特別講

演名称

大学名
複数の種類の薬害について授業等を

実施している場合の効果
履修
年次

東京女子医科大学

「至誠と愛」の実

践学修　医学教養

「薬害を考える」

ワークショップ(対

面講義)(予定)

3年次 家族 イレッサ薬害

当該授業は薬害被害者の家族を交え、

多職種でのワークショップ形式を取り

入れている。薬害を二度と繰り返さな

いためには自らが医療従事者としてど

のようにすればよいのか、患者や家族

との信頼関係をどのように築いていく

のかなどについて医学生、薬学生がと

もに考えることを目的としている。薬

害被害者の家族の話を直接聞いた上

で、同様の背景にある患者の治療に関

わるというシチュエーションを設定し

ており、医療現場においてどのように

すべきかを自発的に考える中で、被害

者家族の声があるからこそと思える意

見が多く出されており、自らの医療人

としての使命を強く意識させることが

できた。

代表的な感想として以下のようなレポートが提出され

ている; 学生Ａ:実際に被害に遭われた方のご遺族の

お話を聞き、薬に対しての知識は少しでも多く知って

おく必要があると思いました。なぜなら、周りがもっ

と知識を持っていれば、危険を最小限にできるからで

す。本人はもちろん、周りの家族も苦しかったんだと

感じました。お話を聞き、二度と同じような苦しみを

出してはいけないと思いました。これから医療従事者

として医療に関わる者として、今回の学びを忘れない

ようにしたいです。 学生Ｂ:座学で薬害の事象などは

学んでいましたが、実際に被害に遭われた方のご家族

からお話を聞くことで、より強く、薬害被害は起こし

てはならないと思いました。被害に遭われた患者さん

はもう亡くなってしまわれましたが、その方のために

私たちができることは今後の医療でこういった薬害の

被害に遭う患者さんを少しでも減らすことだと思いま

す。看護師、薬剤師、そのほかの医療従事者との連携

を大事にし、患者さんの家族とも信頼関係を築いてど

んな小さなことでも話をしやすい環境を作る姿勢も必

要だと思いました。患者とその家族に寄り添い、患者

さんのことを一番に考えた医療を提供できる医師にな

らなければいけない、と、本当に強く思いました｡

複数の薬害については授業の実施なし

全人的医療人教育

Ⅰ
１年次 本人 未定

全人的医療人教育

Ⅰ
１年次 本人 未定

全人的医療人教育

Ⅰ
１年次 本人 未定

学生が直接被害者の話を聴くことで、

薬害を他人事でなく、過去のものでも

なく、これから医療者になる自分に強

く関係するものだと理解できる。ま

た、患者－医療者関係を考えるきっか

けとなり、医療者が正しい知識と態度

を身につけることの重要性に気づく。

以下のような意見が学生から寄せられた。「事前学修

や講演を通して、その正しい知識や患者さんの壮絶な

体験を知るとともに、医療従事 者によって差別や偏

見が生まれたり、患者さんに大きな不利益が生じたり

していることを知ることができた。」「薬害が起きた

ことを風化させずに教訓とすることで、今後このよう

なことを絶対に起こさないようにしなければいけな

い」「講演前の事前学習を経て知識を得ることはでき

たが、それでもどこか昔に起きた出来事で現在の我々

にはあまり関係ないのではないかとどこか他人事のよ

うに思っていた。しかし、ご講演を聞いて、薬害が起

きた背景や被害者の方々がどのような苦しみを受けた

かなどのいわゆる、生の声を聞くことで、断じて人ご

と、昔の人の問題などではないという考えに変わっ

た」

薬害と一口に言っても、それぞれの薬

害に固有の事情や問題などがある。複

数の薬害について学ぶことで、薬害を

より多面的・立体的にとらえ、理解で

きる。

東邦大学
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メリット（有意義な点・利点等） 授業等に対する学生の反応・感想
講師
区分

取り上げた薬害等の名称

授業科目名称
（特別講義名
称）又は特別講

演名称

大学名
複数の種類の薬害について授業等を

実施している場合の効果
履修
年次

日本大学
Pre.BSL社会医学

（含実習）
4年次 本人 サリドマイド

薬害当事者の実態を通じて，単なる副

反応による被害ではないことを強調さ

れている。

教科書で学んだ薬害の被害を現時のものとしてとらえ

られている。

薬害は繰り返し起こることが理解でき

る。

日本医科大学 医事法学		 2年次 本人 サリドマイド

実際の被害者の声を聴くことで、薬害

の実態の一端を実感できる。また、悲

惨な状況を聞くことで同じ過ちを二度

と起こさないという倫理観が学修でき

る。さらに、弁護士の先生とともに一

緒に授業を行い、可能な限り学生との

意見交換、議論を行っている。

例年、「講師の前向きな人生観に感動する。」、「薬

害の加害者となりうる医師の責任の重さを認識し

た。」、「薬害が繰り返されないよう、高い意識を

持って常に新しい知識を取り入れ、それらの情報を多

面的に分析、判断ができる医師にならなくてはならな

い。」等の感想が寄せられている。

薬害被害者の生の声を聴ける講義はこ

れだけであるが、誤用、誤薬などによ

る医療事故の事例を通じて、過去の薬

害がいかに起こったのか、種々の訴訟

を通じて、医療を取り巻く種々の問題

点を理解できる。

北里大学
内科学総論（臨床

実習入門）
４年次 本人 サリドマイド

薬害被害の当事者から直接お話を聞く

ことができる。その人自身が、何を考

え、どう思っているかを知ることがで

きる。

・薬害は人災であるという言葉が印象に残った。"良

心"を失わないように、声をあげていけるように、今

回のお話を心に留めておきたい。 ・実際の患者さん

がどのような思いで生きてきたかということが座学の

勉強よりも身に染みてわかった。自分がなろうとして

いる職業の責任の重さを改めて理解できた。 ・今ま

で勉強する中で１つの歴史上の出来事として認識して

しまっている所があったが、今回お話を聞く中であら

ためていかなる薬害にも被害者の方がおり、その人生

があるということに気づくことができた。 ・たくさ

んのことが心に残ったのですが、特に、お母さんが亡

くなる間際まで謝っていた話が印象的でした。薬害の

被害は患者本人だけでなく、周囲にも影響があり、さ

らにそれが想像以上に大きなものだと実感することが

できました。

実施なし

大阪医科薬科大学
多職種連携論2-医

療と専門職
2年次 本人 B型肝炎

医学部、薬学部、看護学部の学生が聴

講する３学部合同の授業であり、医

師、薬剤師、看護師を目指す学生が患

者さまから診断時、治療時などの思い

を伺い、そのような経過の中で各専門

職の役割と連携の在り方を考えること

ができる。

実際の患者さんのお話を聞くことができ、貴重な機会

になった。注射筒の使い回しの危険性が分かっていた

にも関わらず、軽視していたことはあってはならない

ことで、医療人は安全性に責任を持ち、正しい知識の

もとに行動する勇気を持つべきだと思った。

B型肝炎薬害のみ。
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メリット（有意義な点・利点等） 授業等に対する学生の反応・感想
講師
区分

取り上げた薬害等の名称

授業科目名称
（特別講義名
称）又は特別講

演名称

大学名
複数の種類の薬害について授業等を

実施している場合の効果
履修
年次

関西医科大学 臨床実習入門 P4c 4年次 本人 サリドマイド事件

過去の被害、事実を学ぶことで学生へ

の薬害の啓発になり、将来、医師に

なったときに同様の事例を繰り返さな

いという意識を持たせることができ

る。

学生により反応は様々であるが、真摯に被害者の言葉

を受け止めようとする学生が多く見られる。

「薬害」にも様々な種類があり、それ

ぞれがたどった経緯などを広く知らせ

ることができる。

医療安全と薬害 4年次 本人 C型肝炎

医療安全と薬害 4年次 本人 スモン

医療安全と薬害 4年次 家族 陣痛促進剤

医療安全と薬害 4年次 本人 サリドマイド

産業医科大学
医のプロフェッ

ショナリズム
４年次 本人 サリドマイド

クのバランスを実体験を直接聞けるこ

と。薬物の投与を行う未来の医師とし

て、薬剤治療における有効性とリス考

慮する重要性を認識できる貴重な機会

となる。

薬物と毒物は表裏一体であることを認識できた。 医

師として正確な処方を行えるようになるため、学業に

真摯に取り組みたいと改めて思った。

該当しない

兵庫医科大学

次のような多彩な角度から考えること

ができる。・陣痛促進剤（患者さんが

我が子を殺すことになる残酷さ）・ス

モン（患者さん自身が障害を持つ）・

サリドマイド（服用した母親だけでな

く、生まれてくる子供に障害）・肝炎

（患者さん自身が障害を持つ）

・はじめてその存在を知り驚いた。・国、企業、・医

師の姿勢に問題があると思った。・被害者の方のお人

柄に感動した（これまでは偏見があった）

薬害の存在を知り、薬を処方する責

任、薬害発生後の医師の行動を考える

ことができる。
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１．薬害被害について学ぶ授業の実施

２．薬害被害者の声を直接聞く授業（特別講義など）の展開

NO 大学名 1 2 １．に該当する授業科目名 ２．に該当する授業科目名又は特別講演名

1 北海道大学 ○ ○

フロンティア 発展科目、内科学、臨床講義

Ⅰ、臨床講義Ⅱ、口腔診断内科学、薬理

学・歯科薬理学Ⅰ・Ⅱ

フロンティア 発展科目

2 東北大学 ○ ○
医の倫理・社会の倫理、社会歯科学、口腔

保健発育学Ⅰ、くすりの科学

医の倫理・社会の倫理

3 東京医科歯科大学 ○ ○

包括医療統合教育、包括臨床実習（Phase

Ⅱ）、生体と薬物（薬理学概説（薬理

Ⅰ））

薬害被害者に関する講演

4 新潟大学 ○ 検討中
臨床実習Ⅰ、早期臨床実習Ⅱ、薬理学、微

生物学Ⅱ、微生物学Ⅰ

5 大阪大学 ○ ○
基礎生命科学 基礎生命科学

6 岡山大学 ○ 検討中
薬理学総論

7 広島大学 ○ ○
歯科薬理学Ⅰ、医療倫理学 医療倫理学

8 徳島大学 ○ ○
社会と歯科医療、薬理学A・B 新入生オリエンテーション

9 九州大学 ○ ○
高年次基幹教育科目「薬害」 高年次基幹教育科目「薬害」

10 長崎大学 ○ 検討中
薬理学及び同実習

11 鹿児島大学 ○ 検討中
微生物学Ⅱ、歯科医療倫理学、歯科薬理学

Ⅱ、歯科薬理学Ⅰ

11 7

0 4

0 0

薬害問題に対する各大学の取組状況（歯学部歯学科）【国立】

行っている

検討中

行っていない
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１．薬害被害について学ぶ授業の実施

２．薬害被害者の声を直接聞く授業（特別講義など）の展開

NO 大学名 1 2 １．に該当する授業科目名 ２．に該当する授業科目名又は特別講演名

1 九州歯科大学 ○ ○

社会歯科学Ⅲ、薬理学・歯科薬理学Ⅲ、薬

理学・歯科薬理学Ⅱ、薬理学・歯科薬理学

Ⅰ、歯学概論Ⅱ

歯学概論Ⅱ

1 1

0 0

0 0

行っている

検討中

行っていない

薬害問題に対する各大学の取組状況（歯学部歯学科）【公立】
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１．薬害被害について学ぶ授業の実施

２．薬害被害者の声を直接聞く授業（特別講義など）の展開

NO 大学名 1 2 １．に該当する授業科目名 ２．に該当する授業科目名又は特別講演名

1 北海道医療大学 ○ ○
多職種連携 医薬品の科学 特別講義（薬の有害性を知る）【「医薬品

の科学」関連】

2 岩手医科大学 ○ ○
医療と法律、歯科医学概論 歯科医学概論 【全人的医療基盤講義】

3 奥羽大学 ○ ○
小児歯科学、歯科薬理学Ⅰ チーム医療学演習

4 明海大学 ○ ○
口腔外科学Ⅰ、感染免疫制御学、薬理学、

医療倫理、公衆衛生学（衛生学を含む）

医療倫理

5 東京歯科大学 ○ ×

臨床社会歯科学実習、内科学、歯科医療管

理学 （医療安全管理・院内感染予防）、社

会歯科学、薬理学、衛生学、微生物学

6 昭和大学 ○ ○
生体と薬物（薬理総論）、地域医療入門 地域医療入門

7 日本大学 ○ 検討中
薬物療法学、生体機能制御学

8
日本大学

（松戸）
○ 検討中

薬理学１、医療行動科学１

9 日本歯科大学 ○ 検討中
薬理学、薬理学、薬理学

10
日本歯科大学

（新潟）
○ ×

感染微生物学、地域口腔保健学、臨床実

習、歯科薬剤学

11 神奈川歯科大学 ○ ○
臨床医科歯科概論 臨床医科歯科概論

12 鶴見大学 ○ ○
薬物の種類と薬理作用 薬物の種類と薬理作用

13 松本歯科大学 ○ ×
歯科薬理学

14 朝日大学 ○ ○
薬理学総論 基礎・臨床歯科学演習（薬害被害者に関す

る特別講義～薬害被害者の声を聞く～）

15 愛知学院大学 ○ ○

歯学入門セミナーⅣ、社会と歯学Ⅲ、臨床

医学（内科学）、臨床医学（外科２）

歯学入門セミナーⅣ

16 大阪歯科大学 ○ 検討中
内科学、内科学、医療安全管理学、医療安

全管理学、歯科薬理学

17 福岡歯科大学 ○ ○
歯科医療管理学、臨床薬理学、現代文明論 現代文明論

17 10

0 4

0 3

行っている

検討中

行っていない

薬害問題に対する各大学の取組状況（歯学部歯学科）【私立】
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① ②

薬害の原因や実態だけでなく、被害者や遺族

に対する国・製薬企業の対応の歴史について

取り上げている授業科目名

被害者や遺族への差別や偏見の問題を取り上

げている授業科目名

北海道大学 ○
フロンティア 発展科目、内科学、臨床講義

Ⅰ、臨床講義Ⅱ、口腔診断内科学、薬理学・

歯科薬理学Ⅰ・Ⅱ

フロンティア 発展科目、内科学、臨床講義

Ⅰ、臨床講義Ⅱ、口腔診断内科学、薬理学・

歯科薬理学Ⅰ・Ⅱ
東北大学 ○

医の倫理・社会の倫理、社会歯科学、口腔保

健発育学Ⅰ、くすりの科学

医の倫理・社会の倫理、社会歯科学、口腔保

健発育学Ⅰ、くすりの科学

東京医科歯科大学 ○
包括医療統合教育、生体と薬物（薬理学概説

（薬理Ⅰ））

包括臨床実習（PhaseⅡ）、生体と薬物（薬

理学概説（薬理Ⅰ））

新潟大学 ○
臨床実習Ⅰ、薬理学、微生物学Ⅱ、微生物学

Ⅰ

臨床実習Ⅰ、早期臨床実習Ⅱ、薬理学、微生

物学Ⅱ

大阪大学 ○
基礎生命科学 基礎生命科学

岡山大学 ○
薬理学総論 薬理学総論

広島大学 ○
歯科薬理学Ⅰ、医療倫理学 歯科薬理学Ⅰ、医療倫理学

徳島大学 ○
社会と歯科医療 社会と歯科医療

九州大学 ○
高年次基幹教育科目「薬害」 高年次基幹教育科目「薬害」

長崎大学 ○
薬理学及び同実習 薬理学及び同実習

鹿児島大学 ○
微生物学Ⅱ、歯科医療倫理学、歯科薬理学

Ⅱ、歯科薬理学Ⅰ

微生物学Ⅱ、歯科医療倫理学

小計(国立) 11学部中11学部 11学部中11学部 11学部中11学部

九州歯科大学 ○

社会歯科学Ⅲ、薬理学・歯科薬理学Ⅲ、薬理

学・歯科薬理学Ⅱ、薬理学・歯科薬理学Ⅰ、

歯学概論Ⅱ

社会歯科学Ⅲ、歯学概論Ⅱ

小計(公立) 1学部中1学部 1学部中1学部 1学部中1学部

北海道医療大学 ○
多職種連携 医薬品の科学 多職種連携 医薬品の科学

岩手医科大学 ○
医療と法律、歯科医学概論 歯科医学概論

奥羽大学 ○
小児歯科学、歯科薬理学Ⅰ 小児歯科学

明海大学 ○
感染免疫制御学、薬理学、医療倫理、公衆衛

生学（衛生学を含む）

薬理学、医療倫理、公衆衛生学（衛生学を含

む）

東京歯科大学 ○

臨床社会歯科学実習、歯科医療管理学 （医療

安全管理・院内感染予防）、社会歯科学、薬

理学

社会歯科学、薬理学

昭和大学 ○
生体と薬物（薬理総論）、地域医療入門 地域医療入門

日本大学

日本大学（松戸） ○
薬理学１、医療行動科学１ 薬理学１、医療行動科学１

日本歯科大学 ○
薬理学、薬理学、薬理学 薬理学、薬理学、薬理学

日本歯科大学（新潟） ○
感染微生物学、地域口腔保健学、臨床実習、

歯科薬剤学

地域口腔保健学

薬害問題に対する各大学の取組状況（歯学部歯学科）

大　学　名 ①②両方
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① ②

薬害の原因や実態だけでなく、被害者や遺族

に対する国・製薬企業の対応の歴史について

取り上げている授業科目名

被害者や遺族への差別や偏見の問題を取り上

げている授業科目名

薬害問題に対する各大学の取組状況（歯学部歯学科）

大　学　名 ①②両方

神奈川歯科大学 ○
臨床医科歯科概論 臨床医科歯科概論

鶴見大学 ○
薬物の種類と薬理作用 薬物の種類と薬理作用

松本歯科大学 ○
歯科薬理学 歯科薬理学

朝日大学 ○
薬理学総論 薬理学総論

愛知学院大学 ○
歯学入門セミナーⅣ、社会と歯学Ⅲ、臨床医

学（内科学）、臨床医学（外科２）

歯学入門セミナーⅣ、臨床医学（内科学）、

臨床医学（外科２）

大阪歯科大学
内科学、内科学、医療安全管理学、医療安全

管理学

福岡歯科大学 ○
歯科医療管理学、現代文明論 歯科医療管理学、現代文明論

小計(私立) 17学部中15学部 17学部16学部 17学部中15学部

合計(国公私立) 29学部中27学部 29学部中28学部 29学部中27学部
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薬害被害者の声を直接聞く授業(特別講義など)又は特別講演等の実施状況　(歯学部歯学科)

▼実施学部：29学部中18学部

フロンティア 発展

科目
５年次 家族 薬害エイズ

フロンティア 発展

科目
５年次 本人 薬害エイズ

東北大学
医の倫理・社会の倫

理
５年次 本人 薬害肝炎

薬害被害者の声を直接聞く授業の受講

を、倫理観および職業観について深く考

え、将来の歯科医師としての自覚をもつ

機会とすることができる。

多くの学生が、講義を受けて感銘を受けたとの感想を

寄せた。 学生の感想の例を記載する。「医療に携わ

る人間は、免許をとるのがゴールではなく、医療人に

なった後も日々勉強し、新たに学ばなければならない

と思った。それを怠らなければ、このような薬害も防

げるのではないかと思う。」「今後、歯科医師となっ

て患者さんの口の中を見る時に、病気を診るのではな

く、患者さんを診るということがいかに大切かという

ことを感じた。」

複数の種類の授業は実施していない

東京医科歯科大学
薬害被害者に関する

講演
１年次～６年次 本人 未定

薬害の実態を被害者を通して聞くことが

でき、薬害の理解が一層深まること。

概ね好評価（薬害の理解が深まった、将来医療人にな

ることに対する責任を改めて自覚した等）である。

大阪大学 基礎生命科学 １、５年次 本人 サリドマイド

医療人としての道を歩み始めた１年次学

生への講義の一環として例年どおり企画

する。 薬害被害者等の方の声を直接聞

く機会を持つことにより、医療における

安全性の実態と 知識はもとより、医療

人としての薬害防止に対する意識付けを

行う。 また、臨床実習開始直後の５年

次学生にも受講させ、臨床の現場におけ

る医療の安全 に対する重要性を再認識

させる機会となる。

薬害被害者の方から直接話を伺うことで、薬害防止に

関して、医療人および 国民の理解と努力が如何に大

切かということを再確認することができ、 今後の歯

科医学教育修得の心構えを新たにすることができた、

など、例年、 受講した学生から狙いどおりの感想を

得ることができている。

該当なし

メリット（有意義な点・利点等） 授業等に対する学生の反応・感想
複数の種類の薬害について授業等を

実施している場合の効果
履修
年次

講師区分 取り上げた薬害等の名称

北海道大学

授業科目名
（特別講義名）
又は特別講演名

大学名
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メリット（有意義な点・利点等） 授業等に対する学生の反応・感想
複数の種類の薬害について授業等を

実施している場合の効果
履修
年次

講師区分 取り上げた薬害等の名称
授業科目名

（特別講義名）
又は特別講演名

大学名

広島大学 医療倫理学 ２年次 本人 サリドマイド

将来歯科医療に携わる学生が，薬害の被

害者の方から実体験を聞き，薬害の実態

を知ったこと，特に根治療法のない薬害

肝炎で，講演者本人を始め苦しんでいる

被害者が多数おられることを知ったこと

はもちろんであるが，薬害の原因，行政

の対応の不備（対応の遅れや不十分な被

害者救済措置），社会，特に製薬会社や

医療従事者が加害者となったばかりでな

く，中傷や差別を行っていたことについ

て理解したことは，医療に関わる職に就

いた場合，大変役立つと考えられる。

学生全員に授業の感想文を提出させている。ほぼ全員

が非常に価値のある授業であったと評価している。主

に評価された点は，①薬害の歴史は古く，様々な薬害

があることを知ったこと，②薬害がどのようにして起

こったか，特になぜ多くの被害者が生まれたかを学ん

だこと，③薬害の被害者やその家族が，身体への障害

のみならず，社会からの差別や偏見によって，大変な

苦労をしており，十分な救済措置がとられていない現

状を知ったこと，④医療従事者として，薬害は起こり

うることを念頭に置いて診療に当たる必要性を学んだ

こと，⑤不幸にして薬剤の副作用による被害が起こっ

た場合は，被害者の救済に向けた努力を惜しまないこ

とが医療従事者に求められていることを理解したこ

と，であった。

薬害の種類の違いによって，患者さんの

症状の違い，厚生労働省の認可の責任，

製薬会社の責任が異なっており，医療人

として何ができるのか，何をすべきかを

学ぶよい機会となっている。

徳島大学
新入生オリエンテー

ション
１年次 本人 ー

生命の尊さを自覚させ、医療事故防止の

重要性を認識させる。
医療事故防止の重要性を学ぶ良い機会になっている。

九州大学
高年次基幹教育科目

「薬害」
４年次 本人

サリドマイド、エイズ、C型

肝炎、ヤコブ病

被害者本人の生の声、苦しみ、実際に受

けた差別の話等を聞くことによって、薬

害の真の意味の重大さを知ることができ

る。

被害者の声を直接聞けて良かったという声が多い。
それぞれの状況で、対応の違い等も認め

られ、見識をより広めることができる。

九州歯科大学 歯学概論Ⅱ １年次 本人 サリドマイド

薬害の実態を正確に理解して、対応等に

ついて考える機会を与えることができ

る。

例年真剣に受講し、患者さんの生の声から薬害という

ものを考えているようである。
なし
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メリット（有意義な点・利点等） 授業等に対する学生の反応・感想
複数の種類の薬害について授業等を

実施している場合の効果
履修
年次

講師区分 取り上げた薬害等の名称
授業科目名

（特別講義名）
又は特別講演名

大学名

北海道医療大学

特別講義（薬の有害

性を知る）【「医薬

品の科学」関連】

２年次 本人 薬害エイズ

医療における感染の問題、薬害被害者の

実情、薬害が生じた原因や責任の所在お

よび医療における差別の問題を学生に考

えさせる機会となっている。

講演について、意欲的に聴講している学生がほとんど

であり、また終了後の質疑応答も活発に行われてい

る。また、講義内容のまとめと感想を書いたレポート

を提出させているが、素晴らしい内容のレポートが多

い。

該当なし

岩手医科大学
歯科医学概論 【全

人的医療基盤講義】
１年次 本人 薬害エイズ

薬害エイズ被害者の実体験を直接聞くこ

とが出来る。

・自分が現場に立った際には、正しい知識と情報を伝

え、最善の治療を提供できるようになりたい。 ・テ

レビや新聞等の情報が全て真実だとは限らないと感じ

た。 ・家族・親戚等も大変な苦労をしており、薬害

の被害者のみではなく、その家族にも生活しやすい環

境を作ってあげるべきだと感じた。 ※ 実施済みの年

度の反応・感想を参考として記入しました。

薬害被害者の声を直接聞く授業は上記の

講義のみ。

奥羽大学 チーム医療学演習 １年次 本人 サリドマイド

・薬害被害者から直接講義を受け、ス

モールグループディスカッションを行う

ことにより、医療人としての意義と責任

を自覚することができる。

・10月の授業のため未定 ・なし

明海大学 医療倫理 ５年次 本人 HIV

薬害被害者の方の声を直接聞くことは、

歯科医師として医療における責任や人権

などの問題意識の向上に極めて有意義で

ある。

教科書や成書等で薬害被害者の現状などを見ることは

できるが、直接本人からの声を聞くことにより、より

真摯にこの問題を考える機会となる。学生は皆真剣に

講義を聞いていた。

過去の薬害の原因を見ると感染の問題だ

けでなく、薬品の製造上の問題、副作用

（薬効）の問題、治験の問題等、多岐に

わたる。多くの場合、医療行政が関与し

ていることから、薬事の法律の問題、社

会の構造的な問題、研究倫理の問題、並

びに医療従事者の意識の問題が絡んだ複

雑な社会問題でもある。これらの問題を

学ぶことは、教育機関である歯科大学

で、医療従事者（歯科医師）を目指す学

生の意識を変化させることに強く貢献出

来ると思われる。複数の薬害に関する講

義を通して、学生らに、医療における薬

剤の光と影の二面性を理解してもらうこ

とは可能で、特に、薬の影の部分は、薬

害を通して教育を行うことが非常に重要

であると考えられる。
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メリット（有意義な点・利点等） 授業等に対する学生の反応・感想
複数の種類の薬害について授業等を

実施している場合の効果
履修
年次

講師区分 取り上げた薬害等の名称
授業科目名

（特別講義名）
又は特別講演名

大学名

昭和大学 地域医療入門 １年次 家族 イレッサ

薬害被害者遺族の話を聞くことで、医薬

品適正使用の重要性や、医療従事者の責

任を深く考える貴重な機会となってい

る。

今年度の講義後アンケートを実施した結果、学生から

は以下のような反応が得られた。 　「医薬品は病を

治すという点がかなりの印象を占めている一方で副作

用といったデメリットとももっと向き合っていかなけ

ればならないなと改めて思った。さらに、医薬品の開

発が進められていく中で健康被害が生じないかという

点をより重要視したうえで医薬品の開発研究を進めて

いくべきであると感じた。」

特にございません。

神奈川歯科大学 臨床医科歯科概論 １年次 本人 サリドマイド

直接被害者の方から話を伺うことで、机

上の学問ではなく、現実問題として、医

療を志す学生への教育効果が高い。

毎年レポートの記載を義務付けていますが、その内容

を見ると、薬害問題に初めて触れる学生が多く、その

内容に衝撃を受け、自分の将来に結びつけ考える学生

が多い。

鶴見大学
薬物の種類と薬理作

用
２年次 本人 ＨＩＶ、薬害エイズ

・薬害被害者のこれまでの経験した被

害、現状、原因と対策等これからの問題

点がご本人の生の声として聞くことがで

きる。　・薬剤を処方する医療従事者の

責任について、学生の理解が進んだ。ま

た、患者さん側に立つ医療の重要性につ

いても認識できる。

生の声を聞くことで非常に勉強になった、という感想

が毎年多く寄せられている。

朝日大学

基礎・臨床歯科学演

習（薬害被害者に関

する特別講義～薬害

被害者の声を聞く

～）

４年次 本人 サリドマイド

薬害問題の実態に関して、その被害者本

人から生の声を聞くことで、その被害や

言われ無き偏見・差別の実態、社会とし

ての対応のあり方のみならず、医療従事

者として患者に寄り添う意識を一層高め

るとともに、薬の為害性や倫理観につい

ても理解を深めることができる。

薬害に対する恐ろしさ、薬害被害者本人との意思疎通

方法、薬害被害者の家族の気持ち等を改めて考えるこ

とができたとの感想が聞かれた。また、薬害被害者ご

本人から、「幸せとは自分が感じるものであって、他

人が考えることではない」との言葉が印象に残ったと

の感想も聞かれた。

複数回実施していない
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メリット（有意義な点・利点等） 授業等に対する学生の反応・感想
複数の種類の薬害について授業等を

実施している場合の効果
履修
年次

講師区分 取り上げた薬害等の名称
授業科目名

（特別講義名）
又は特別講演名

大学名

愛知学院大学 歯学入門セミナーⅣ １年次 本人 薬害C型肝炎

1)対面での講演の場合、薬害の被害に

あわれたご本人から直接お話をうかがう

ことで、学生が患者中心の医療の大切さ

に気づくことができる。 2)対面での講

演の場合、薬害の被害にあわれたご本人

から直接お話をうかがうことで、学生の

授業に対する受講態度が良好になる。

3)授業終了時(後)に学生からの疑問点に

ついて、後日、授業担当者から講師（薬

害被害者本人）に確認することができる

ため、学生へのフィードバックが効果的

に図ることができる。

・国は責任を持って、治療体制の確立、生活支援を今

後も続けるべきだと感じた。 ・肝炎は予防接種での

注射器の使い回しや輸血、血液製剤といった医療行為

を介して感染する、という問題は医療従事者を目指す

自分にとって重大な問題だと感じた。 ・絶対に薬害

が起こらないよう、医療者は、十分に気をつけて行く

ことが大切であると考える。薬害が起こらないように

するためには、薬の使い方、医療器具を使うときに感

染に十分に注意して、患者さんに使っていくことが大

切である。

該当授業はございません。

福岡歯科大学 現代文明論 １年次 本人 C型肝炎

薬害被害を受けた方の意見を聞くことに

より、医療人としての自覚を持ち、関心

を持って関与していかなければならない

問題であることを認識できる機会である

こと。

薬害被害者の方に来ていただき生の声を聴かせていた

だくことで、講話の内容が強く印象に残るようであ

る。また、将来歯科医師になる際の使命感及び責任感

が高まっている。

複数の種類の薬害二ついての授業は実施

していません。

33



⼤学名 １ ２ １．に該当する授業科⽬ ２．に該当する授業科⽬⼜は特別講演

北海道⼤学 ○ × 成⼈看護学援助論Ⅰ、⺟性看護学概
論、⺟性看護学援助論Ⅱ

旭川医科⼤学 ○ ○ ⼈間と⾏動（法学）、薬理学 薬理学

弘前⼤学 ○ ○ 薬理学 薬害防⽌に関する講演会 （講演テーマ︓
薬禍サリドマイドから学ぶ（仮））

東北⼤学 ○ × 臨床薬理学

秋⽥⼤学 ○ ○ 薬理学 薬理学

⼭形⼤学 ○ ○ ⽣命倫理 ⽣命倫理（薬害被害者による特別講演
会）

筑波⼤学 ○ ○ 看護⽣命倫理 看護⽣命倫理

群⾺⼤学 ○ × 臨床医学総論、基礎医学Ⅲ（薬理学）

千葉⼤学 ○ ○
連携協働実践Ⅰ、病態⽣理学Ⅰ（病理
学総論）、感染看護学（微⽣物学・免疫
学）

連携協働実践Ⅰ

東京⼤学 ○ × ⻑期ケア看護学、成⼈看護学、地域看護
学

東京医科⻭科⼤学 ○ ○ 薬理学Ⅰ、薬理学Ⅱ、⺟性看護学Ⅰ、⺟
性看護学Ⅱ、⺟性看護学Ⅲ 薬理学Ⅰ・Ⅱ

新潟⼤学 ○ 検討中 医療の倫理、疾病の原因と成り⽴ち、治療
法概説、疾病の予防と治療、病態論

富⼭⼤学 ○ ○ 医療学⼊⾨、⺟性看護学総論、⺟性看
護論、疾病学 医療学⼊⾨

⾦沢⼤学 ○ ○ 臨床薬学論、医薬保健学基礎Ⅱ 臨床薬学論、医薬保健学基礎Ⅱ

福井⼤学 ○ ○ ⼤学教育⼊⾨セミナー ⼤学教育⼊⾨セミナー

⼭梨⼤学 ○ ○ 基礎健康科学 健康危機への看護実践

信州⼤学 ○ ○ 健康科学概論 健康科学概論

岐⾩⼤学 ○ ○ 医学概論 医学概論

浜松医科⼤学 ○ ○ 医療概論、医療法学Ⅰ 医療概論

名古屋⼤学 ○ × 公衆衛⽣学

三重⼤学 ○ × 医療倫理Ⅱ

滋賀医科⼤学 ○ ○ 薬物治療学、保健医療⾏政論、診断と治
療Ⅰ 保健医療⾏政論

京都⼤学 × ×

⼤阪⼤学 ○ × 現代の⽣命倫理・法・経済を考える、看護
薬理学

薬害問題に対する各⼤学の取組状況（令和５年度　看護学部等）

１．薬害被害について学ぶ授業の実施
２．薬害被害者の声を直接聞く授業（特別講義など）の展開
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⼤学名 １ ２ １．に該当する授業科⽬ ２．に該当する授業科⽬⼜は特別講演

神⼾⼤学 ○ ○

薬と⽣体反応、感染看護論、看護管理
論、周産⺟⼦健康障害論、疾病の成り⽴
ちと治療Ⅳ（こども）、新⽣児健康障害
論、地域看護活動論、公衆衛⽣学

初期体験実習

⿃取⼤学 ○ ○ くすりと作⽤、公衆衛⽣看護学Ⅱ 公衆衛⽣看護学Ⅱ

島根⼤学 ○ × 病理学の基礎、薬理と薬剤、地域看護学
活動論

岡⼭⼤学 ○ × 臨床薬理学

広島⼤学 ○ ○ 周産期健康障害看護、助産実践論 周産期健康障害看護、助産実践論

⼭⼝⼤学 ○ ×
臨床薬理学、基礎看護⽅法論Ⅱ、基礎
看護⽅法演習Ⅱ、⼩児保健医療論、⼩
児看護学概論

徳島⼤学 ○ ○ 看護技術Ⅲ、薬理学、学校保健論 薬害講演（DVD視聴）

⾹川⼤学 ○ ○ 看護薬理学 薬害被害者の声を直接聞く特別講義

愛媛⼤学 検討中 検討中

⾼知⼤学 ○ ○ 薬の効⽤と看護 ⼤学基礎論

九州⼤学 ○ ○ 医療系統合教育科⽬「薬害」 医療系統合教育科⽬「薬害」

佐賀⼤学 ○ ○ 臨床薬理学、基礎看護技術Ⅲ コミュニケーション論

⻑崎⼤学 ○ × 看護倫理

熊本⼤学 ○ ○ 臨床薬理学、⺟⼦援助論、助産診断・技
術学Ⅱ、病理学Ⅰ 薬害被害講演会 【特別講演会】

⼤分⼤学 ○ × 保健政策論、保健学

宮崎⼤学 ○ × 専⾨教育⼊⾨セミナーN

⿅児島⼤学 ○ × 病理学総論、疾病論Ⅰ

琉球⼤学 ○ × 保健福祉政策論、薬理学

⼩計(国⽴) 42学部中40学部 42学部中24学部
札幌医科⼤学（保健
医療学部看護学科） ○ ○ 社会と健康史、看護学概論 社会と健康史

札幌医科⼤学（専攻
科公衆衛⽣看護学専
攻）

× ×

札幌市⽴⼤学 ○ × 臨床薬理学

名寄市⽴⼤学 ○ ×
公衆衛⽣看護学概論、感染微⽣物学、
統計学、公衆衛⽣学、成⼈看護学概論、
臨床治療学Ⅰ

旭川市⽴⼤学 ○ 検討中 薬理学、在宅看護概論

⻘森県⽴保健⼤学 ○ × 感染免疫学、⺟性疾病治療論、成⼈看
護援助論Ⅲ、看護関係法規

岩⼿県⽴⼤学 ○ × 感染免疫学、薬理代謝学、地域看護シス
テム論Ⅰ、感染看護論、⽣物学の世界
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⼤学名 １ ２ １．に該当する授業科⽬ ２．に該当する授業科⽬⼜は特別講演

宮城⼤学 ○ × 薬理学
⼭形県⽴保健医療⼤
学 ○ × 臨床薬理学

福島県⽴医科⼤学 ○ × 病態診断治療学

茨城県⽴医療⼤学 ○ 検討中 衛⽣・公衆衛⽣学

群⾺県⽴県⺠健康科
学⼤学 ○ 検討中

環境科学、⼈間集団と健康（疫学）、地
域健康看護学各論Ⅱ、保健医療チーム連
携論Ⅰ

埼⽟県⽴⼤学 ○ 検討中 看護薬理学

千葉県⽴保健医療⼤
学 ○ × 病態学I、地域看護学⽅法論Ⅱ、助産診

断・技術学Ⅱ

東京都⽴⼤学 ○ ○

実践基礎援助学（慢性期看護学各
論）、総合臨地看護学実習（在宅）、
⺟性看護学概論、周産期学、成⻑発達
看護学演習（⺟性）、⼩児看護学概
論、公衆衛⽣看護実践論、精神看護学
Ⅱ

実践基礎援助学「慢性期看護学各論」

神奈川県⽴保健福祉
⼤学 ○ ×

看護倫理、⼈権ジェンダー、精神看護学
Ⅱ、助産管理論Ⅰ、⼩児看護学Ⅱ、公衆
衛⽣看護活動論

川崎市⽴看護⼤学 ○ × 臨床薬理学

横浜市⽴⼤学 ○ ○ 看護倫理学、感染看護学 感染看護学

新潟県⽴看護⼤学 × ×

富⼭県⽴⼤学 ○ 検討中 薬理学、保健医療福祉⾏政論、公衆衛
⽣学、成⼈看護⽅法論Ⅱ

⽯川県⽴看護⼤学 ○ 検討中 ⽣命倫理学

公⽴⼩松⼤学 検討中 ×

敦賀市⽴看護⼤学 ○ 検討中 臨床薬理学、公衆衛⽣学、保健医療福
祉⾏政論、看護倫理学、看護学概論

福井県⽴⼤学 ○ 検討中 臨床薬理学

⼭梨県⽴⼤学 ○ 検討中 疾病治療総論

⻑野県看護⼤学 検討中 検討中

岐⾩県⽴看護⼤学 ○ × ⽇本国憲法

静岡県⽴⼤学 × ×

愛知県⽴⼤学 ○ × 病因論

名古屋市⽴⼤学 ○ ○ 医薬看連携地域参加型学習、疫学・保健
統計学Ⅰ

医薬看連携地域参加型学習、疫学・保健
統計学Ⅰ

三重県⽴看護⼤学 ○ × 臨床薬理学

滋賀県⽴⼤学 ○ 検討中
⽣命・⼈間・倫理、⼈間と病気、微⽣物
学、看護管理学、基礎看護技術Ⅲ、災害
看護学、差別と⼈権
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⼤学名 １ ２ １．に該当する授業科⽬ ２．に該当する授業科⽬⼜は特別講演

京都府⽴医科⼤学 ○ × 看護と法律

⼤阪公⽴⼤学 ○ ○ 看護学概論（公⼤）、危機管理論（市
⼤） 看護学概論（公⼤）

兵庫県⽴⼤学 ○ × 感染免疫学、成⼈健康看護論（急
性）、⺟性健康看護論

神⼾市看護⼤学 検討中 検討中

奈良県⽴医科⼤学 ○ × 社会福祉と医療法規、基礎薬理学、臨床
薬理学

和歌⼭県⽴医科⼤学 ○ ○ ケアマインド教育、慢性期病態学Ⅰ、基礎
薬理学 ケアマインド教育

島根県⽴⼤学 ○ × ⽣命・医療倫理

岡⼭県⽴⼤学 ○ × 病理学、医学概論、臨床病態学Ⅳ

新⾒公⽴⼤学 検討中 検討中

県⽴広島⼤学 ○ × 看護倫理

⼭⼝県⽴⼤学 ○ × 看護倫理

⾹川県⽴保健医療⼤
学 ○ 検討中 疾病と医療Ⅱ、臨床薬理

愛媛県⽴医療技術⼤
学 ○ 検討中 薬と健康

⾼知県⽴⼤学 ○ ○

グローバル社会と看護Ⅰ、治療学総論、病
態と治療Ⅰ、治療援助論、地域看護学総
論、地域の健康と看護、グローバル社会と
看護Ⅱ、健康管理論、助産技術論Ⅱ

グローバル社会と看護Ⅰ、グローバル社会と
看護Ⅱ

福岡県⽴⼤学 ○ ○ 看護薬理学、看護倫理学 看護倫理学

⻑崎県⽴⼤学 ○ 検討中 薬理代謝学
⼤分県⽴看護科学⼤
学 ○ × 薬理学Ⅰ、病理学総論

宮崎県⽴看護⼤学 ○ ○ ⼈間常態学I-3、⼈権論 ⼈間常態学I-3、⼈権論

沖縄県⽴看護⼤学 × ×

名桜⼤学 ○ 検討中

看護学概論、薬理学、保健医療と法、成
⼈看護学⽅法論Ⅰ、成⼈看護学⽅法論
Ⅱ、国際看護学Ⅱ、感染看護学、公衆衛
⽣学、公衆衛⽣看護活動論

⼩計(公⽴) 51学部中44学部 51学部中9学部

札幌保健医療⼤学 × ×

天使⼤学 × ×

⽇本⾚⼗字北海道看
護⼤学 ○ ○

薬理学、病態治療学Ⅱ(消化･代謝･ライフ
ステージ)、病態治療学Ⅳ(頭頚部･⽪膚･
⾎液･泌尿･⼩児)、成⼈慢性看護学演習

成⼈慢性看護学演習

⽇本医療⼤学 ○ × 臨床薬理学

北海道医療⼤学 ○ ○ 微⽣物学、医療概論、公衆衛⽣学１ 医療概論
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⼤学名 １ ２ １．に該当する授業科⽬ ２．に該当する授業科⽬⼜は特別講演

北海道科学⼤学（保
健医療学部看護学
科）

○ 検討中 医療概論、感染免疫学、病態⽣理学、成
⼈看護学援助論演習Ⅱ

北海道科学⼤学（公
衆衛⽣看護学専攻
科）

○ × 健康課題別活動論

北海道⽂教⼤学 ○ 検討中
免疫学、薬理学、地域看護学の基礎、成
⼈看護学の展開Ⅰ、がん看護学、精神看
護援助論Ⅲ

⻘森中央学院⼤学 ○ 検討中 薬理と薬剤

⼋⼾学院⼤学 ○ × 病態学Ⅱ

弘前医療福祉⼤学 ○ × 薬理学

弘前学院⼤学 ○ × 薬理学

岩⼿医科⼤学 ○ ○ 医療と法律 看護学概論（全⼈的医療基礎講義含
む）

岩⼿保健医療⼤学 ○ × 臨床薬理学

東北福祉⼤学 ○ × 臨床薬理学

東北⽂化学園⼤学 ○ × 解剖⽣理学Ⅱ、薬理学

秋⽥看護福祉⼤学 ○ 検討中 薬理学概論、公衆衛⽣学

⽇本⾚⼗字秋⽥看護
⼤学 ○ ×

⽼年看護学Ⅱ、成⼈看護学Ⅱー２慢性
看護、疾病の成り⽴ちと回復の促進Ⅲ機
能別

医療創⽣⼤学（看護
学部看護学科） ○ × 薬理学

茨城キリスト教⼤学 ○ ○ ⽣と死の倫理、公衆衛⽣看護学概論 ⽣と死の倫理

つくば国際⼤学 ○ × ⽣命倫理

常磐⼤学 検討中 検討中

⾜利⼤学 ○ 検討中 臨床薬理学、公衆衛⽣学

国際医療福祉⼤学
（保健医療学部看護
学科）

○ 検討中

公衆衛⽣看護学概論、対象別保健活動
論Ⅱ（障害別）、対象別保健活動論Ⅰ
（発達段階別）、薬学概論、早期体験
実習、衛⽣化学Ⅱ（毒性・代謝）、OTC
医薬品概論、薬学演習Ⅲ（⽣物系
等）、医薬品安全性学、医薬品情報学
Ⅰ（医薬品情報の収集と活⽤）

⾃治医科⼤学 ○ ×

保健医療福祉システム論、臨床薬理学、
⼩児実践看護学Ⅰ、成⼈実践看護学
Ⅰ、精神看護⽅法、公衆衛⽣看護活動
論

獨協医科⼤学 ○ ○ 保健医療福祉⾏政論、薬理学、⽣命倫
理学 ⽣命倫理学

桐⽣⼤学 ○ 検討中 臨床薬理学、看護専⾨職論Ⅴ（感染看
護）
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群⾺医療福祉⼤学 検討中 ×

群⾺パース⼤学 ○ × 公衆衛⽣看護学概論、薬理学

上武⼤学 ○ 検討中 リスクマネジメント論

⾼崎健康福祉⼤学 ○ × 臨床医学Ⅰ（内科学・外科学）、薬理学

埼⽟医科⼤学 ○ ○ 病むことの⼼理 病むことの⼼理

⻄武⽂理⼤学 検討中 検討中

⼤東⽂化⼤学 ○ ○ 疾病・治療学Ⅵ（精神医療） Daito ʻGreen ʼCeremony -Reflection
on a Nursing Journey-

東京家政⼤学 ○ × 公衆衛⽣学、地域・在宅看護学概論Ⅰ、
薬理学

東都⼤学（ヒューマンケ
ア学部看護学科） × ×

⽇本医療科学⼤学 ○ ○ 臨床薬理学 臨床薬理学

⽇本保健医療⼤学 ○ ×
薬理学、病態治療学Ⅰ（総論、神経、呼
吸器、循環器、⾎液）、病態治療学Ⅱ
（消化器、腎、内分泌、感染症、免疫）

⼈間総合科学⼤学 × ×

⽬⽩⼤学 ○ ○ 薬理学、医療概論 総合看護学セミナー
⽇本⾚⼗字看護⼤学
（さいたま看護学部看
護学科）

○ 検討中 看護関係法規

⻲⽥医療⼤学 ○ × 周産期看護援助論

国際医療福祉⼤学
（成⽥看護学部看護
学科）

○ 検討中 感染看護論

三育学院⼤学 検討中 ×

秀明⼤学 ○ 検討中
病理学、微⽣物学・感染症学、免疫・微
⽣物学、薬理学、薬理学、⺟性看護学概
論

淑徳⼤学 ○ 検討中 病態学（医学概論・病理学・症候学）

順天堂⼤学（医療看
護学部看護学科） ○ × 薬理学、臨床薬理学

城⻄国際⼤学 ○ ○
公衆衛⽣看護学概論、感染症学、感染
看護、臨床薬理学、周産期医学B、慢性
期クリニカル⽅法論

公衆衛⽣看護学概論

聖徳⼤学 ○ × ⺟性看護学総論、成⼈・⽼年看護学⽅法
論Ⅱ

千葉科学⼤学 ○ ○ 公衆衛⽣看護学⽅法論Ⅰ （薬学部で実施の講義を聴講）

帝京平成⼤学（健康
医療スポーツ学部看護
学科）

○ 検討中 ⼈間と社会と看護

東京医療保健⼤学
（千葉看護学部看護
学科）

○ ○ 臨床薬理学 臨床薬理学

東京情報⼤学 ○ 検討中 臨床薬理学
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東都⼤学（幕張ヒューマ
ンケア学部看護学科） ○ × 看護関係法規

東邦⼤学（健康科学
部看護学科） ○ × トランスレーショナルへの挑戦Ⅰ、薬剤学

了徳寺⼤学 検討中 検討中

和洋⼥⼦⼤学 検討中 ○ 成⼈看護援助論Ⅱ
医療創⽣⼤学（国際
看護学部看護学科） 検討中 ×

共⽴⼥⼦⼤学 ○ ○ ヘルスアセスメント論 ヘルスアセスメント論
杏林⼤学（保健学部
看護学科看護学専
攻）

○ × ⽣命倫理学

杏林⼤学（保健学部
看護学科看護養護教
育学専攻）

○ × 看護基本技術Ⅲ

駒沢⼥⼦⼤学 ○ ○ 感染防御学 特別講義「薬害問題を語る」

上智⼤学 ○ × 薬理学

聖路加国際⼤学 ○ × 薬理学

創価⼤学 ○ ×

薬理学、臨床薬理、公衆衛⽣⼊⾨、地域
在宅看護学概論、健康⽣活看護学概論
Ⅱ（集団・予防）、健康⽣活看護学概論
Ⅲ（地域社会における多様な場の看護）

帝京⼤学（医療技術
学部看護学科） ○ × 医療社会学

帝京科学⼤学 × ○ 基礎看護技術Ⅲ（診療の補助技術）

帝京平成⼤学（ヒューマ
ン学部看護学科） ○ × 薬の科学、看護臨床薬剤学

東京有明医療⼤学 ○ ○ 臨床薬理学概論 ⼊⾨ゼミナール、基礎ゼミナール

東京医科⼤学 検討中 検討中

東京医療学院⼤学 ○ ○ 看護倫理学 看護倫理学
東京医療保健⼤学
（医療保健学部看護
学科）

○ ○ 臨床薬理学 臨床薬理学

東京医療保健⼤学
（東が丘看護学部看護
学科）

○ ×

看護政策論、医療安全学、⼩児看護実
践論、⺟性看護学概論、⺟性看護実践
論、医療と法（看護関係法規）、臨床薬
理学演習

東京医療保健⼤学
（⽴川看護学部看護
学科）

○ × 公衆衛⽣学、慢性期看護論、薬理学、臨
床薬理学演習、政策医療論

東京⼯科⼤学 ○ × 公衆衛⽣学、公衆衛⽣看護学Ⅱ

東京慈恵会医科⼤学 ○ ○ 看護と倫理、地域看護⽅法論Ⅰ 看護と倫理

東京純⼼⼤学 ○ × 薬理学

東京⼥⼦医科⼤学 ○ ○ 薬理学 薬理学
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⼤学名 １ ２ １．に該当する授業科⽬ ２．に該当する授業科⽬⼜は特別講演

東邦⼤学（看護学部
看護学科） ○ × ⼈体と薬物

⽇本⾚⼗字看護⼤学
（看護学部看護学
科）

○ 検討中 看護関係法規、公衆衛⽣看護活動論

武蔵野⼤学 ○ ○ 薬理学、薬物療法学 薬効安全性学（薬学部）

⽂京学院⼤学 ○ × 看護倫理学、臨床薬理学

神奈川⼯科⼤学 ○ × 看護倫理、診療の補助技術、⽼年看護援
助論、臨床薬理学

関東学院⼤学 ○ ○ 基礎看護技術Ⅲ 基礎看護技術Ⅲ

北⾥⼤学 × ×

慶應義塾⼤学 ○ × 環境論、看護のための薬理学

国際医療福祉⼤学
（⼩⽥原保健医療学
部看護学科）

○ ×
成⼈看護学概論、成⼈看護学⽅法論Ⅱ
（慢性期看護）、薬理学、精神看護学
⽅法論

松蔭⼤学 ○ 検討中 薬理学総論

湘南医療⼤学（保健
医療学部看護学科） ○ ○ 薬と毒性学⼊⾨ 薬と毒性学⼊⾨

湘南医療⼤学（専攻
科公衆衛⽣看護学専
攻）

検討中 ×

湘南鎌倉医療⼤学 ○ × 薬理学

昭和⼤学 ○ ○
地域医療⼊⾨、薬理学、基礎看護学⽅
法論Ⅳ（診療に伴う援助技術）、コミュニ
ティ・ヘルス看護活動論、看護研究

地域医療⼊⾨

東海⼤学 ○ × 疾病と看護E、保健医療関係法規、公衆
衛⽣学

横浜創英⼤学 ○ ○ 看護管理学 看護管理学

⻑岡崇徳⼤学 ○ ○ 薬理学 薬害講演会

新潟医療福祉⼤学 ○ ○ 診療看護論演習 診療看護論演習

新潟⻘陵⼤学 ○ ○ ⽣命倫理学 ⽣命倫理学

新潟薬科⼤学 ○ × 医療と看護の歴史、薬と健康、薬理学と薬
剤管理

⾦沢医科⼤学 ○ ○ 臨床薬理学 薬害被害に関する講演会
⾦城⼤学（看護学部
看護学科） ○ × 感染防御

⾦城⼤学（公衆衛⽣
看護学専攻科） 検討中 検討中

福井医療⼤学 ○ 検討中 薬理学

健康科学⼤学 ○ × 薬理学

佐久⼤学 ○ ×
⽣命倫理、健康障害と治療Ⅰ、健康障害
と治療Ⅱ、健康障害と治療Ⅲ、薬理薬剤
学、看護リスクマネジメント
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⼤学名 １ ２ １．に該当する授業科⽬ ２．に該当する授業科⽬⼜は特別講演

清泉⼥学院⼤学 ○ × 薬理学

⻑野保健医療⼤学 ○ × 保健医療福祉⾏政論

松本看護⼤学 検討中 ×

朝⽇⼤学 ○ ○ 薬理学、病理学 「薬害被害者の声を聞く」特別講義

岐⾩医療科学⼤学 ○ 検討中 保健学Ⅰ

岐⾩協⽴⼤学 × ×

岐⾩保健⼤学 × ×

中京学院⼤学 ○ × 感染看護論、臨床薬理学

中部学院⼤学 ○ × 公衆衛⽣看護学概論、臨床薬理学、保
健医療福祉⾏政論

岐⾩聖徳学園⼤学 ○ 検討中 薬理薬剤学

順天堂⼤学（保健看
護学部看護学科） ○ 検討中

医療の歴史、薬理学、保健学概論、地域
⽣涯保健活動論、保健医療福祉⾏政
論、臨床薬理学

聖隷クリストファー⼤学 ○ 検討中 薬理

常葉⼤学 ○ × 健康増進論

東都⼤学（沼津ヒューマ
ンケア学部看護学科） ○ ×

疫学、薬理学、病態学、感染と免疫、疾
病治療論Ⅰ（呼吸・循環器系）、疾病治
療論Ⅱ（消化器・内分泌系）、公衆衛⽣
学

愛知医科⼤学 ○ × 薬理学、感染看護学Ⅱ、⺟性看護学Ⅰ、
⼩児看護学Ⅰ

⼀宮研伸⼤学 ○ × 法学

⾦城学院⼤学 検討中 検討中

修⽂⼤学 ○ × 健康危機管理論、公衆衛⽣学、感染看
護学Ⅱ

椙⼭⼥学園⼤学 × ×

中部⼤学 ○ ○ 薬理学 薬理学

豊橋創造⼤学 ○ ○ 看護学原論、臨床薬理学、看護倫理、公
衆衛⽣看護学概論 公衆衛⽣看護学概論

名古屋学芸⼤学 ○ 検討中 医療概論、社会保障制度

名古屋⼥⼦⼤学 ○ × 臨床薬理学
⽇本⾚⼗字豊⽥看護
⼤学 ○ × 微⽣物学、公衆衛⽣看護管理

⽇本福祉⼤学 × ×
⼈間環境⼤学（看護
学部看護学科） 検討中 ×

藤⽥医科⼤学 ○ 検討中 公衆衛⽣看護学概論Ⅰ

鈴⿅医療科学⼤学 ○ ○ 臨床薬理学、薬の役割・薬のできるまで 臨床薬理学
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⼤学名 １ ２ １．に該当する授業科⽬ ２．に該当する授業科⽬⼜は特別講演

四⽇市看護医療⼤学 ○ 検討中 薬理学、診断・治療学

聖泉⼤学 × ×

京都先端科学⼤学 ○ 検討中 看護治療⽀援技術論

京都看護⼤学 検討中 ×

京都光華⼥⼦⼤学 ○ 検討中 からだの防御の仕組み、成⼈看護学演習
Ⅱ

京都橘⼤学 ○ ○ キャリア開発演習Ⅳ キャリア開発演習Ⅳ

同志社⼥⼦⼤学 ○ ○ ⺟⼦保健看護概論、看護と法律 ⺟⼦保健看護概論

佛教⼤学 ○ ○ 薬理学、病と⼈間の歩み、慢性看護学
Ⅰ、成⼈看護学概論 （学部講演）薬害に関する講演

明治国際医療⼤学 ○ × 疾病治療論Ⅳ、薬理学、医療安全学、災
害看護学

藍野⼤学 ○ × 薬理学

⼤阪⻘⼭⼤学 検討中 ×

⼤阪医科薬科⼤学 ○ × 健康科学論

⼤阪信愛学院⼤学 ○ × 臨床薬理学

⼤阪成蹊⼤学 ○ × 化学

⼤⼿前⼤学 ○ × 医療関係法規

関⻄医科⼤学 ○ × 薬理学

関⻄医療⼤学 ○ 検討中 公衆衛⽣学

四條畷学園⼤学 ○ ○ 薬理学 看護倫理

四天王寺⼤学 ○ × 薬理学、⽣活健康論、在宅療養⽣活⽀
援論

摂南⼤学 ○ ○ 看護倫理 看護倫理

千⾥⾦蘭⼤学 ○ × 臨床薬理学、病原微⽣物学

太成学院⼤学 ○ 検討中 薬理学、疾病論Ⅰ、病理学、衛⽣・公衆
衛⽣学

宝塚⼤学 ○ ○ 公衆衛⽣学、医療ジャーナリズム論 公衆衛⽣学

梅花⼥⼦⼤学 ○ 検討中 公衆衛⽣学Ⅱ、⺟性看護学概論

森ノ宮医療⼤学 ○ × ⺟性看護援助論Ⅰ

⼤和⼤学 検討中 ×

関⻄看護医療⼤学 ○ ○ 薬理学Ⅰ 感染と免疫

関⻄国際⼤学 × ×

関⻄福祉⼤学 ○ × 薬理学

姫路⼤学 ○ 検討中 保健医療福祉制度論、公衆衛⽣学
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⼤学名 １ ２ １．に該当する授業科⽬ ２．に該当する授業科⽬⼜は特別講演

甲南⼥⼦⼤学 ○ × 成⼈看護学⽅法論Ⅰ

神⼾常盤⼤学 ○ 検討中 ⽣命と倫理

神⼾⼥⼦⼤学 ○ ○ 看護倫理、医療ケアシステム論 看護倫理

園⽥学園⼥⼦⼤学 検討中 検討中

姫路獨協⼤学 ○ × 公衆衛⽣学、公衆衛⽣看護学概論

兵庫⼤学 ○ 検討中
薬理学、免疫・微⽣物学、公衆衛⽣学
(疫学を含む)、リスクマネジメント論、看護
学概論

武庫川⼥⼦⼤学 ○ ○ 看護薬理学 成⼈看護学概論

兵庫医科⼤学 ○ × セイフティマネジメント、公衆衛⽣学、慢性
看護援助論、免疫学（含微⽣物学）

畿央⼤学 ○ ○
薬と健康、看護倫理、診療過程援助技
術、感染・免疫学、公衆衛⽣学、看護管
理論、医療安全論

保健医療福祉システム論Ⅰ

天理⼤学 ○ 検討中 保健医療概論

奈良学園⼤学 ○ ×

看護技術の基礎Ⅱ、看護実践プロセスの
基盤Ⅰ、成⼈看護援助論演習、成⼈⽼
年援助論演Ⅰ・Ⅱ、精神看看護学概論、
精神看護援助論、精神看護援助論演習

宝塚医療⼤学 検討中 検討中

東京医療保健⼤学
（和歌⼭看護学部看
護学科）

検討中 検討中

⿃取看護⼤学 検討中 ×

川崎医療福祉⼤学 ○ 検討中 薬理学、保健指導論、健康危機管理論

吉備国際⼤学 ○ ×

医療安全、成⼈看護学Ⅲ、成⼈看護学
Ⅴ、保健医療福祉⾏政論Ⅱ、公衆衛⽣
看護学Ⅱ、精神看護学Ⅱ、精神看護学
Ⅲ、⺟性看護学概論、⺟性看護学概論
Ⅰ、⺟性看護学Ⅱ

⼭陽学園⼤学 ○ × 衛⽣学・公衆衛⽣学Ⅰ、⽣命・医療倫理

⽇本⾚⼗字広島看護
⼤学 検討中 検討中

広島国際⼤学 ○ × 臨床病態学Ⅲ、臨床病態学Ⅰ

広島都市学園⼤学 ○ 検討中 臨床薬理学

広島⽂化学園⼤学 ○ 検討中 ⼈間発⽣・発達学、薬理学、病態微⽣物
学、公衆衛⽣学

福⼭平成⼤学 ○ 検討中 薬理作⽤と投薬、

安⽥⼥⼦⼤学 ○ ○
公衆衛⽣看護学、共通教育「⼈間論B」、
疾病論Ⅱ、疾病論Ⅲ、病理病態学、特別
科⽬ 「まほろば教養ゼミ」

まほろば教養ゼミ
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⼤学名 １ ２ １．に該当する授業科⽬ ２．に該当する授業科⽬⼜は特別講演

宇部フロンティア⼤学 ○ ○ 薬理・薬剤学、微⽣物・免疫学、公衆衛
⽣看護学Ⅱ、基礎ゼミナール 特別授業（薬害被害者講演会）

四国⼤学 ○ × ⺟性看護⽅法論、助産診断・技術Ⅰ、⼩
児看護学概論、精神看護学⽅法論Ⅰ

徳島⽂理⼤学 ○ 検討中 薬理学、感染学

聖カタリナ⼤学 検討中 検討中
⼈間環境⼤学（松⼭
看護学部看護学科） × 検討中

久留⽶⼤学 ○ ○ ⽣命・看護倫理 ⽣命・看護倫理

国際医療福祉⼤学
（福岡保健医療学部
看護学科）

検討中 検討中

福岡国際医療福祉⼤
学 ○ × ⽣命倫理

産業医科⼤学 ○ ○
保健医療福祉⾏政論Ⅰ、看護倫理学、
成⼈看護学⽅法論（慢性期）、疫学基
礎、医療社会学

看護倫理学

純真学園⼤学 ○ × 臨床薬理学

⻄南⼥学院⼤学 ○ × 疾病学各論Ⅱ、医療と倫理

聖マリア学院⼤学 ○ ×
保健医療福祉と看護、薬理学、精神看護
学⽅法論Ⅱ、保健医療福祉⾏政論、⺟
性看護学概論、⺟性看護学ケア論Ⅰ

帝京⼤学（福岡医療
技術学部看護学科） ○ × 臨床薬理学、公衆衛⽣学、公衆衛⽣看

護援助⽅法論
⽇本⾚⼗字九州国際
看護⼤学 ○ × ⼈体と薬物

福岡看護⼤学 ○ 検討中 薬理学、公衆衛⽣看護学概論

福岡⼤学 ○ ○ 感染看護、薬のはたらきと薬物療法 薬のはたらきと薬物療法

福岡⼥学院看護⼤学 ○ 検討中
基礎看護学⽅法論Ⅱ、成⼈看護援助論
Ⅰ（慢性期）、クリティカルケア、⼩児看護
援助論演習

第⼀薬科⼤学 ○ × 薬理学、臨床薬理学、臨床医学論Ⅰ、在
宅看護概論、⺟性看護援助論Ⅰ

令和健康科学⼤学 ○ × 薬理学

⻄九州⼤学 ○ 検討中 臨床薬理学

活⽔⼥⼦⼤学 ○ × 看護倫理、看護医療と法規

九州看護福祉⼤学 ○ × 薬理学、感染症学、病態⽣理学Ⅰ

熊本保健科学⼤学 ○ ○ ⽣命と倫理 ⽣命と倫理

⿅児島国際⼤学 検討中 ×

⿅児島純⼼⼤学 ○ × 看護薬理学、社会保障制度と健康、助産
診断・技術学

⼩計(私⽴) 206学部中171学部 206学部中50学部

合計(国公私⽴) 299学部中255学部 299学部中83学部
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薬害問題に関する授業等のうち以下の①➁を実施
　①薬害の原因や実態だけでなく、被害者や遺族に対する国・製薬企業の対応の歴史について取り上げている授業科⽬
　➁被害者や遺族への差別や偏⾒の問題を取り上げている授業科⽬

① ②
薬害の原因や実態だけでなく、被害者や
遺族に対する国・製薬企業の対応の歴
史について取り上げている授業科⽬

被害者や遺族への差別や偏⾒の問題を
取り上げている授業科⽬

北海道⼤学 成⼈看護学援助論Ⅰ 成⼈看護学援助論Ⅰ ○

旭川医科⼤学 ⼈間と⾏動（法学）

弘前⼤学 薬理学

東北⼤学 臨床薬理学 臨床薬理学 ○

秋⽥⼤学 薬理学

⼭形⼤学 ⽣命倫理 ⽣命倫理 ○

筑波⼤学 看護⽣命倫理 看護⽣命倫理 ○

群⾺⼤学 臨床医学総論、基礎医学Ⅲ（薬理
学） 臨床医学総論 ○

千葉⼤学 連携協働実践Ⅰ 連携協働実践Ⅰ ○

東京⼤学 地域看護学

東京医科⻭科⼤学 薬理学Ⅰ、薬理学Ⅱ 薬理学Ⅰ、薬理学Ⅱ ○

新潟⼤学 医療の倫理、疾病の原因と成り⽴ち、治
療法概説、疾病の予防と治療 医療の倫理疾病の予防と治療、 ○

富⼭⼤学 医療学⼊⾨、⺟性看護学総論、⺟性
看護論、疾病学 医療学⼊⾨ ○

⾦沢⼤学 臨床薬学論、医薬保健学基礎Ⅱ 臨床薬学論、医薬保健学基礎Ⅱ ○

福井⼤学 ⼤学教育⼊⾨セミナー ⼤学教育⼊⾨セミナー ○

⼭梨⼤学 基礎健康科学 基礎健康科学 ○

信州⼤学 健康科学概論 健康科学概論 ○

岐⾩⼤学 医学概論 医学概論 ○

浜松医科⼤学 医療概論、医療法学Ⅰ 医療概論 ○

名古屋⼤学 公衆衛⽣学

三重⼤学 医療倫理Ⅱ 医療倫理Ⅱ ○

滋賀医科⼤学 薬物治療学、保健医療⾏政論、診断と
治療Ⅰ

薬物治療学、保健医療⾏政論、診断と
治療Ⅰ ○

⼤阪⼤学 現代の⽣命倫理・法・経済を考える、看
護薬理学

現代の⽣命倫理・法・経済を考える、看
護薬理学 ○

薬害問題に対する各⼤学の取組状況（令和５年度　看護学部等）

⼤学名
（薬害問題に関する授業を実施

している⼤学）

①②
両⽅を実施している
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① ②
薬害の原因や実態だけでなく、被害者や
遺族に対する国・製薬企業の対応の歴
史について取り上げている授業科⽬

被害者や遺族への差別や偏⾒の問題を
取り上げている授業科⽬

⼤学名
（薬害問題に関する授業を実施

している⼤学）

①②
両⽅を実施している

神⼾⼤学 疾病の成り⽴ちと治療Ⅳ（こども） 感染看護論

⿃取⼤学 くすりと作⽤、公衆衛⽣看護学Ⅱ 公衆衛⽣看護学Ⅱ ○

島根⼤学 地域看護学活動論

岡⼭⼤学 臨床薬理学 臨床薬理学 ○

広島⼤学 周産期健康障害看護、助産実践論 周産期健康障害看護、助産実践論 ○

⼭⼝⼤学 臨床薬理学⼩児保健医療論、⼩児看
護学概論 臨床薬理学 ○

⾹川⼤学 看護薬理学 看護薬理学 ○

⾼知⼤学 薬の効⽤と看護

九州⼤学 医療系統合教育科⽬「薬害」 医療系統合教育科⽬「薬害」 ○

⻑崎⼤学 看護倫理 看護倫理 ○

熊本⼤学 臨床薬理学、⺟⼦援助論、助産診断・
技術学Ⅱ、病理学Ⅰ

⺟⼦援助論、助産診断・技術学Ⅱ、病
理学Ⅰ ○

⼤分⼤学 保健政策論、保健学 保健学 ○

宮崎⼤学 専⾨教育⼊⾨セミナーN 専⾨教育⼊⾨セミナーN ○

⿅児島⼤学 病理学総論、疾病論Ⅰ 疾病論Ⅰ ○

琉球⼤学 保健福祉政策論、薬理学

札幌医科⼤学 社会と健康史、看護学概論 社会と健康史 ○

名寄市⽴⼤学 公衆衛⽣看護学概論成⼈看護学概論 公衆衛⽣看護学概論成⼈看護学概論 ○

⻘森県⽴保健⼤学 成⼈看護援助論Ⅲ、看護関係法規、

岩⼿県⽴⼤学 薬理代謝学 薬理代謝学、地域看護システム論Ⅰ ○

宮城⼤学 薬理学 薬理学 ○

⼭形県⽴保健医療⼤学 臨床薬理学

福島県⽴医科⼤学 病態診断治療学

茨城県⽴医療⼤学 衛⽣・公衆衛⽣学 衛⽣・公衆衛⽣学 ○

群⾺県⽴県⺠健康科学⼤学
環境科学、⼈間集団と健康（疫学）、
地域健康看護学各論Ⅱ、保健医療
チーム連携論Ⅰ

埼⽟県⽴⼤学 看護薬理学 看護薬理学 ○

千葉県⽴保健医療⼤学 地域看護学⽅法論Ⅱ 地域看護学⽅法論Ⅱ ○
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① ②
薬害の原因や実態だけでなく、被害者や
遺族に対する国・製薬企業の対応の歴
史について取り上げている授業科⽬

被害者や遺族への差別や偏⾒の問題を
取り上げている授業科⽬

⼤学名
（薬害問題に関する授業を実施

している⼤学）

①②
両⽅を実施している

東京都⽴⼤学
実践基礎援助学（慢性期看護学各
論）、総合臨地看護学実習（在
宅）、⺟性看護学概論、周産期学

実践基礎援助学（慢性期看護学各
論）、総合臨地看護学実習（在宅） ○

神奈川県⽴保健福祉⼤学 看護倫理、⼈権ジェンダー助産管理論
Ⅰ、⼩児看護学Ⅱ

看護倫理、⼈権ジェンダー、精神看護
学Ⅱ、助産管理論Ⅰ、⼩児看護学Ⅱ ○

川崎市⽴看護⼤学 臨床薬理学 臨床薬理学 ○

横浜市⽴⼤学 看護倫理学、感染看護学 看護倫理学、感染看護学 ○

富⼭県⽴⼤学 薬理学、保健医療福祉⾏政論、公衆
衛⽣学、成⼈看護⽅法論Ⅱ、

⽯川県⽴看護⼤学 ⽣命倫理学

敦賀市⽴看護⼤学 看護倫理学

福井県⽴⼤学 臨床薬理学 臨床薬理学 ○

⼭梨県⽴⼤学 疾病治療総論 疾病治療総論 ○

岐⾩県⽴看護⼤学 ⽇本国憲法 ⽇本国憲法 ○

愛知県⽴⼤学 病因論

名古屋市⽴⼤学 医薬看連携地域参加型学習、疫学・
保健統計学Ⅰ

医薬看連携地域参加型学習、疫学・
保健統計学Ⅰ ○

⼤阪公⽴⼤学 看護学概論 看護学概論 ○

兵庫県⽴⼤学 感染免疫学、成⼈健康看護論（急
性） 感染免疫学 ○

奈良県⽴医科⼤学 社会福祉と医療法規、基礎薬理学、臨
床薬理学

社会福祉と医療法規、基礎薬理学、臨
床薬理学 ○

和歌⼭県⽴医科⼤学 ケアマインド教育基礎薬理学 ケアマインド教育 ○

島根県⽴⼤学 ⽣命・医療倫理 ⽣命・医療倫理 ○

県⽴広島⼤学 看護倫理 看護倫理 ○

⼭⼝県⽴⼤学 看護倫理 看護倫理 ○

愛媛県⽴医療技術⼤学 薬と健康 薬と健康 ○

⾼知県⽴⼤学 グローバル社会と看護Ⅰ、治療学総論
地域看護学総論 グローバル社会と看護Ⅰ ○

福岡県⽴⼤学 看護薬理学、看護倫理学 看護薬理学、看護倫理学 ○

⻑崎県⽴⼤学 薬理代謝学 薬理代謝学 ○

⼤分県⽴看護科学⼤学 薬理学Ⅰ、病理学総論

宮崎県⽴看護⼤学 ⼈間常態学I-3、⼈権論 ⼈間常態学I-3、⼈権論 ○
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① ②
薬害の原因や実態だけでなく、被害者や
遺族に対する国・製薬企業の対応の歴
史について取り上げている授業科⽬

被害者や遺族への差別や偏⾒の問題を
取り上げている授業科⽬

⼤学名
（薬害問題に関する授業を実施

している⼤学）

①②
両⽅を実施している

⽇本⾚⼗字北海道看護⼤学

薬理学、病態治療学Ⅱ(消化･代謝･ラ
イフステージ)、病態治療学Ⅳ(頭頚部･
⽪膚･⾎液･泌尿･⼩児)、成⼈慢性看
護学演習

成⼈慢性看護学演習 ○

⽇本医療⼤学 臨床薬理学 臨床薬理学 ○

北海道医療⼤学 医療概論、公衆衛⽣学１ 医療概論 ○

北海道科学⼤学（保健医療学
部） 医療概論

北海道科学⼤学（公衆衛⽣看
護学専攻科） 健康課題別活動論

北海道⽂教⼤学 免疫学、薬理学 免疫学地域看護学の基礎 ○

⻘森中央学院⼤学 薬理と薬剤

岩⼿医科⼤学 医療と法律

岩⼿保健医療⼤学

東北福祉⼤学 臨床薬理学 臨床薬理学 ○

秋⽥看護福祉⼤学 公衆衛⽣学 公衆衛⽣学 ○

⽇本⾚⼗字秋⽥看護⼤学 成⼈看護学Ⅱー２慢性看護、疾病の
成り⽴ちと回復の促進Ⅲ機能別 疾病の成り⽴ちと回復の促進Ⅲ機能別 ○

医療創⽣⼤学（看護学部看護
学科） 薬理学 薬理学 ○

茨城キリスト教⼤学 ⽣と死の倫理、公衆衛⽣看護学概論 ⽣と死の倫理、公衆衛⽣看護学概論 ○

つくば国際⼤学 ⽣命倫理 ⽣命倫理 ○

⾜利⼤学 臨床薬理学、公衆衛⽣学

国際医療福祉⼤学（保健医療
学部看護学科）

対象別保健活動論Ⅰ（発達段階
別）、薬学概論、早期体験実習

対象別保健活動論Ⅰ（発達段階別）
早期体験実習 ○

⾃治医科⼤学 保健医療福祉システム論、臨床薬理学
精神看護⽅法 成⼈実践看護学Ⅰ、精神看護⽅法 ○

獨協医科⼤学 保健医療福祉⾏政論、薬理学、⽣命
倫理学 保健医療福祉⾏政論⽣命倫理学 ○

桐⽣⼤学 臨床薬理学

群⾺パース⼤学 公衆衛⽣看護学概論

上武⼤学 リスクマネジメント論

⾼崎健康福祉⼤学 臨床医学Ⅰ（内科学・外科学）、薬
理学

埼⽟医科⼤学 病むことの⼼理 病むことの⼼理 ○

⼤東⽂化⼤学 疾病・治療学Ⅵ（精神医療） 疾病・治療学Ⅵ（精神医療） ○
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① ②
薬害の原因や実態だけでなく、被害者や
遺族に対する国・製薬企業の対応の歴
史について取り上げている授業科⽬

被害者や遺族への差別や偏⾒の問題を
取り上げている授業科⽬

⼤学名
（薬害問題に関する授業を実施

している⼤学）

①②
両⽅を実施している

東京家政⼤学 公衆衛⽣学、地域・在宅看護学概論
Ⅰ、薬理学

公衆衛⽣学、地域・在宅看護学概論
Ⅰ、薬理学 ○

⽇本医療科学⼤学 臨床薬理学 臨床薬理学 ○

⽇本保健医療⼤学 薬理学

⽬⽩⼤学 薬理学 医療概論

⽇本⾚⼗字看護⼤学（さいたま
看護学部看護学科） 看護関係法規 看護関係法規 ○

⻲⽥医療⼤学 周産期看護援助論

国際医療福祉⼤学（成⽥看護
学部看護学科） 感染看護論 感染看護論 ○

秀明⼤学 病理学、微⽣物学・感染症学、免疫・
微⽣物学、薬理学、薬理学

微⽣物学・感染症学、免疫・微⽣物学
薬理学 ○

淑徳⼤学 病態学（医学概論・病理学・症候
学）

病態学（医学概論・病理学・症候
学） ○

順天堂⼤学（医療看護学部看
護学科） 薬理学、臨床薬理学 薬理学、臨床薬理学 ○

城⻄国際⼤学 公衆衛⽣看護学概論感染看護、臨床
薬理学、周産期医学B

公衆衛⽣看護学概論、感染症学、感
染看護周産期医学B ○

聖徳⼤学 ⺟性看護学総論、成⼈・⽼年看護学
⽅法論Ⅱ

⺟性看護学総論、成⼈・⽼年看護学
⽅法論Ⅱ ○

千葉科学⼤学 公衆衛⽣看護学⽅法論Ⅰ 公衆衛⽣看護学⽅法論Ⅰ ○

帝京平成⼤学（健康医療ス
ポーツ学部看護学専攻） ⼈間と社会と看護 ⼈間と社会と看護 ○

東京医療保健⼤学（千葉看護
学部看護学科） 臨床薬理学 臨床薬理学 ○

東都⼤学（幕張ヒューマンケア学
部） 看護関係法規

東邦⼤学（健康科学部看護学
科） トランスレーショナルへの挑戦Ⅰ トランスレーショナルへの挑戦Ⅰ ○

共⽴⼥⼦⼤学 ヘルスアセスメント論 ヘルスアセスメント論 ○

杏林⼤学（保健学部看護学科
看護学専攻） ⽣命倫理学 ⽣命倫理学 ○

杏林⼤学（保健学部看護学科
看護養護教育学専攻） 看護基本技術Ⅲ 看護基本技術Ⅲ ○

駒沢⼥⼦⼤学 感染防御学 感染防御学 ○

聖路加国際⼤学 薬理学

創価⼤学 薬理学、臨床薬理地域在宅看護学概
論、

公衆衛⽣⼊⾨、地域在宅看護学概
論、健康⽣活看護学概論Ⅱ（集団・
予防）

○

帝京⼤学（医療技術学部看護
学科） 医療社会学 医療社会学 ○

帝京平成⼤学（ヒューマン学部
看護学科） 薬の科学

東京有明医療⼤学 臨床薬理学概論 臨床薬理学概論 ○
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① ②
薬害の原因や実態だけでなく、被害者や
遺族に対する国・製薬企業の対応の歴
史について取り上げている授業科⽬

被害者や遺族への差別や偏⾒の問題を
取り上げている授業科⽬

⼤学名
（薬害問題に関する授業を実施

している⼤学）

①②
両⽅を実施している

東京医療学院⼤学 看護倫理学 看護倫理学 ○

東京医療保健⼤学（保健医療
学部看護学科） 臨床薬理学 臨床薬理学 ○

東京医療保健⼤学（東が丘看
護学部看護学科）

看護政策論、医療安全学、⼩児看護
実践論、⺟性看護学概論、⺟性看護
実践論

看護政策論、医療安全学、⼩児看護
実践論、⺟性看護学概論 ○

東京医療保健⼤（⽴川看護学
部看護学科）

慢性期看護論、薬理学、臨床薬理学
演習、政策医療論 慢性期看護論政策医療論 ○

東京⼯科⼤学 公衆衛⽣学、公衆衛⽣看護学Ⅱ 公衆衛⽣学、公衆衛⽣看護学Ⅱ ○

東京慈恵会医科⼤学 看護と倫理、地域看護⽅法論Ⅰ 看護と倫理 ○

東京純⼼⼤学 薬理学 薬理学 ○

東京⼥⼦医科⼤学 薬理学 薬理学 ○

⽇本⾚⼗字看護⼤学（看護学
部看護学科） 看護関係法規、公衆衛⽣看護活動論 看護関係法規 ○

⽂京学院⼤学 臨床薬理学 看護倫理学

神奈川⼯科⼤学 看護倫理臨床薬理学 看護倫理 ○

関東学院⼤学 基礎看護技術Ⅲ 基礎看護技術Ⅲ ○

慶應義塾⼤学 環境論、看護のための薬理学 環境論 ○

国際医療福祉⼤学（⼩⽥原保
健医療学部看護学科） 成⼈看護学概論薬理学 成⼈看護学⽅法論Ⅱ（慢性期看

護）、薬理学 ○

松蔭⼤学 薬理学総論

湘南医療⼤学 薬と毒性学⼊⾨ 薬と毒性学⼊⾨ ○

昭和⼤学 地域医療⼊⾨基礎看護学⽅法論Ⅳ
（診療に伴う援助技術）看護研究

地域医療⼊⾨コミュニティ・ヘルス看護活
動論 ○

東海⼤学 疾病と看護E、保健医療関係法規、公
衆衛⽣学 疾病と看護E、保健医療関係法規 ○

横浜創英⼤学 看護管理学 看護管理学 ○

新潟医療福祉⼤学 診療看護論演習 診療看護論演習 ○

新潟⻘陵⼤学 ⽣命倫理学 ⽣命倫理学 ○

新潟薬科⼤学 医療と看護の歴史

⾦沢医科⼤学 臨床薬理学

⾦城⼤学 感染防御

佐久⼤学 ⽣命倫理

朝⽇⼤学 薬理学、病理学 薬理学 ○
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① ②
薬害の原因や実態だけでなく、被害者や
遺族に対する国・製薬企業の対応の歴
史について取り上げている授業科⽬

被害者や遺族への差別や偏⾒の問題を
取り上げている授業科⽬

⼤学名
（薬害問題に関する授業を実施

している⼤学）

①②
両⽅を実施している

岐⾩医療科学⼤学 保健学Ⅰ 保健学Ⅰ ○

中部学院⼤学 公衆衛⽣看護学概論、臨床薬理学、
保健医療福祉⾏政論

公衆衛⽣看護学概論保健医療福祉⾏
政論 ○

岐⾩聖徳学園⼤学 薬理薬剤学 薬理薬剤学 ○

常葉⼤学 健康増進論 健康増進論 ○

東都⼤学（沼津ヒューマンケア学
部看護学科）

疫学、薬理学、病態学、感染と免疫、
疾病治療論Ⅰ（呼吸・循環器系）

愛知医科⼤学 薬理学、感染看護学Ⅱ、⺟性看護学
Ⅰ、⼩児看護学Ⅰ 感染看護学Ⅱ ○

修⽂⼤学 健康危機管理論、公衆衛⽣学 公衆衛⽣学、感染看護学Ⅱ ○

中部⼤学 薬理学 薬理学 ○

豊橋創造⼤学 公衆衛⽣看護学概論、 公衆衛⽣看護学概論 ○

名古屋学芸⼤学 医療概論、社会保障制度

名古屋⼥⼦⼤学 臨床薬理学 臨床薬理学 ○

⽇本⾚⼗字豊⽥看護⼤学 微⽣物学 微⽣物学 ○

藤⽥医科⼤学 公衆衛⽣看護学概論Ⅰ 公衆衛⽣看護学概論Ⅰ ○

鈴⿅医療科学⼤学 臨床薬理学、薬の役割・薬のできるまで 臨床薬理学、薬の役割・薬のできるまで ○

京都先端科学⼤学 看護治療⽀援技術論 看護治療⽀援技術論 ○

京都橘⼤学 キャリア開発演習Ⅳ キャリア開発演習Ⅳ ○

同志社⼥⼦⼤学 ⺟⼦保健看護概論、看護と法律 ⺟⼦保健看護概論、看護と法律 ○

佛教⼤学 慢性看護学Ⅰ、成⼈看護学概論 慢性看護学Ⅰ、成⼈看護学概論 ○

明治国際医療⼤学 薬理学、医療安全学 医療安全学 ○

⼤阪医科薬科⼤学 健康科学論

⼤阪成蹊⼤学 化学

⼤⼿前⼤学 医療関係法規 医療関係法規 ○

関⻄医療⼤学 公衆衛⽣学 公衆衛⽣学 ○

四天王寺⼤学 薬理学在宅療養⽣活⽀援論 ⽣活健康論

摂南⼤学 看護倫理 看護倫理 ○

千⾥⾦蘭⼤学 臨床薬理学、病原微⽣物学 臨床薬理学 ○

太成学院⼤学 薬理学 薬理学衛⽣・公衆衛⽣学 ○
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① ②
薬害の原因や実態だけでなく、被害者や
遺族に対する国・製薬企業の対応の歴
史について取り上げている授業科⽬

被害者や遺族への差別や偏⾒の問題を
取り上げている授業科⽬

⼤学名
（薬害問題に関する授業を実施

している⼤学）

①②
両⽅を実施している

宝塚⼤学 公衆衛⽣学、医療ジャーナリズム論 公衆衛⽣学、医療ジャーナリズム論 ○

梅花⼥⼦⼤学 公衆衛⽣学Ⅱ、⺟性看護学概論 公衆衛⽣学Ⅱ ○

関⻄看護医療⼤学 薬理学Ⅰ

関⻄福祉⼤学 薬理学

甲南⼥⼦⼤学 成⼈看護学⽅法論Ⅰ 成⼈看護学⽅法論Ⅰ ○

神⼾常盤⼤学 ⽣命と倫理 ⽣命と倫理 ○

神⼾⼥⼦⼤学 看護倫理、医療ケアシステム論 看護倫理 ○

姫路獨協⼤学 公衆衛⽣学、公衆衛⽣看護学概論 公衆衛⽣学 ○

兵庫⼤学
薬理学、免疫・微⽣物学、公衆衛⽣学
(疫学を含む)、リスクマネジメント論、看
護学概論

薬理学 ○

武庫川⼥⼦⼤学 看護薬理学 看護薬理学 ○

兵庫医科⼤学 セイフティマネジメント 慢性看護援助論

畿央⼤学 公衆衛⽣学 公衆衛⽣学 ○

天理⼤学 保健医療概論

川崎医療福祉⼤学 保健指導論、健康危機管理論 保健指導論、健康危機管理論 ○

吉備国際⼤学 保健医療福祉⾏政論Ⅱ、公衆衛⽣看
護学Ⅱ

保健医療福祉⾏政論Ⅱ、公衆衛⽣看
護学Ⅱ ○

⼭陽学園⼤学 衛⽣学・公衆衛⽣学Ⅰ、⽣命・医療倫
理 衛⽣学・公衆衛⽣学Ⅰ ○

広島都市学園⼤学 臨床薬理学

広島⽂化学園⼤学 病態微⽣物学、公衆衛⽣学、 病態微⽣物学、公衆衛⽣学 ○

安⽥⼥⼦⼤学 公衆衛⽣看護学疾病論Ⅱ、疾病論
Ⅲ、病理病態学 共通教育「⼈間論B」

宇部フロンティア⼤学 薬理・薬剤学公衆衛⽣看護学Ⅱ、基
礎ゼミナール 基礎ゼミナール ○

四国⼤学 ⼩児看護学概論

徳島⽂理⼤学 薬理学、感染学 薬理学、感染学 ○

久留⽶⼤学 ⽣命・看護倫理 ⽣命・看護倫理 ○

福岡国際医療福祉⼤学 ⽣命倫理 ⽣命倫理 ○

産業医科⼤学
保健医療福祉⾏政論Ⅰ、看護倫理
学、成⼈看護学⽅法論（慢性期）、
疫学基礎、医療社会学

看護倫理学疫学基礎、医療社会学 ○
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① ②
薬害の原因や実態だけでなく、被害者や
遺族に対する国・製薬企業の対応の歴
史について取り上げている授業科⽬

被害者や遺族への差別や偏⾒の問題を
取り上げている授業科⽬

⼤学名
（薬害問題に関する授業を実施

している⼤学）

①②
両⽅を実施している

純真学園⼤学 臨床薬理学

⻄南⼥学院⼤学 医療と倫理

聖マリア学院⼤学 保健医療福祉と看護保健医療福祉⾏
政論、⺟性看護学概論

保健医療福祉と看護保健医療福祉⾏
政論 ○

帝京⼤学（福岡医療技術学部
看護学科）

臨床薬理学、公衆衛⽣学、公衆衛⽣
看護援助⽅法論

⽇本⾚⼗字九州国際看護⼤学 ⼈体と薬物 ⼈体と薬物 ○

福岡看護⼤学 薬理学、公衆衛⽣看護学概論 薬理学、公衆衛⽣看護学概論 ○

福岡⼤学 感染看護、薬のはたらきと薬物療法 感染看護、薬のはたらきと薬物療法 ○

令和健康科学⼤学 薬理学 薬理学 ○

⻄九州⼤学 臨床薬理学 臨床薬理学 ○

活⽔⼥⼦⼤学 看護倫理、看護医療と法規 看護倫理、看護医療と法規 ○

九州看護福祉⼤学 薬理学、感染症学、病態⽣理学Ⅰ 薬理学、感染症学 ○

熊本保健科学⼤学 ⽣命と倫理 ⽣命と倫理 ○

⿅児島純⼼⼤学 社会保障制度と健康 社会保障制度と健康 ○

設置者別 ①について ②について ①②とも

国⽴（42学部） 38学部 30学部 29学部

公⽴（51学部） 35学部 28学部 27学部

私⽴（206学部） 136学部 113学部 104学部

国公私合計（299学部） 209学部 171学部 160学部
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▼実施学部：299学部中83学部

大学名
授業科目

（特別講義）
または特別講演

履修
年次

講師
区分

取り上げ
た薬害等
の名称

メリット（有意義な点・利点等） 授業等に対する学生の反応・感想
複数の種類の薬害について授業等を

実施している場合の効果

旭川医科大学 薬理学 2年次 本人 未定 薬害被害者の声を直接聞くことによ
り、学生の医療安全に関する意識を
高めることができる。

講義前よりも薬害について真剣に考えるように
なった。

弘前大学 薬害防止に関する講演
会 （講演テーマ：薬禍
サリドマイドから学ぶ
（仮））

4年次 本人 サリドマ
イド

直接被害に遭われた本人から話を聞
き，医療の現場で起こりうる「薬害
リスク」を実感することで，関心を
高める機会になること。

令和5年度は1月に実施予定。
過去の講演会においては，「薬害への理解を深
めることができた」「医療従事者として正しい
知識を身につけること，疑問点や不安点を共有
しやすい職場環境というのが大事であることを
感じた」等の感想が寄せられている。

秋田大学 薬理学 2年次 家族 陣痛促進
剤被害

薬害被害者のかたの声を直接伺うこ
とにより、薬害被害の背景や問題点
について正しく理解することが出来
る。医療従事者として働く上で持つ
べき責任感や倫理観の醸成に資す
る。

「薬害の原因は、薬の副作用だけでなく防げた
はずの故意や無作為等の人災も含まれることを
知った。医療従事者側で患者のことを考えたイ
ンフォームドコンセントの重要さを改めて自覚
したり、カルテや同意書などを正しく確実に記
録・保存したり薬害をなくす取り組みを進めて
いくことが大切だと考える。」「医療者はどの
ような場合にどのような対応が必要なのか常に
考慮し、学び続け、学生の頃からもそれについ
て理解を深めていくことが必要だと考えた。医
療者の利益よりも患者の命を当然優先すべきで
あり、その命に代えられるものはないので、今
後も薬害被害とその事例で露わになった欠陥、
そして同じ被害を無くすために必要なことにつ
いて学習を続けていきたい。」といった感想が
あった。受講学生には全員にレポート提出さ
せ、その内容を講演いただいた講師と共有して
いる。

山形大学 生命倫理（薬害被害者
による特別講演会）

4年次 本人 未定 薬害被害者から、直接、自分が被っ
た薬害の実態や今後の医療への期待
等の話を伺うことは、学生にとって
は自分の今後を考える上で貴重な機
会である。

薬剤は、人間に大きな影響を与えるため、薬が
承認するまでにきちんとした過程を踏み、安全
性を確認することが重要であることが分かっ
た。
障害のある方を出会っても一人の人間としてと
らえ、相手の立場に立って物事を考えられる医
療者になりたい。
薬害において家族も被害者であるということを
知った。

複数の薬害を取り上げることによ
り、医療の歴史について深く学ぶこ
とができ、薬害を防止するために正
しい知識や倫理観を身につけること
の必要性や、薬害被害者との向き合
い方を考える機会となっている。

薬害被害者の声を直接聞く授業(特別講義など)⼜は特別講演等の実施状況（令和５年度　看護学部等）
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大学名
授業科目

（特別講義）
または特別講演

履修
年次

講師
区分

取り上げ
た薬害等
の名称

メリット（有意義な点・利点等） 授業等に対する学生の反応・感想
複数の種類の薬害について授業等を

実施している場合の効果

筑波大学 看護生命倫理 1年次 本人 非加熱製
剤による
HIV感染

薬害被害者の当事者の経験と、薬害
訴訟についての経緯を聴くことは非
常に貴重な経験である。

非常によい。医療者を志すものとして身が引き
締まるおもいであるというようなコメントを多
くの学生が感想として残している。

千葉大学 連携協働実践Ⅰ 1年次 本人 サリドマ
イド

薬害被害の当事者の経験が赤裸々に
語られ、医療を受ける患者からみた
医療の問題点が学生に伝わること。
そこから、自分たちが未来の医療人
としてどうあればよいかを考える機
会となること。

講師から薬害は「人が起こすものである」とい
う結論が述べられ、そのことを未来の医療人で
ある学生が、自分自身の責任として認識できて
いるることが授業後のリフレクションシートか
ら伺われる。
当事者の視点から述べられた治療や検査の苦
痛、無意識の偏見などの話を聞き、「診察や治
療」「医療機器の開発」「看護ケア」「安全な
創薬や調剤」など将来自分たちが担う役割に活
かしたいという展望と、そのためには専門職連
携が必要であるという認識ができている。

東京医科歯科大学 未定 2年次 本人 薬理学の授業はあるが、国家試験の
ための必須事項の学習が主のため、
薬害が患者の生活に及ぼす影響を学
び考える時間が不足しがちであるな
か、薬害被害者の生の声を通して、
看護のあり方を考える貴重な機会と
なった。

薬害についての意識がより一層深まったという
印象。熱心に耳を傾ける学生が殆どである。

富山大学 医療学入門 1年次 本人 薬害エイ
ズ

医療倫理の基本的原則を学ぶことが
できる。
１）患者の立場を一般的に理解する
態度を養う。無危害原則。
２）一歩進んで、患者の悲しみを追
体験し、他人の身になって考える態
度を養う。善行原則。
３）無思想性を脱却し、現代社会に
対して、批判的に思考できる態度を
培う。自律原則。
４）社会正義の視野を培う。正義原
則。
５）弱者、マイノリティに対する理
解。尊厳原則。
６）友達の質問を聞いて、自分と同
世代の人がいかに考えているかを学
ぶ。連帯原則。

大変よい。課題としてレポートを提出させてい
るが、それぞれ皆、薬害が起こる構造につい
て、おおむね理解しているようだ。（昨年度）

56



大学名
授業科目

（特別講義）
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複数の種類の薬害について授業等を

実施している場合の効果

金沢大学 臨床薬学論、医薬保健
学基礎Ⅱ

1年次 家族、
本人

イレッ
サ、サリ
ドマイド

将来医療従事者となる立場から，薬
害問題を自分自身の問題としてとら
えることができる。
薬害裁判の当事者から話を聞くこと
により，紙面上（教科書上）のもの
ではなく現実のものとして受け止め
ることができた。

福井大学 大学教育入門セミナー 1年次 本人 サリドマ
イド

被害者の体験談を直接聞くことに
よって、薬害の原因，実態，被害者
やその家族に対する対応の歴史，偏
見等の人権問題等について具体的に
知ることができ、医療従事者として
薬害問題にどう向き合うのか考察す
る機会を得ることができる。

「薬害と副作用の違いについて理解でき
た。」，「日本でかつて起きた問題について知
り、医療について再び考える機会を得ることが
できました。」，「サリドマイドという言葉は
聞いたことがあったが、その薬害について、詳
しく知らなかったため、サリドマイド薬害被害
者本人から貴重なお話をお聞きすることができ
てよかった。このような薬害にあった人たちの
力になれるよう医療従事者を目指す士気にも
なった。」等、薬害発生の経緯や被害者の思
い，今後の医療人のとしての在り方等について
考えさせられたとの感想が多く寄せられた。

山梨大学 健康危機への看護実践 3年次 本人 AHF製剤に
よる非Ａ
非Ｂ型肝
炎（Ｃ型
肝炎）感
染。輸入
血液製剤
によるHIV
感染。

基本的な事柄を授業で学んだ上で当
事者の声を聞くことにより、理解を
深めることができる。

当事者の声を聞くことにより、薬害についてよ
り関心を持つことができ、医療者を目指す者と
しては授業の内容をより深く理解していきたい
と思ったなどの意見、感想があった。
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または特別講演
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講師
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複数の種類の薬害について授業等を

実施している場合の効果

信州大学 健康科学概論 1年次 本人 薬害エイ
ズ

・薬害に対する正しい知識が得られ
る。
・単なる「副作用」とは異なる被害
者・親族の身体・心理・社会的影響
の甚大さをリアルに理解できる。
・薬害が派生する背景を制度や経済
などの幅広い視点から考えることが
できるようになる。
・１年次から「薬物製剤」「薬物療
法」等の背景にある社会的課題を視
野にいれながら学ぶことができる。

代表的な反応・感想を列記する：
「薬害は医薬品の不完全性によってももたらさ
れ、将来的にそれを扱う医療従事者になる者と
して、真剣に考えていくべき問題だと思っ
た。」
「今まで、薬害を各種感染症に比べて軽く考え
ていたが、薬害はその人の一生を狂わせてしま
う可能性もあると知り、看護師としてどのよう
に患者に寄り添うべきか考えさせられた。」
「薬害エイズに関しては、調査や報道によって
患者の人権が侵される例もあったため、薬害に
ついて正しい知識を得ながら、患者・家族の人
権を守っていくことについても考えていきた
い。」
「薬害とは何かについてあまり知らなかったが
よくわかった。」
「薬害は通常の副作用ではないこと、薬は服用
者自身が命をとして育てているものであること
など、新しく知ったことが多かった。」
「特にHIV感染については治療薬等の向上により
感染しにくくなっていると聞いてとても驚い
た。」
「エイズやその他薬害による病気について医療
にかかわっていくものとして知識と理解を持
ち、差別やそれに関する裁判等が起こらないよ
うになるといいと強く感じた。」など。

複数の種類の薬害については実施し
ていない（「薬害エイズ」以外の
「サリドマイド薬害」「薬害スモ
ン」「薬害ヤコブ病」などの薬害の
歴史的経緯の説明のみ）。

岐阜大学 医学概論 1年次 本人 サリドマ
イド

薬害の歴史や行政の対応、社会的偏
見に対する知見を深めることができ
る。学生の医療に対する真摯ば気持
ちを喚起することができる。医療従
事者を志す者として心構えを学ぶこ
とができる。

実際の薬害被害者からの声を聴くことができ、
心が痛むと同時に学ぶことが多かったと、学生
からは高評価である。

58



大学名
授業科目

（特別講義）
または特別講演

履修
年次

講師
区分

取り上げ
た薬害等
の名称

メリット（有意義な点・利点等） 授業等に対する学生の反応・感想
複数の種類の薬害について授業等を

実施している場合の効果

浜松医科大学 医療概論 1年次 本人 HIV 薬害被害者の声を直接聞くことに
よって、看護師となるうえでの心構
えを学ぶ機会となった。実際に受け
た差別や偏見がどのようなものか実
感できた。

・私たちが目指す医療者は、このような歴史を
振り返り、そこでの教訓を忘れないこと、薬に
ついて正しい知識をもち、患者に薬について十
分な説明をしたうえで、患者が自分の治療を自
由に選択できるような関わり・支援を大切にす
ることが必要であると思いました。
・医療従事者として、薬剤について患者さんに
適切な知識を提供する役割をしっかり果たさな
ければならないと感じた。
・ずっと病気とともに生きていかないといけな
い人は、治療も続けており、その副作用によっ
て体調が悪かったりすると思うので、看護師と
して身体的にも精神的にも支えられるように勉
強していきたいと思った。

今年は、HIV薬害であり、今までは
ワクチンや肝炎についても被害者を
お招きしてお話を聞いてきた。被害
者の方からお話を聞く機会はあまり
なく、いろいろな被害があることを
認識するためには効果的かもしれな
い。

滋賀医科大学 保健医療行政論 2年次 本人 血友病患
者への血
液製剤に
よる薬害
サリドマ
イド薬
害、ソリ
ブジン薬
害、陣痛
促進剤薬
害、スモ
ン

学生は、血友病、血液製剤や薬害エ
イズといった単語について、新聞、
テレビ等の報道によりキーワード的
な知識としては知っているが、それ
らがどのような病気なのか、どのよ
うに感染するのか、生活していくう
えでどような支障があるのか、社会
の人々はどのように受け入れている
のか等、深く掘り下げて知識を得る
機会はなかった。しかし、実際の薬
害被害者の生の声による特別講義を
実施することで、学生は薬害問題に
ついて自ら考える機会を得ることが
でき、将来看護師として医療に携わ
ることを想定すると有意義である。
また同時に薬害エイズについては血
友病治療の医療技術革新の過程で生
じていることや、新たに認可された
薬剤も販売後に初めて新たに見つか
る問題があることを学べていた。さ
らに看護職に引き寄せて薬害問題の
再発予防策を考えるにあたって、薬
剤の添付文書に目を通すことや、患
者の訴えと文書情報を照合して問題
がないかを確認するなど、育薬につ
いても考えることができていたこと
は評価できる。

特別講義後の学生へのアンケートにおいては、
「医療人を目指す者としての自覚が深まっ
た」、「薬の副作用について、再考するきっか
けとなった」、「薬害問題についてさらに深く
知ろうという意識が芽生えた」等、真摯な姿勢
による感想が多く、本学としては、当該特別講
義の実施が学生にとって極めて有意義なもので
あったと理解できる状況である。
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実施している場合の効果

神戸大学 初期体験実習 1年次 本人 サリドマ
イド被害

入学後の早い時期に薬害被害者の講
演を聴くことにより、薬害そのもの
や薬害被害者が置かれる社会的状況
に関する知識を深め、医療関係者に
なる者としての責任と課題意識を
もって今後の勉学に臨めるようにな
ることが期待される。

鳥取大学 公衆衛生看護学Ⅱ 4年次 本人 イレッサ
訴訟、サ
リドマイ
ド事件、
スモン事
件、血友
病、薬害
HIV訴訟

薬害の歴史、訴訟の経過、当事者の
生の声を聴くことができ、被害者の
置かれた状況を具体的に知ることが
できる。
看護者としての態度、行動を考える
ことができる。

薬害被害者の思い、薬害が被害者の生活等にど
のように影響を受けたか理解できた。患者に対
する偏見、差別を実感した。看護職、医療職の
態度、行動を考えた。
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徳島大学 薬害講演（DVD視聴） 3年次 本人,家
族

薬害全般 薬害講演及びB型肝炎の講演を聴
き、総合討論を行うことで、生命の
尊さを自覚させ、医療事故防止の重
要性を認識させる。

例年、多くの学生が現実の身近な問題として考
える機会をもち、薬害の実態を正しく理解する
ことの重要さについての前向きな感想を述べて
いる。

薬害に共通する発生要因や社会的背
景、及び被害の個別の問題点を具体
的に理解させることができ、高い教
育効果を得ることができる。

広島大学 周産期健康障害看護、
助産実践論

2年次、
4年次

本人 陣痛促進
剤

医療事故の重大性とその回避法につ
いて、患者の立場による捉え方を学
習できる。また、医療事故の解決を
個人的な問題としてのみ捉えるので
はなく、広く社会の問題として捉
え、医療事故予防の政策反映を踏ま
えた活動について、その重要性を学
習できる。また、医療事故の解決を
個人的な問題としてのみ捉えるので
はなく、広く社会の問題として捉
え、医療事故予防の政策反映を踏ま
えた活動について、その重要性を学
習できる。

・陣痛促進剤の正しい使い方、添付書とガイド
ラインの記述の相違を改善することはもちろ
ん、分娩監視装置だけの情報を読み取るのでは
なく母体のバイタルサインやお腹の張り具合を
よく観察して促進剤使用の緩和、中止を決定す
ることが重要と感じました。患者のそばについ
ているのは助産師や看護師であるため、医師以
外の医療者も薬剤や使用時の注意点、観察項目
についてしっかりと理解しておく必要があると
感じました。
・陣痛促進剤についての正しい知識を得る意義
を学びました。今回の内容は、既習の講義の中
でも聞いたことがありましたが、実際に被害に
あった方の話を聞くことで、陣痛促進剤は使い
方1つで重大な被害を生んでしまうと強く感じま
した。妊婦さんには、自分も被害者になる可能
性があるということを理解してもらうような啓
発が必要だと思いました。
・陣痛促進剤によって、こんなにも大きな被害
がでていたのかとショックでした。将来助産師
として、医師からの指示が本当に正しいのか自
分に問いかけて、分娩まで頑張られたのに、泣
いてしまわなければならない産婦さんを一人で
も減らしたいと思いました。陣痛促進剤の副作
用によって悲しんでいる人いることがわかりま
した。適切な判断で適切な量を投与すれば活用
できる薬なのだと思いますが、医療者にその基
準が統一して広まっていないことやいくつかの
事故の報告がある中で薬の詳細がなかなか変更
されないことなどを知って怖く思いました。出
産という喜びを期待して望む場面であるがゆえ
に、それがかなわなかったときのショックは考
えられないくらい大きいものであると思いま
す。正しく使用すれば被害がないと考えられる
ものを適切な投与量が守れていないことで被害
が起こってしまうということを知って、今回学
んだ内容を忘れず自分でも理解を深めて産婦さ
んと赤ちゃんを守ることのできる専門職者にな
りたいと思いました。など
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香川大学 薬害被害者の声を直接
聞く特別講義

4年次 本人 HIV 薬害被害者の生の声を聞くことは、
通常の講義とは違った角度から学び
を深めることができる。また、近い
将来看護師となった際の責任の重大
さ、患者との関わり方などを改めて
考えさせる貴重な機会となってい
る。

・薬害当事者の方の生きた言葉を受けたこと
で、薬害の歴史や薬害の実際を改めて学んだ。
・薬害当事者が身体面だけでなく、社会面・精
神面でも強い被害に遭っていたことを当事者の
目線より聴講できたことはとても価値の高いも
のであると感じた。
・新しい治療法には危険が伴うが、患者さんが
危険にさらされた後や、危険にさらされそうだ
と分かった時点で国や医療者が患者さんをどう
守るかが大切だと感じた。
・薬害被害は決して昔の出来事、事件ではな
く、今もそしてこれからも抱え苦しんでいるの
だと気づかされた。

高知大学 大学基礎論 1年次 本人 陣痛促進
剤

実際の薬害被害者の話を聞く事によ
り医療者としての責任意識を強く自
覚できるようになること。

講演後のアンケート結果では、医療者としての
意識に変化があったという回答、及びこのよう
な機会を設けるべきであるという意見が多数で
あった。

九州大学 医療系統合教育科目
「薬害」

3年次 本人 サリドマ
イド、エ
イズ、ヤ
コブ病、
肝炎

薬害の多さ、薬害の歴史的背景、過
ちを繰り返さないための正しい情報
提供に関するシステムと限界などに
ついて学ぶことができる。被害者本
人の生の声、苦しみ、実際に受けた
差別の話等を聞く事によって、薬害
の真の意味の重大さを知ることがで
きる。

被害者の実際の声を聞いて、より具体的に薬害
について学び、理解が深まったという声が多
かった。過去の薬害では、国の対応の遅れ、医
師や製薬会社の無責任な対応、製薬会社の利益
追求が原因―警告や危険情報に対する行動の遅
れが問題であったことを学んだ。医療従事者は
加害者にも、被害者にもなりうる。薬物は、医
師・歯科医師→薬剤師→看護師とくるが、もし
疑問を感じたら、確認して与薬することが必要
で、良いコミュニケーションをとることが必要
だと感じた。企業や行政の責任が大きいが、私
たち医療従事者が「最後の砦」となる覚悟を持
つ必要がある。他学部（医・歯・薬）の学生と
同じテーマで話すことができた。薬害を防ぐた
めには「幾重ものバリア」が必要で、防げる可
能性がある。医師、歯科医師、薬剤師、看護
師、自分の仕事はこれだけとせずに、重なる部
分も自分の仕事と思ってバリアを厚くすること
が薬害防止につながる。今後も医療従事者の継
続的な学習が必要である。

それぞれの薬害の発生の背景、発生
時の状況や対応の違い等があるた
め、薬害に対する理解や見識をより
広めることができる。

62



大学名
授業科目

（特別講義）
または特別講演

履修
年次

講師
区分

取り上げ
た薬害等
の名称

メリット（有意義な点・利点等） 授業等に対する学生の反応・感想
複数の種類の薬害について授業等を

実施している場合の効果

佐賀大学 コミュニケーション論 1年次 本人 サリドマ
イド

薬害被害を受けた方からの視点や立
場からの講演を行っていただくこと
により、広い視野からの「薬」や
「医療」に関する認識を深めるとと
もに、薬害被害の現状に接すること
ができる。

薬害についてあまり詳しく知らなかったため、
私たちの身近に薬害があることに恐怖を感じ
た。
実際に薬害被害者の方の講演を聞くことがで
き、考えが広まった。”薬害”があることは
知っていたが、どのような薬、症状が出るかは
分かっていなかった。
薬害は正しい知識を身につけることで防ぐこと
ができるので、これから被害者を増やさないた
めにも薬害について教育をするべきであると感
じた。

熊本大学 薬害被害講演会 【特別
講演会】

3年次 本人 フィブリ
ノゲン

薬害被害の実態、被害者がどのよう
な思いをし、また日々を生きてこら
れたのか、また医療施策の問題につ
いて理解を深めることができる。

薬害被害の存在を知ることができた、医療者と
してどうすべきかを考えるきっかけとなった、
との意見があった。

札幌医科大学 社会と健康史 2年次 本人 薬害エイ
ズ、スモ
ン、C型肝
炎

薬害被害者とその家族から直接的に
体験を聴かせていただくことで、被
害者やその家族にたいする理解を深
め、薬害が起こらない社会を目指し
てできることを考えるきっかけとな
る。

令和4年度にも実施したが、学生は当事者と家族
の講義を真剣に聞き、被害者やその家族の思い
に寄り添い、社会として取り組むべきことを見
出すことができた。
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東京都立大学 実践基礎援助学「慢性
期看護学各論」

3年次 本人 ・「薬害
肝炎」
（フィブ
リノゲン
等の血液
製剤）・
「輸血に
よる感
染」

特別講義終了後に以下の項目①②に
関してリアクションペーパーの提出
を学生に求めた（①看護職としての
役割について考えたこと、②当事者
への偏見・差別、改善点として考え
られること）。以下、メリットにつ
いて述べる。当事者の経験からの発
言、罹患、告知、当時の思いやその
後の活動・運動・訴訟に関して語っ
ていただくことで、事実をリアルに
受け取り、現存する課題があること
の実態を如実に知ることができる点
が有意義であると考える。また、受
講生にとって、昨今のコロナ禍で医
療施設で実施する対面実習から学内
実習に切り替わっていることが多い
中、罹患、告知された当事者から、
これまでの経緯、置かれている状況
と課題について生の声を通して知る
ことは、当事者理解、患者理解につ
ながる学習の一端である。また、メ
ディアに登場しない事実を知る機会
にもなり、今後医療専門職として真
実をみる目、意識を養う機会になっ
ている。

リアクションペーパーには、B型・C型肝炎につ
いての偏見・差別、医療者の基本的知識の習得
の重要性、患者会の活動、訴訟に関しての専門
職同士と当事者との連携、さまざまな角度から
の感想が記されていた。実際の学生の声の一例
を紹介する。「正確な知識、技術をもつことは
もちろん、患者さんの人生・生活・大事にして
いることにまで目を向けて、不安に思っている
ことはないか聞く姿勢が大事だと思いまし
た。」「B型肝炎やC型肝炎は、テレビCMや新聞
で目にすることが多いです。しかし、当事者の
お話でなければ、偏見やどのような苦しみがあ
るのか実際に理解するのは困難だと思いまし
た。私自身も今回のお話を聞くまでは、C型肝炎
が患者や家族に与える影響が、これほど大きい
ものだとは思いませんでした。今はネット環境
が整っており、情報を得ることは簡単にできま
す。しかし、その前提として、まずはC型肝炎に
興味を持ってもらうことが重要なのかなと思い
ました。」（個人が特定できないように内容を
損なわないように一部改変）

今回の特別講義の中で、実際に講義
者が罹患した、薬害による肝炎、だ
けでなく、青年期の結核療養、猩紅
熱の療養体験も同時間内で語ってい
ただいた。複数の事例を上げること
が、中心テーマとの違いや類似を確
認することになり、聴講する学生が
自身の関心の在り方を確認しなが
ら、学習効果、理解が深まる。

横浜市立大学 感染看護学 3年次 本人 薬害エイ
ズ

今の時代ではありえない、してはな
らない、と学生は「べき」論でとら
える。歴史的な状況、判例などを振
り返る中で、その時代のあり方、問
題点を考えることの意味や意義を考
える機会につながっているとおも
う。
直接当事者からお話を聞けること
で、身近なこととして薬害問題を捉
え、医療者として具体的で必要なケ
アやサポートを考えることができる
ようになる。

今の時代ではありえない、してはならない、と
学生は「べき」論でとらえる。歴史的な状況、
判例などを振り返る中で、その時代のあり方、
問題点を考えることの意味や意義を考える機会
につながっているとおもう。
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名古屋市立大学 医薬看連携地域参加型
学習、疫学・保健統計
学Ⅰ

1年次 本人 AIDS 学生にとって、薬害被害者ご自身の
お話を聞くこと自体が大きな刺激と
なり、将来の医療従事者としての使
命を実感することができると思われ
る。また、医薬看連携参加型学習と
いう科目は、医学部・薬学部との合
同の授業でもあるため、将来の目指
す職業によって、薬害に対する捉え
方が異なることを学ぶ機会ともなっ
ている。

直接当事者からお話を聞けることで、身近なこ
ととして薬害問題を捉え、医療者として具体的
で必要なケアやサポートを考えることができる
ようになる。

大阪公立大学 看護学概論（公大） 1年次 本人 HIV/AIDS 卒業後必ずしも出会う機会が多くな
い薬害被害者から直接講義を受ける
意義は、薬害が他人事や単に新聞の
世界の話ではなく、薬害やそれに
伴って生じた感染症を身近に感じ取
ることができる。また、当事者から
の声が心によく残り、本学の卒業生
には行政や公衆衛生に関わる者も多
いので、将来の行政能力の向上にも
貢献できていると考える。

対面授業であり、当事者の思いが伝わったとの
感想がみられた。薬害が単に薬の特性によるも
のばかりでなく、人間の行動や政策、政治・企
業・医療従事者の腐敗によっても引き起こされ
る点を指摘する学生や、薬害を身近に感じ看護
職としてどうあるべきかを考える学生が多くい
た。また、講義後のレポートでは、他の薬害に
も関心を向けて調べる学生もいた。新型コロナ
感染とも関連付け、差別の問題を考える学生も
いた。今年度は授業終了時に講演者に個別に質
問をしてくる学生が見られた。

和歌山県立医科大
学

ケアマインド教育 1年次 本人 B型肝炎 薬害問題の現状と現在の対応等につ
いて、患者の視点から考える良い機
会である。

講義受講前はほとんどの学生が、病気や被害者
について知識のない状態であるが、講義後は医
療従事者として、病気に対する正しい知識、患
者や患者家族に接する際の態度や言動を身につ
けていきたいなど、学生の意識が高まってい
る。

高知県立大学 グローバル社会と看護
Ⅰ、グローバル社会と
看護Ⅱ

1年次、
2年次,3
年次

本人 薬害エイ
ズ

薬害というと、とかく被害者として
の感情的な面が強調されるが、薬害
をグローバル化との関連で取り上げ
ることによって、事実を客観的に、
分析的に学習することができ、多く
の学生が抵抗なく学習できる。

知らなかったと驚き、事件についての興味を
もったとの感想が目立つ。

薬害エイズとC型肝炎について紹介
しているが、感染症の病態および課
題の複雑さ、広さを学習する機会と
なっている。
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宮崎県立看護大学 人間常態学I-3、人権論 1年次、
4年次

本人 肝炎 当事者から話を聞くこと、薬害の現
状、薬害がおこる構造、薬害被害者
の人生とその心身、そして人権につ
いて知り、理解を深めることに役立
つと考える。

対象の権利、偏見差別などについて考える機会
となっていることなどの感想が見られている。

学生が講演を聞くことで、医療従事
者として責任ある立場となることへ
の心構えはもちろん、対象へ気持ち
に寄り添って、相手の立場に立って
物事を考えようとすること

陣痛促進剤の使用方法や注意点について医療者
と妊婦さんの両方で理解していないと、事故が
起こり、妊婦さんと赤ちゃんの両方に悪影響を
与えてしまうということがよく分かりました。
陣痛促進剤について詳しく説明し、妊婦さんが
疑問を感じずに納得した上で使用することがと
ても大切だと思いました。今回の講義を通し
て、患者にわかりやすいように説明することの
重要性や患者の立場になって患者を観察するこ
との重要性、医師に従うだけではなく看護師も
異変を感じ取れるように常に状況をみながら申
し出れるようにしておくことの重要性を学びま
した。そして女性であり、将来子どもが欲しい
と考えている自分にとって、今回の講義の話は
少し怖く感じました。なぜなら自分にも起こり
うるかもしれないと感じたからです。私は、今
感じている不安や恐怖を忘れずに看護師にな
り、患者さんの少しの不安も見逃さずに話を聞
くことができ、それを医療チームに報告できる
ような看護師になりたいと思いました。私はこ
れまで、もしも自分が出産することになった
ら、痛みの少ない無痛分娩がいいと安易に考え
ていました。しかし今回の講義で無痛分娩のほ
とんどに陣痛促進剤が使われることや、陣痛促
進剤が適切に使われなかった場合にどのような
ことが起こるのかを学び、今までの自分の考え
がとても恐ろしくなりました。お産が進まない
ときのための、便利な薬であると同時に、使い
方を誤ると悲しい結果を招いてしまうことを学
び、将来医療に携わっていく者として、薬剤に
ついて十分に知り、危険性まで把握したうえで
患者さんに使用する責任があると思いました。
患者さんは医療者よりも専門知識を持っていま
せんが、患者さんが不利になってしまわないよ
う、薬や治療法の利点だけでなく、副作用など
の欠点までしっかりと分かってもらったうえで
後悔のない選択をしてもらわなければならない
と思いました。

薬害被害の実態を知ることで、看護
専門職者の姿勢を培うことができ
る。

陣痛促進
剤

本人2年次看護倫理学福岡県立大学
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日本赤十字北海道
看護大学

成人慢性看護学演習 2年次 本人 B型肝炎 薬害被害者の声を直接聞くことは、
薬害被害者に関する正しい知識教育
をするうえで大変有意義である。

今年度はこれから実施予定であるが、昨年度の
実施においては活発なグループディスカッショ
ンができ、薬害被害に関する学生の理解を深め
ることができた。

北海道医療大学 医療概論 1年次 本人 薬害エイ
ズ

薬害HIV感染被害者の方に直接話し
ていただくことで、薬害問題が誰の
身にも起こりうる身近な問題である
のだと知り、予期せぬ医療上の問題
が起こったときに医療者や行政を含
めた関係者が速やかに誠実に対応し
ていくことが何よりも重要であるこ
とを実感できるのが最大のメリット
です。また、薬害エイズを知らない
学生が年々増えてきており、当事者
にお話をしていただくと、問題が風
化しないよう次世代に語り継ぐのに
非常に有効だと思います。

同一講義内の他の回と比較し、集中して聴いて
います。また、学生からは感銘を受けた等、大
きな反響があります。

岩手医科大学 看護学概論（全人的医
療基礎講義含む）

1年次 本人 薬害エイ
ズ

薬害エイズの被害者の実体験を聴く
ことができる。

・薬害は医療者の責任であるという事実は揺る
がない。被害者がいて、今も苦しんでいる人が
いるという事実から目を背けず、教訓としてこ
れから同じことを二度と起こさず、多くの患者
を正しく救えるように、これから多くのことを
学び、医療者になってからも学び続けていきた
い。
・将来医療人になる身として、情報共有を行
い、多職種で連携したより良い医療を提供して
いきたいと改めて思った。また、病気の一部だ
けに焦点をあてるのではなく、患者という一人
の人間として見ていくとともに、これからの医
療をどうするべきか、ということも考え、積極
的に発言できるような医療人になりたいと思っ
た。

茨城キリスト教大
学

生と死の倫理 4年次 本人 サリドマ
イド

当事者の声を聴くことで、当事者の
言葉でしか語り得ない経験や苦悩を
知ることができる。

具体的な体験に基づく話を聴くことで、当事者
の苦悩に関する理解が深まるほか、この問題に
対する関心を持つ学生も多くみられている。

獨協医科大学 生命倫理学 2年次 本人 サリドマ
イド薬害

学生には遠い話題となったサリドマ
イド事件の被害者の話を直接聞くこ
とで、薬害の恐ろしさと看護専門職
者としての責任を痛感する機会と
なっている。

学生には遠い話題となったサリドマイド事件の
被害者の話を直接聞くことで、薬害の恐ろしさ
と看護専門職者としての責任を痛感する機会と
なっている。
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埼玉医科大学 病むことの心理 2年次 家族 イレッサ 学生が直接、当事者の方からお話を
伺うことは、極めて大きな影響力を
発揮しています。

学生はあらかじめ、予習をして講義に臨みま
す。また、翌週はグループに分かれてそれぞれ
テーマを設定して、ディスカッションを行い、
PPTにまとめます。そして、翌々週には各グルー
プの発表を行い、互いに評価しあいます。学生
の発表内容から、学生たちが講師のお話をとお
して。看護師が果たすべき役割について具体的
に述べることができていると判断できます。

大東文化大学 Daito ‘Green ’
Ceremony -Reflection
on a Nursing Journey-

3年次 本人 サリドマ
イド薬害
被害

１．薬害被害の歴史的事実を知り、
看護職者として薬害被害再発防止
(医療安全)のために必要なこと学ぶ
ことができる。特に、薬物に関する
知識の必要性、安全な薬物療法実施
のための技術、薬物療法を対象者へ
説明できる必要性について学習でき
る。
２．薬害被害者の声を直接聴き、病
気や身体・精神・社会的な生活上の
苦痛について、認知的・情意的に共
感できる能力を養うことができる。
３．後遺症がもたらす日常生活への
影響とその支援のあり方について、
看護職を目指すものとして学ぶこと
ができる。
４．薬害被害者や弁護士からの声を
聴き、偏見や差別の実態と権利擁護
の実際と重要性について具体的に学
ぶことができる。

サリドマイド薬害被害について講演で初めて
知ったという学生が多く、被害者の心情につい
て深く考察する機会となった。特に薬害は薬そ
のものによって起こるのではなく、人によって
起こることを薬に関わる全ての人々が認識する
必要があること、そしてそのためには正しい理
解が必要であり、薬物療法をする際には十分な
説明をおこなうことの大切さを述べていた。ま
た障害をもつ人々への対応の仕方など考える機
会となり、薬害被害にとどまらず看護者として
の倫理や看護について追究する学生が多かっ
た。

複数の種類の薬害をテーマとするこ
とで、薬害問題の多様性について理
解を深めることができる。
薬害の歴史を多面的に学修できるこ
とから、医療従事者を目指す者とし
て、薬害再発防止、薬害被害による
スティグマや権利擁護などの意識を
より高めることができると考えられ
る。

日本医療科学大学 臨床薬理学 1年次 本人 サリドマ
イド剤被
害

日本における薬害の歴史などを、学
ぶことが出来る。また、薬害被害の
当事者より直接話を聞くことによ
り、被害者の置かれた立場や心理を
共感的に理解できる機会となる。

単なる同情ではなく当事者自身の強さを知るこ
とができた。薬害を根絶することの重要性を考
えるきっかけとなった。人間にとっての「しあ
わせ」を考えるきっかけとなった。

講師が日本における薬害の歴史を含
めて講演されており、薬害根絶に向
けた患者組織についても、学ぶ機会
となっている。

目白大学 総合看護学セミナー 4年次 本人 サリドマ
イド・C型
肝炎

当事者の体験談を直接聞くことによ
り薬害被害の重大さを強く認識し薬
害防止に向けた取り組みを通して、
将来看護職として働くうえで自分た
ちの役割を考えることができる。
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（特別講義）
または特別講演

履修
年次

講師
区分

取り上げ
た薬害等
の名称

メリット（有意義な点・利点等） 授業等に対する学生の反応・感想
複数の種類の薬害について授業等を

実施している場合の効果

城西国際大学 公衆衛生看護学概論 2年次 本人 薬害エイ
ズ

薬害エイズのことを知らなかった、
言葉として知っていてもこれほどひ
どいとは知らなかったと言う学生が
多く、医療従事者ですら差別をした
という事実にも、学生は衝撃を受け
た。

医療の専門職として、安全に支援を提供するこ
とが患者にとっての安心に繋がるのだと理解す
ることが出来ました。また、患者は医師などの
医療従事者に対して遠慮してしまう傾向がある
と知り、言いやすい環境づくりが必要になると
思いました。今日のような機会が無いと学べな
いことが世の中にはいっぱいあって、今日の講
義で自分の看護師像に良い影響を与えることが
出来ました。教科書等では見たことがあったの
ですが、実際に話を聞くことは初めてだったの
で貴重な経験になりました。実際に薬害エイズ
被害にあわれた方お話を聞くことは初めてだっ
たため、とてもいい経験になりました。薬害を
繰り返さないためにこの事実を受け止め予防に
努めたいと思いました。

薬害を防ぐための医療従事者の役割
を、繰り返し考えることが可能にな
る。

千葉科学大学 （薬学部で実施の講義
を聴講）

東京医療保健大学
（千葉看護学部）

臨床薬理学 2年次 本人 サリドマ
イド

授業担当講師は５年目の担当であ
り、当事者としての視点だけでな
く、歴史的背景を踏まえた事実の説
明が丁寧にある。それに加え、当事
者および親族関係者の生き様が語ら
れ、単に薬害の再発予防にむけた切
実な思いのみならず、学生に看護専
門職となることへの自覚を促す内容
となっている。

事前の資料・生活の様子に関する動画視聴を経
て、上肢短縮のあるご本人が障がい者仕様の車
で来校し、下肢で額の汗をぬぐう姿もオープン
にし、かつ、直接学生に語り掛けるように講演
をしてくださった。学生は講師の熱意に引き込
まれ、全員が講師をみつめて集中力高く受講し
ていた。授業後のレポートでは薬害そのものを
もっと深く知ろうとする記述や講師の生き様に
触れたことで得られた自分の人生の苦悩への示
唆もあり、さらに、薬害をもたらす側になった
り、早期発見する上での看護専門職としての責
任を考えたなどの記載が豊富にあった。
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大学名
授業科目

（特別講義）
または特別講演

履修
年次

講師
区分

取り上げ
た薬害等
の名称

メリット（有意義な点・利点等） 授業等に対する学生の反応・感想
複数の種類の薬害について授業等を

実施している場合の効果

和洋女子大学 成人看護援助論Ⅱ 2年次 本人 肝炎 薬害被害がもたらす影響や、それに
立ち向かった歴史を薬害被害者の方
の生の声で講義いただくので、学生
が非常に真剣に受け止めており、学
習効果が高い。また、医療がもたら
す害やデメリットについては、普段
の授業では取り上げることが少ない
ため、医療の危険性などについても
考えることができる。

学生には受講後に課題レポートを課している
が、多くの学生が心を揺さぶられた内容や医療
に対して、また、病の中で生きることについて
等の感想や意見を寄せていた。

共立女子大学 ヘルスアセスメント論 1年次 本人 薬害エイ
ズ

当事者の方に直接お話をお聞きする
ことができるため、患者（当事者）
の視点を疑似体験でき、よりリアル
に捉えることができている。入院歴
が長いため、医療従事者への患者側
からの意見や感想もお話ししてくだ
さり、学生の持つ看護へのイメージ
が良い方向に変化している。
講師の先生が非常に熱心で、事前に
血友病に関する調べ学習を課し、事
後に感想のレポートを課している
が、すべて目を通してコメントや
フィードバックをしてくださってい
る。

講師の体験をお聞きすることで、薬害問題に対
する興味を持ち、自己学習をするようになった
り、内容に感動をしてよい看護が実践できるよ
うに学習に取り組みたいといったモチベーショ
ンの向上につながっている。
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大学名
授業科目

（特別講義）
または特別講演

履修
年次

講師
区分

取り上げ
た薬害等
の名称

メリット（有意義な点・利点等） 授業等に対する学生の反応・感想
複数の種類の薬害について授業等を

実施している場合の効果

・薬害は健康を奪うだけでなく人生を奪うとい
う言葉の重みをとても感じました。お話の後半
の方で、社会のシステムなどが私たちにとって
は便利になるものでも、身体に何かしらの障害
を抱えた方では不便になっている部分もあると
いう実際をしりました。こういった被害につい
てより目を向けるべきだと感じました。
・薬害の影響で生まれてきただけでなく、壮絶
な人生を歩まれたことを知り、薬害は人生その
ものを狂わせてしまう恐ろしいものだと改めて
感じました。また、セルフレジが増えていき、
健常者である私や働く人にとっては楽になった
ものでも、増山さんのような障害がある方に
とってはとても生きづらい世の中になってし
まったと知り、日本で暮らす全員が生きやす
く、暮らしやすい世の中になるにはまだまだ時
間がかかると感じました。
・薬害による被害を受けた方の直接のお話はや
はり熱意が違く、科学的根拠を立証するのは被
害の蓄積という言葉がとても心に来ました。人
の命を実験に使うのは確かに被害が大きく多く
の人でやるものでは無いと思いました。障害者
にも優しい社会とはどんなものか改めて考えさ
せられました。
・薬害について言葉や紙面上でしか自分は理解
していないのだと改めて考えさせられました。
どのようなことでもただ知識として養っておく
というスタンスではなく、この問題に対しては
どういう被害があってどういうことが起きてい
たのか、その被害にあってしまった方たちはど
のような人生を送ってきたのかなどその背景を
知り、そのような方たちと医療や看護を通して
関わる際にどのようなことができるのかをまず
は考える必要があると考えました。また、一医
療者として客観的な視点で薬や医療ケアなどに
ついて常にどういうリスクがあるのか理解し対
応できるようにしておくことや、疑問を持つと
いう姿勢を大切にしていこうと考えました。な
ど

通常の授業では、薬害当事者からお
話を伺う機会はほとんどないのが現
状である。学生にとり、看護職を目
指すものとして薬害とは何かを理解
する貴重な体験となっている。特
に、安易に薬を服用することで、自
分ではなく子どもに影響を及ぼして
しまう怖さと悲しみを知り得たこと
は、将来、妊娠をする可能性がある
女性として、また妊婦に関わるかも
しれない看護職として、薬害は副作
用ではなく人災であること、そし
て、障害があることで当事者の方が
受けた差別や偏見の中で、「生きた
いように生きてきた」と元気に明る
く話される姿に「障害とともに生き
ること」の意味を考え、出来ないこ
とが不幸ではないことを認識する重
要な機会となっている。
また、4年生前期の授業であったこ
とから、看護を目指すものとして、
患者中心の看護とは、寄り添うと
は、医療者の正義とはなど、自分の
看護観を見つめる絶好の機会とな
り、非常に有意義な授業になってい
ると考える。

サリドマ
イド

本人4年次特別講義「薬害問題を
語る」

駒沢女子大学
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大学名
授業科目

（特別講義）
または特別講演

履修
年次

講師
区分

取り上げ
た薬害等
の名称

メリット（有意義な点・利点等） 授業等に対する学生の反応・感想
複数の種類の薬害について授業等を

実施している場合の効果

帝京科学大学 基礎看護技術Ⅲ（診療
の補助技術）

2年次 本人 スティー
ブンス・
ジョンソ
ン症候群

薬物療法の援助の授業開始のタイミ
ングで講義を計画しているため、薬
物療法の安全について様々な立場に
なってこの問題を考える機会となっ
ている。
当事者から講演いただくことで、学
生に直接に薬害の状況や想いが伝わ
る。また医療従事者へ求められるこ
と、学生自身も被害者になりうるこ
となど、身近な問題として捉えられ
ている。

・市販薬など、これまでの自分の薬の使い方を
見直そうと思った。
・ドラッグストアで何気なく買った医薬品で薬
害が起こることは本当に怖いし、病院を受診し
て症状が改善するという希望を持っている中で
起こる薬害は、患者の立場として本当に気をつ
けなければならないと感じた。
・医薬品副作用被害救済制度について理解し、
患者さんに周知していこうと思った。この制度
は薬剤を正しく使用している場合が対象となる
ため、薬剤は十分な知識を得て正しく使用する
ことが大切だと学んだ。
・患者に薬物療法をする際は、投与した後の観
察や患者の訴えに耳を傾けられるようになりた
い。

東京有明医療大学 入門ゼミナール、基礎
ゼミナール

1年次、
2年次

本人 C型肝炎 ・被害の実態や偏見等について被害
者自身から直接伺うことにより、被
害者の気持ちに寄りそうことができ
る。
・教科書や座学で得られる知識では
なく、生きた学びの機会として重要
である。
・看護師を目指す者としての医療倫
理について考えさせることができ
る。

・本学では看護学科1･2年生合同
で、B型肝炎とC型肝炎の被害者の声
を聞く講演を交互に実施している。
それぞれの背景や被害の実態を知る
ことで、幅広く薬害問題を考えるこ
とができる。

東京医療学院大学 看護倫理学 4年次 本人 サリドマ
イド

対象者の体験をうかがうことにより
実際のご苦労や世間の対応について
実感できる。また障害のある人への
学生自身の態度を振り返るきっかけ
になる。
薬害被害について理解することがで
き、薬の承認過程などの重要性が実
感できる

・学生は講義を真剣に聞き入り、障害者に対す
る対応を振り返り、自身の態度を変えようと考
えていた。また医療事故を未然に防ぐ必要性に
ついても考えるきっかけになったと感想を述べ
ていた。
・講師から「自分を認めることは相手を認める
こと」という話を伺い、自分を受け入れること
の重要性に気づいた学生もいた。
・本学は助産師養成課程もあるため、サリドマ
イド被害について深く考えた学生もいた。
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大学名
授業科目

（特別講義）
または特別講演

履修
年次

講師
区分

取り上げ
た薬害等
の名称

メリット（有意義な点・利点等） 授業等に対する学生の反応・感想
複数の種類の薬害について授業等を

実施している場合の効果

東京医療保健大学
（医療保健学部看
護学科）

臨床薬理学 1年次 本人 輸入血液
製剤

代表的疾患・治療薬ならびに予防薬
の作用について学習しているが、
国・企業の対応、差別・偏見等につ
いて薬害被害者（家族）の方の話を
伺うことで、被害状況を理解し、被
害者の方が看護師に何を求めるか等
を聞くことができ、患者・被害者
（家族）の方の権利や医療安全（対
策）についての重要性を改めて考え
る機会となっている。

将来看護師を目指す学生にとって、薬害被害者
の方のお話を直接伺えることで、薬害について
考える貴重な時間となっている。

東京慈恵会医科大
学

看護と倫理 2年次 本人 サリドマ
イド

当事者から直接体験を聞かせていた
だくことで、学生は被害者の苦痛、
置かれた状況をよく理解できる。

人間の尊厳、相手の立場に立つ難しさを自覚し
た上で、対象が置かれている立場や考えを理解
することの重要性を理解する。

東京女子医科大学 薬理学 2年次 本人 HIV・HCV 当該授業は薬害被害者による講義形
式で行う。薬害を二度と繰り返さな
いためには自らが医療従事者として
どのようにすればよいのか、患者や
家族との信頼関係をどのように築い
ていくのかなどについて学生が考え
ることを目的としている。薬害被害
者の話を直接聞いた上で、同様の背
景にある患者の治療に関わる際にど
のようにすべきかを自発的に考える
中で、医療人としての使命を強く意
識させることができる。

ＨＩＶ／ＨＣＶ重複感染の方から講
義いただいている。重複感染患者の
治療の難しさを知った上で、患者の
治療に関わる際にどのようにすべき
かを本学の理念である至誠と愛に
沿って自発的に考え、医療人として
の使命を強く意識させることができ
る。

武蔵野大学 薬効安全性学（薬学
部）

3年次 本人 サリドマ
イド薬害

薬害被害者の話を直接聴くことによ
り、学生は薬剤師の役割や責任を実
感し、薬害を起こしてはならないこ
とを肝に銘じることが出来た。薬害
被害者の声を聴く会では他学部の学
生についても聴講可としている。

学生全員からの感想文では、被害者のみなら
ず、家族の生活や人生への影響の大きさ、被害
が薬によるものと認められるまでの苦労につい
て知り、医療に携わる人間の責任の重さを痛感
したなどの感想が多かった。何故薬害が起こる
のか、その原因をしっかりと認識した上で、医
療に携わりたいとする意見も多かった。

現在の様々な規制が何故定められて
いるのか、その経緯や背景を複数の
薬害被害者の声を通じて知る事が出
来た事は重要である。これらの講演
会を通じて学生の医薬品に対する意
識が変わり、その責任を自覚する機
会となっている。

関東学院大学 基礎看護技術Ⅲ 2年次 本人 C型肝炎 看護師を目指す学生として薬害につ
いて学びを深め、患者の服薬に関す
る状況の観察について重要性がわか
る
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大学名
授業科目

（特別講義）
または特別講演

履修
年次

講師
区分

取り上げ
た薬害等
の名称

メリット（有意義な点・利点等） 授業等に対する学生の反応・感想
複数の種類の薬害について授業等を

実施している場合の効果

湘南医療大学 薬と毒性学入門 1年次 本人 サリドマ
イド

薬害について、身近に感じることが
できる。

近年はサリドマイドの新たな発症はないため、
被害者本人から話を聞くことで、「本当にあっ
たこと」という真剣さが見られた。

昭和大学 地域医療入門 1年次 家族 イレッサ 薬害被害者遺族の話を聞くことで、
医薬品適正使用の重要性や、医療従
事者の責任を深く考える貴重な機会
となっている。

今年度のアンケートをまだ集計していないが、
昨年度の講義後アンケートを実施した結果、学
生からは以下のような反応が得られた。
　「薬害についての講義を聞き、薬害で苦しん
でいる人々の思いや願いを知ることができまし
た。医薬品は生命を救うこともあるけれど、奪
うこともあるということを学び、使用に際して
は細心の注意を払うことが重要だと感じまし
た。また、使用開始前の患者・家族への説明に
おいても副作用について十分に説明し、副作用
が起こったとしても早急に対応できる体制を整
えていく必要性を感じました。医師の志すもの
として、患者さんやご家族に寄り添った治療を
していきたいと強く思いました。」

横浜創英大学 看護管理学 3年次 本人 HIV薬害 講演及び障害の実際の状況を知るこ
とで、薬害について学生が深く考え
ることができること。通常の講義や
グループワークでは学べない薬害に
ついての知識を深められること。ま
た、学生は、薬害問題は社会全体で
考えることを認識できる。

紙面上では得られない生の声や生活上の障害を
知ることによって、将来医療に携わることへの
自覚が強化されたと言うリフレクションペー
パーが多い。

長岡崇徳大学 薬害講演会 1年次,2
年次,3
年次,4
年次

本人 サリドマ
イド

薬害被害者の声を直接聞くことに
よって、医療従事者として薬害問題
に関心を持たせることができる。

新潟医療福祉大学 診療看護論演習 2年次 本人 サリドマ
イド

・被害者の生の声、薬害の歴史を学
び、医療人としての心構えができ
る。・学内教員では講義できない内
容であり、差別について、医療にお
けるリスクについて学べている。
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大学名
授業科目

（特別講義）
または特別講演

履修
年次

講師
区分

取り上げ
た薬害等
の名称

メリット（有意義な点・利点等） 授業等に対する学生の反応・感想
複数の種類の薬害について授業等を

実施している場合の効果

新潟青陵大学 生命倫理学 3年次 本人,家
族

B型肝炎 有意義な点は、これまで学習してき
た看護とは別のアドボケイトの役割
に対する自覚を持つきっかけになっ
ていること、患者や家族の苦悩を知
ることで再発防止や支援の重要性を
学んでいることである。

学生たちは、被害者の身体面、精神面、社会面
にわたる苦悩を知り、今までの学習では感じた
ことのない感情を抱いている。「どうして防げ
なかったのか」「防ぐ機会はあったはずなの
に、なぜ声をあげる看護師がいなかったのか」
といった声や、「自分が医療職についたとき、
勇気を持って患者のアドボケイトとして声をあ
げたい」という責任感を感じている。
　また「現在行われている医療が果たして本当
に正しいのかどうか」、「患者にとって有益な
のかを常に考えたい」と最新の医療について学
ぶ必要性について認識するきっかけにもなって
いる。

金沢医科大学 薬害被害に関する講演
会

3年次 本人 未定 薬害被害者の声を直接聞くことで、
薬害被害について身近に感じ理解を
より深めることができ、医療従事者
としての責任について考える良い機
会となる。

朝日大学 「薬害被害者の声を聞
く」特別講義

1年次 本人 サリドマ
イド

薬害問題の実態に関して、その被害
者から生の声を聞ことで、その被害
や言われ無き偏見・差別の実態、社
会としての対応のあり方のみなら
ず、医療従事者として患者に寄り添
う意識を一層高めるとともに、薬の
為害性や倫理観についても理解を深
めることができる。看護の対象者の
人権や看護師の役割、責任を考える
うえで、効果的な学修機会となる。

薬害に対する恐ろしさ、薬害被害者本人との意
思疎通方法、薬害被害者の家族の気持ち等を改
めて考えることができた等の感想が聞かれた。
また、講演の中の「幸せとは自分が感じるもの
であって、他人が考えることではない」との言
葉が印象に残ったとの感想も聞かれた。
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「実際にヒトが服用してみないとわからなかっ
た薬害ですが、日本は他の国に遅れること1ヶ月
の販売停止でした。もっと対応が早ければ被害
者は少なかったと思います。政府に限らず、早
く気づいて早く対処することが大切だと思いま
した。」「「患者の犠牲の上に医療があること
を忘れないでほしい」とおっしゃっていたのが
すごく印象に残っている。」「「薬害」という
のは”人災“であり原因薬が回収されるため避
ける努力ができるが、「副作用」はそうはいか
ないと知った。」「看護師は薬を投与する機会
が多くあるので、薬について詳しく学ばず薬を
投与してしまうと知らないうちに加害者側に
なってしまう可能性があるので、薬についての
知識を身につけておくことが大事だと考え
た。」「新薬を販売するために多くの人が実験
台にされ、患者の犠牲の上で成り立っていると
いうのを聞いて驚いた」「　アメリカに行って
患者会などでできないことを考えるのではな
く、こんなことができるということを教えても
らえる環境があったことで不安が少なくなり、
同じように苦しむ人を増やしたくないという気
持ちで今活動をしているということなので、自
分も同じ病気や症状の人に寄り添っていけるよ
うな看護師になりたいという気持ちをもって目
指していることを忘れずに勉強していきたいと
思った。」「将来、看護師として、障害を持つ
人や病気になってしまった人と関わるときに、
その人たちができることを最大限に広げていけ
るような看護や、アイデアを考えられるように
なりたいと思いました。」「増山さんが「被害
者の蓄積が唯一の断定方法である。」とおっ
しゃっていたが、それはとても悲しいことだと
感じた。」「医療が発展していくためには、少
なからず被害を受ける方がいて、その上で医療
が発展していくという話を聞き、覚悟を持って
将来の夢である看護師を目指していこうと思っ
た。」など

薬害被害者本人から実体験を聞くこ
とで薬害がもたらした様々な問題に
ついて深く理解させることができ
る。また、ベッドサイドで患者に触
れる機会の多い看護師が薬の副作用
にいち早く気づくことの重要性を学
生に理解させることができ、薬理学
全体を通しての学習意欲向上にもつ
ながる。また、薬害被害者として障
害を抱えながらもひたむきに生きる
被害者の姿が人間の生き様として、
人生の先輩として、若い学生に勇気
と感動を与えることにつながる。さ
らには、患者を守るという医療者と
しての自覚の涵養にもつながる。

サリドマ
イド

本人1年次薬理学中部大学
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豊橋創造大学 公衆衛生看護学概論 3年次 本人,家
族

B型肝炎 薬害被害者及びその家族の方から実
体験を聞くことで、薬害がもたらし
た様々な問題について理解を深める
ことができる。
また、これから医療従事者を目指す
ものとして、求められる知識や態
度、行動などを考える機会となり、
専門職者としての責務への自覚が高
まる。

当事者の声を聞くことにより、薬害を身近な問
題として考える機会となり、今まで授業で学ん
だ内容の理解も深まったとの意見が多く寄せら
れた。また、将来看護師として患者と接する立
場として、薬害の当事者らの直接の声を聞いた
ことで、自らをあらためて省み、課題等をあげ
ている。

当事者の声を聞くことにより、薬害
を身近な問題として考える機会とな
り、今まで授業で学んだ内容の理解
も深まったとの意見が多く寄せられ
た。また、将来看護師として患者と
接する立場として、薬害の当事者ら
の直接の声を聞いたことで、自らを
あらためて省み、課題等をあげてい
る。

鈴鹿医療科学大学 臨床薬理学 3年次 本人 スモン 医薬品情報の大切さ、医薬品適正使
用の重要性、医薬品評価、副作用救
済制度等における理解向上と看護師
の役割についての認識が深まること
が期待できる。

講義後のアンケートにより被害者の声を直接聞
き、医薬品情報の大切さについて意識・認識が
深まっていると思う。

看護学科カリキュラムの中で、薬害
については1年次選択科目「薬の役
割・薬のできるまで」を受講し、3
年必修科目臨床薬理学で薬害被害者
の体験と救済制度を、そして今年度
から4年次に特別講義としてHB肝炎
ウィルスの薬害被害・救済制度を学
びを○。このように学習機会を増や
すことにより学習内容は強化され、
看護の専門知識をもとにした薬害被
害者の体験に関する理解が深まり、
看護者として果たすべき役割がより
具体的になる。

京都橘大学 キャリア開発演習Ⅳ 2年次 本人 血液製剤
とAIDS他

講師に当事者の方を迎え、直接、話
を伺うことによって、その具体的な
体験や思いを聞くことができる。ま
た、そこから自分の考えを深めるこ
とができる。

（前年度までの授業）薬害に関してHIVのみでな
くほかの薬害に関しても触れて講義していただ
いた。その中で当事者である方やご家族の苦し
みも直に講義を通して知ることができた。ま
た、制度や保障に関してもどのようなものがあ
るのかを知る機会を得た。これらを通して、患
者さんやご家族と関わることが必要だと感じ、
今後、医療者として、看護職としてどう対応す
る必要があるか等、考える機会となった。
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同志社女子大学 母子保健看護概論 2年次 家族 陣痛促進
剤

薬害被害の視点からに医療現場に潜
むリスクについて理解を深める機会
となった。さらに看護職に求められ
る知識や態度、行動を考える機会と
なり、専門職者としての責務への自
覚につながった。

実施前につき不明だが、2022年度実施では、看
護職（医療従事者）としての役割と医療の消費
者として貴女がするべきことの2つの視点での感
想を求めており、看護職としては、丁寧なイン
フォームドコンセント、薬剤の副作用や使用方
法・適切な投与量を勉強する、薬剤投与などの
治療目的と適応を考える、薬剤使用中や使用後
の観察をしっかりする、患者様の訴えや気持ち
に寄り添う、陣痛促進剤の事故についてもっと
広く知られるべきだ、などの感想があった。一
方、医療の消費者としては、疑問に思ったとき
は説明を求める、自分でも情報収集する、診療
明細書でも行われた医療行為を確認する、納得
して治療を受ける、お任せや受け身の患者にな
らない、セカンドオピニオンも活用する、薬剤
の添付文書をしっかりと読む、万が一薬害が生
じた際には被害が拡大しないように働きかけ
る、などの感想があった。

佛教大学 （学部講演）薬害に関
する講演

1年次,2
年次

本人 血液製剤
によるHIV
感染

血液製剤によりHIVに感染した当事
者の講演から、薬害・医療事故に遭
遇した被害者の方々の実情を知り、
再び薬害・医療事故被害を生じさせ
ないために、医療の安全と人権擁護
について学ぶことができる。
これから各領域の実習が開始される
前に受講することで、看護職者とし
ての自覚や責任を促すことができ
る。

四條畷学園大学 看護倫理 4年次 本人 未定 看護専門職としての倫理的責任と倫
理的行動、倫理的問題に対する認識
能力と感受性について、自らの実習
経験をとおして考察することができ
る。
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摂南大学 看護倫理 4年次 家族 陣痛促進
剤による
薬害被害

薬害被害者の生の声は、看護学教育
コアカリキュラムの内、Ａ 看護系
人材（看護職）として求められる基
本的な資質・能力　A-1 プロフェッ
ショナリズム　A-1-2) 看護の基盤
となる基本的人権の理解と擁護、Ｂ
社会と看護学　B-2 社会システムと
健康　B-2-2) 環境と健康　の習得
に極めて強いインパクトを与え、学
生のモチベーションが格段に向上す
ると考える。

宝塚大学 公衆衛生学 2年次 本人 薬害エイ
ズ

害エイズ問題の背景を知り、HIV訴
訟の原告当事者から話を伺うことで
患者の置かれた立場や苦悩、当時の
時代背景を含めて深く学ぶ機会と
なった。医療従事者を目指す本学部
の学生にとって、兼ね備えておかな
ければならない医療の史実に関する
ことを学び、それを深めることがで
きた。

HIV訴訟原告団長自らが語る言葉の重みと、薬害
エイズや日本の血液行政について知らないこと
ばかりであり驚愕と共に深い学びになった。看
護師を目指す上で知ってくべき内容だと思っ
た、といった感想が寄せられた。

関西看護医療大学 感染と免疫 2年次 本人 B型肝炎 学生の倫理観につながるとともに、
学習意欲の向上に役立っている。

厳しい現実を知り、医療従事者を目指すものの
心構えを改めて痛感した。

神戸女子大学 看護倫理 4年次 家族 陣痛促進
剤　無痛
分娩（麻
酔薬）

ご自身が薬害被害者家族であり、長
年にわたって薬害と医療事故に関す
る市民活動を実践してきた講師によ
る、被害者としての体験を生の声か
ら理解できる。また、多くの薬害の
事実薬害と医療事故に関する市民活
動の実践について幅広く知り、看護
職としての倫理について考えを深め
るために、大変インパクトのある講
義となっている。

卒業を間近に控えた4年生後期の看護倫理の授業
において、薬害被害者家族の切実な思いと、薬
害に関する多くの事実を知り、さらに被害者の
立場から看護職に望む倫理的な感性や態度、倫
理に基づく実践について学ぶことができた。
数ヵ月後には看護師として実践の場に出る前に
この授業を受けることで、学生達は身の引き締
まる思いを強くしていた。
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武庫川女子大学 成人看護学概論 1年次 本人 薬害筋短
縮症

・1年次の段階で薬害被害者の声を
直接聞くことにより、薬害や薬害被
害者が置かれる社会的状況に関する
知識を深め、看護師になる者として
の責任や課題意識を持って今後の学
修に臨める。
・学生の倫理観の醸成につながると
ともに学習意欲の向上に役立つ。

令和4年度に初めて上記授業を実施したが、その
際の学生の反応・感想として、「これまで医師
の指示や処方は絶対的に正しいものと認識して
いたが、指示を受け薬剤投与を行う看護師とし
て、本当にその方にその薬剤が必要なのか、そ
の投与方法が適切なのか、見極める必要がある
と思った」「おかしいと思ったこと、疑問に感
じたことをそのままにせず、声に出していくこ
とが大切だと思った」等が挙げられた。

畿央大学 保健医療福祉システム
論Ⅰ

4年次 家族 陣痛促進
剤

薬害の被害に関する現状と問題点及
び課題について当事者の立場から直
接具体的な話を聞くことにより、薬
害被害に対する問題意識が高まっ
た。

・陣痛促進剤がこのような薬害をもたらしてい
ることを知らなかった。当事者家族のお話しを
聞くことができて、薬は良い効果をもたらすだ
けではなく、害になることもあるので、薬の効
用と副反応、禁忌や投与方法などは看護師とし
て、正しい知識を身につけていく必要があると
感じた。
・薬害によって様々な被害を受けた事例を聞く
ことはとても心苦しかったけれど、今後医療従
事者になるにあたり、人の命に携わる職業とい
う自覚をもち責任のある行動をとらなければな
らないと改めて考えることができた。どんな時
でも患者様とその家族の立場を忘れず、一人一
人の声に耳を傾けられる看護師になることが必
要だとも感じた。
・薬害の実情について学ぶ機会はなかったた
め、知らないことばかりだと思った。薬害の怖
さや患者と家族に与える影響を医療職者として
正しく理解しようと努めることが必要だと思っ
た。

安田女子大学 まほろば教養ゼミ 4年次 本人 サリドマ
イド

宇部フロンティア
大学

特別授業（薬害被害者
講演会）

4年次 本人 HIV 薬害被害者に直接話しを聞くことが
でき、薬害被害者となった経緯、思
い、差別や偏見の実情など、被害者
でなければ伝えることができない内
容である

「貴重な体験であり、理解ができた(多数）」、
「高度な知識や技術だけでなく寄り添うという
人間だからこそできる行動についてもスキルを
磨きたい。」、「医療者だけでなく、人から掛
けてもらった言葉や行動で救われたことがわ
かった」といった声があった。

講義が4年生ということで、全ての
関連科目が終わっているため、理解
がすすんだと考えられる
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久留米大学 生命・看護倫理 1年次 本人 サリドマ
イド

１．薬害被害者に対するリアルな関
心、心を寄せられるようになる。
２．自己の健康管理への関心の向上

多くの学生が障害のある人の苦悩や不利益、そ
の後の将来などに思いを寄せる必要性を感じ、
共感以上に今後の看護職者として活かしていき
たいと感じていました。

産業医科大学 看護倫理学 2年次 本人 薬害エイ
ズ事件

薬害被害の方の体験を拝聴すること
により、看護専門職として、正確で
丁寧なインフォームドコンセントの
重要性、薬剤投与の目的・適応、使
用方法・適切な投与量、副作用に対
する学修の必要性、薬剤使用前・
中・後の観察の重要性、患者の訴え
や気持ちに寄り添うことで薬害の予
防ができること、また専門職として
の責務について理解が深まると考え
ます。
また、薬害エイズ問題が過去のもの
となり、2歳前後の学生は、知らな
い、過去の問題となり風化しつつあ
り、さらに、ケアギバーの高齢化問
題、未婚率の高さなど、これからの
医療を人材には新たな課題が提示さ
れる。

昨年度は、講師がZoomで実施されたため、臨場
感はあまりなかった。しかしながら、学生に
とっては、薬害エイズの被害は過去の出来事で
あり、教育の必要性があることがわかった。本
年度に関しては、開講時期が後期科目であるこ
とから、現時点では学生の反応についてのお答
えはできません。

福岡大学 薬のはたらきと薬物療法 2年次 本人 薬害Ｃ型
肝炎

学生が医療者としての責任を自覚で
きる。また直接、薬害被害者の話を
聴くことで、看護者として薬害が繰
り返されないために、他人の痛みを
自分の痛みとして感じる感性や想像
力をもつことの重要性を認識でき、
薬物投与における倫理的感受性を高
めることができる。

熊本保健科学大学 生命と倫理 4年次 本人 薬害C型肝
炎（フィ
ブリノゲ
ン）

リアリティのある話として「薬害」
を実感させていただく点である。
「人の痛みを自分の痛みとして感じ
る」感性や想像力が養われる。

学生はみな大変真剣に聴講している。薬害の被
害にあわれた方、また、そのご家族の苦しみ・
悲しみ・怒りに深い同情の感を学生もいる。医
療の安全性を確保するための努力を怠ってはな
らないという想いを深くしている。

聴講した学生が日本の薬害の実態に
ついて認識を持つことができる。学
生は将来の医療人として、薬につい
ての正しい知識が必要であることを
身に染みて感じることができる。
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薬害問題に対する各大学の取組状況（令和５年度　薬学部）

１．薬害被害について学ぶ授業の実施

２．薬害被害者の声を直接聞く授業（特別講義など）の展開

○国立（１４大学１４学部）

NO 大学名 １ ２ １．に該当する授業科目名 ２．に該当する授業科目名又は特別講演名

1 北海道大学 ○ ○

薬学概論、医薬品情報学（薬学科）、
医薬品情報学（薬科学科）、医薬品開
発論（薬学科）、医薬品開発論（薬科
学科）、臨床薬学事前演習（薬学
科）、薬事関連法規（薬学科）、薬事
関連法規（薬科学科）、医薬品安全性
学（薬学科）、医薬品安全性学（薬科
学科）

薬学概論

2 東北大学 ○ ○ 薬学概論２、薬理学３、衛生化学１ 薬学概論２

3 千葉大学 ○ ○
専門職連携Ⅰ、医療行政学、医療薬学
Ⅱ、医薬品臨床開発、基礎医療薬学

専門職連携Ⅰ

4 東京大学 ○ ○
医薬品安全性学、医薬品情報学、医薬
品評価科学

薬学特別講義

5 富山大学 ○ ○ 医療学入門 医療学入門

6 金沢大学 ○ ○
医薬保健学基礎Ⅱ、薬学関係法規Ⅰ、
毒性学、医薬品安全性学、健康権と医
療

医薬保健学基礎Ⅱ、医薬品安全性学

7 京都大学 ○ ○ 医療社会学
薬害再発防止のために薬害エイズの経験か
ら

8 大阪大学 ○ ○
薬学入門１、薬学入門３、薬事関係法
規・薬局方概論、薬物治療演習１、現
代の生命倫理・法・経済を考える

薬学入門３

9 岡山大学 ○ ○
医薬品開発学、臨床準備教育１、臨床
準備教育５

臨床準備教育５

10 広島大学 ○ ○

医薬品情報学（薬学科）、医薬品情報
学（薬科学科）、患者志向型合宿勉強
会事前講義「薬害を考える」（薬学
科）、患者志向型合宿勉強会事前講義
「薬害を考える」（薬科学科）、薬学
概論（薬学科）、薬学概論（薬科学
科）

患者志向型合宿勉強会

11 徳島大学 ○ ○
医療における人間学、基礎医療薬学、
医薬品情報学、社会薬学、実務実習事
前学習

SIH道場～アクティブ・ラーニング入門～

12 九州大学 ○ ○ 薬害 薬害

13 長崎大学 ○ ○ 薬学概論Ⅱ、医療倫理Ⅰ、医療倫理Ⅱ 薬学概論Ⅱ

14 熊本大学 ○ ○ 医療倫理学II 医療倫理学II

合計 1 2

行っている 14学部 14学部 １．薬害被害について学ぶ授業の実施

検討中 0学部 0学部 ２．薬害被害者の声を直接聞く授業（特別講義など）の展開

行っていない 0学部 0学部

○公立（５大学５学部）

NO 大学名 １ ２ １．に該当する授業科目名 ２．に該当する授業科目名又は特別講演名

1 岐阜薬科大学 ○ ○ 医薬品安全性学、免疫学、公衆衛生学 医薬品安全性学

2 静岡県立大学 ○ ○
医薬品安全性学、薬物動態学 I、薬剤
学、毒性学、創薬科学

薬学講座

3 名古屋市立大学 ○ ○
医薬看連携地域参加型学習、薬学概論
Ⅱ、薬理学Ⅳ、薬理学Ⅱ

医薬看連携地域参加型学習、薬理学Ⅱ、薬
理学Ⅳ

4 和歌山県立医科大学 ○ × 毒性学、社会薬学演習、医療倫理

5 山口東京理科大学 ○ ○ 薬学倫理、医療安全学２ 薬学倫理
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合計 1 2

行っている 5学部 4学部 １．薬害被害について学ぶ授業の実施

検討中 0学部 0学部 ２．薬害被害者の声を直接聞く授業（特別講義など）の展開

行っていない 0学部 1学部

○私立（５８大学６０学部）

NO 大学名 １ ２ １．に該当する授業科目名 ２．に該当する授業科目名又は特別講演名

1 北海道医療大学 ○ ○
基礎薬学概論、医療薬学概論、社会薬
学Ⅰ、毒性影響と評価、医薬品安全、
実務社会薬学複合演習

毒性影響と評価、実務社会薬学複合演習

2 北海道科学大学 ○ ○
医療倫理学、薬と社会、医薬品開発
論、薬事関連法制論I

薬と社会

3 青森大学 ○ ○ 薬学概論Ⅰ、薬倫理学 薬倫理学

4 岩手医科大学 ○ ○
医薬安全性学、医療倫理とヒューマニ
ズム、薬事関係法規・制度２

薬学入門、医療倫理とヒューマニズム

5 東北医科薬科大学 ○ ×

薬品毒性学、キャリア開発講座、医薬
品安全性学、薬物管理概論、医療倫理
入門、地域医療、薬事関連法規Ⅰ、薬
学入門演習

※新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、実施できなかった

6 医療創生大学 ○ ×

健康と薬、イグナイト教育２Ｂ 及びイ
グナイト教育３（合同）、薬事関係法
規、医薬品開発概論、薬品安全性学、
ファーマドリルファイナル（社会）

7 奥羽大学 ○ ○ チーム医療学演習Ⅱ チーム医療学演習Ⅱ

8 国際医療福祉大学 ○ ○

薬学概論、早期体験実習、衛生化学Ⅱ
（毒性・代謝）、OTC医薬品概論、薬学
演習Ⅲ、医薬品安全性学、医薬品情報
学Ⅰ

早期体験実習

9 国際医療福祉大学（福岡薬学部） ○ ○ 早期体験実習、薬学概論 早期体験実習（薬害講義）

10 高崎健康福祉大学 ○ ○ 薬学と社会 薬学と社会

11 城西大学 ○ ○
病原微生物学、毒性学B、有機化学A、
病態学A、栄養生理学、医薬品開発論、
基礎有機化学、薬理学B、公衆衛生学

フレッシュマンセミナー（薬学）Ｂ

12 日本薬科大学 ○ ○
患者の安全と薬害防止、医薬品の安全
性

患者の安全と薬害防止

13 城西国際大学 ○ ○
薬学概論、公衆衛生学、医療薬剤学
Ⅱ、医薬品化学、毒性学、薬事関係法
規

薬害エイズ事件の被害と現在・今後の課題

14 千葉科学大学 ○ ○
コミュニケーション、薬事関係法規、
ヒューマニズムⅡ

コミュニケーション

15 帝京平成大学 ○ ○
薬学概論、フレッシュセミナーⅠＡ
（薬剤師倫理）、医薬品の安全性

フレッシュセミナーⅠＡ（薬剤師倫理）

16 東京理科大学 ○ ○
薬学入門（6年制）、薬学入門（４年
制）、疾病と病態総論、医療安全学

薬学入門（6年制）、薬学入門（４年制）

17 東邦大学 ○ ○
薬事関係法規・制度Ⅰ、薬学入門、プ
レゼンテーション、ヒューマニズム
Ⅳ、薬事関係法規・制度Ⅱ

薬学入門、ヒューマニズムⅣ

18 日本大学 ○ ○
早期臨床体験、法学入門、医療倫理、
医療と法、健康リスク評価概論

早期臨床体験

19 北里大学 ○ ○
医薬品安全性学Ⅱ、医薬関連制度、薬
事行政、薬と仕事Ⅱ、社会薬学実習

薬と仕事Ⅱ

20 慶應義塾大学 ○ ○
医療・薬剤師倫理、薬事関係法規１ 、
薬物治療学２、化学物質の生体影響

医療・薬剤師倫理

21 昭和大学 ○ ○

地域医療入門、生と死、薬剤師と医薬
品に係る法規範Ⅱ、ファーマシュー
ティカルケアプログラム（医薬品の副
作用・有害事象）

地域医療入門、生と死

22 昭和薬科大学 ○ ○
医薬品情報学、医療倫理学、医薬品の
安全性

医薬品情報学、医療倫理学

23 東京薬科大学 ○ ○

人間と薬学Ⅰ、社会と薬学、医療倫理
学、医薬品安全性評価学、薬局・病院
薬学、医療薬学演習Ⅱ医薬品開発と臨
床試験、医療薬物薬学特論Ⅱデータ解
析集中講座

人間と薬学Ⅰ

24 星薬科大学 ○ ○
薬学の心構え、薬学と社会Ⅰ、疾患・
有害事象の症候、医薬品開発と生産の
ながれ

薬学の心構え

25 武蔵野大学 ○ ○
病態学１、薬物療法学１、薬効安全性
学、キャリアデザイン１

病態学１、薬効安全性学
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NO 大学名 １ ２ １．に該当する授業科目名 ２．に該当する授業科目名又は特別講演名

26 明治薬科大学 ○ ○

医療倫理、薬学と社会Ⅰ、レギュラト
リーサイエンス、医薬品開発、臨床薬
学基礎実習、事前実務実習、総合人文
社会科学、医薬品管理学

総合人文社会科学

27 帝京大学 ○ ○ 医療社会学、医療品安全性学 医薬品安全性学

28 湘南医療大学 ○ ○ 薬学入門 I、薬と毒性学入門 薬と毒性学入門

29 横浜薬科大学 ○ ○
薬学概論、医療と法律、薬事関連法
規・制度、医薬品情報学、医薬品副作
用学、医療倫理学

薬学概論

30 岐阜医療科学大学 ○ 検討中
薬事関連法規、公衆衛生学、薬理学
III、薬学概論、医薬品副作用学

31 新潟薬科大学 ○ × 薬害・医療事故被害者から学ぶ

32 北陸大学 ○ ○
医療人、早期体験学習、薬学と社会、
臨床統計学、先端医薬概論、薬毒物代
謝学

早期体験学習、臨床統計学

33 愛知学院大学 ○ ○
薬学概論、医薬品毒性学、生体予防薬
学特論、基礎薬学演習Ⅰ、統合型学習

薬学概論、医薬品毒性学

34 金城学院大学 ○ ○
薬学概論（１）、基礎薬学演習（B）、
衛生化学（２）、感染症学、薬事関係
法規・制度

基礎薬学演習B

35 名城大学 ○ ○ 薬剤師の使命Ⅰ 薬剤師の使命Ⅰ

36 鈴鹿医療科学大学 ○ ○
薬学への招待、治験・調剤学、薬の役
割・薬のできるまで、基礎薬学演習、
薬害・副作用学

薬学への招待、治験・調剤学

37 京都薬科大学 ○ ○

医療の担い手としてのこころ構えＢ、
天然医薬品学B、医療薬学Ａ、臨床情報
学、医薬開発論、薬事関連法規、漢方
医療薬学

早期体験学習

38 同志社女子大学 ○ ○
早期体験学習Ⅰ、臨床薬学概論、薬の
発明・発見史Ⅱ、病態生化学Ⅰ、薬事
関連法規・制度、医療安全性学

早期体験学習Ⅰ、医療安全性学

39 立命館大学 ○ ○ 薬学概論、薬学応用演習 薬学応用演習

40 大阪大谷大学 ○ ○
医薬品開発学A、毒性学、薬学概論、医
療情報薬学、医療倫理学演習

医療倫理学演習

41 大阪医科薬科大学 ○ ○

薬物治療学３、薬事関連法・制度、コ
ミュニティファーマシー、臨床導入学
習２、医薬品安全性学、医薬品情報評
価学、レギュラトリーサイエンス

多職種連携論３ー医療倫理

42 近畿大学 ○ ○
生命倫理、薬学概論、医薬品情報学、
医薬連携学習、医療・薬事関係法規２

早期体験学習（薬害講演会）

43 摂南大学 ○ ○
生命倫理学、薬剤師になるために、患
者安全、医薬品情報学、社会薬学

薬剤師になるために

44 神戸学院大学 ○ ○
医療の中の薬学、ヒューマニズム、医
薬品化学Ⅱ

医療の中の薬学

45 神戸薬科大学 ○ ○
薬学入門、社会薬学Ⅱ、初期体験臨床
実習

社会薬学Ⅱ、初期体験臨床実習

46 兵庫医科大学 ○ ○
医薬品安全性学、新・医薬品開発学、
アカデミックリテラシー、基礎有機化
学１、有機化学１、新・医薬品化学

医薬品安全性学

47 姫路獨協大学 ○ ×
薬学概論、医療倫理、実務実習事前特
別講義、薬物副作用論

※新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、実施できなかった

48 武庫川女子大学 ○ ○

初期演習II（薬学科）、ヒューマニズ
ム論Ⅰ（薬学科）、医薬品化学（薬学
科）、医薬品開発論（薬学科）、臨床
薬学基本実習Ⅰ（薬学科）、医薬品情
報学（薬学科）、生命倫理学（健康生
命薬科学科）、健康生命薬科学概論
（健康生命薬科学科）

初期演習II（薬害被害について）（薬学
科）

49 就実大学 ○ ○
公衆衛生学、新薬開発論、薬学対話演
習

薬学対話演習

50 広島国際大学 ○ ○
医薬品の開発と生産、病態と薬理総
論、社会集団と健康、薬学と社会・薬
事関係法規、医薬品情報

薬学へのいざない

51 福山大学 ○ ○ 生命倫理 生命倫理

52 安田女子大学 ○ ○
薬剤師論Ⅰ、臨床薬剤学Ⅰ、臨床薬剤
学Ⅱ、薬事関係法規、医薬品情報学
Ⅰ、薬理学Ⅰ

薬害を知る（「まほろば教養ゼミ」内）

53 徳島文理大学 ○ ×
薬学概論、社会薬学、毒性学、がん疾
患の薬物学

54 徳島文理大学（香川薬学部） ○ ○
医薬品安全性学、薬理遺伝学、医療倫
理学

医療倫理学
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NO 大学名 １ ２ １．に該当する授業科目名 ２．に該当する授業科目名又は特別講演名

55 松山大学 ○ ○
薬剤師と医療、医療倫理１、社会の中
の薬剤師、病原体としての微生物、臨
床調剤、実践社会薬学

薬剤師と医療、医療倫理１

56 第一薬科大学 ○ ○
医療概論、生命・医療倫理学、早期臨
床体験、薬事関係法規・制度

医療概論

57 福岡大学 ○ ○
医薬品安全性学、医療情報学、医薬品
開発・経済学、薬事関係法規論、薬学
概論、薬事行政論

医薬品安全性学

58 長崎国際大学 ○ ○
薬事関係法規、医薬品情報論、裁判化
学、薬学入門

薬学入門

59 崇城大学 ○ ○
薬学概論、医薬品安全性学Ⅰ、実務実
習事前学習Ⅰ

薬学概論

60 九州保健福祉大学 ○ ○
薬学入門、薬学と生命倫理Ⅰ、薬学と
生命倫理Ⅱ

薬学入門

合計 1 2

行っている 60学部 54学部 １．薬害被害について学ぶ授業の実施

検討中 0学部 1学部 ２．薬害被害者の声を直接聞く授業（特別講義など）の展開

行っていない 0学部 5学部

○国公私立（７７大学７９学部）

合計 1 2

行っている 79学部 72学部

検討中 0学部 1学部

行っていない 0学部 6学部
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①薬害の原因や実態だけでなく、被害者や遺族に対する国・製薬企業の対応の歴史について取り上げている授業科目名
②被害者や遺族への差別や偏見の問題を取り上げている授業科目名

○国立（１４大学１４学部）
NO 大学名 ①②両方 １に該当する授業科目名 ２に該当する授業科目名

1 北海道大学 ○

薬学概論、医薬品情報学（薬学科）、医
薬品情報学（薬科学科）、医薬品開発論
（薬学科）、医薬品開発論（薬科学
科）、臨床薬学事前演習（薬学科）、薬
事関連法規（薬学科）、薬事関連法規
（薬科学科）、医薬品安全性学（薬学
科）、医薬品安全性学（薬科学科）

薬学概論、医薬品開発論（薬学科）、医
薬品開発論（薬科学科）

2 東北大学 ○ 薬学概論２、薬理学３ 薬学概論２

3 千葉大学 ○
専門職連携Ⅰ、医療行政学、基礎医療薬
学

専門職連携Ⅰ

4 東京大学
医薬品安全性学、医薬品情報学、医薬品
評価科学

5 富山大学 ○ 医療学入門 医療学入門

6 金沢大学 ○
医薬保健学基礎Ⅱ、薬学関連法規Ⅰ、毒
性学、医薬品安全性学、健康権と医療

医薬保健学基礎Ⅱ、薬学関連法規Ⅰ、医
薬品安全性学、健康権と医療

7 京都大学 医療社会学

8 大阪大学 ○
薬学入門３、薬事関係法規・薬局方概
論、薬物治療演習１、現代の生命倫理・
法・経済を考える

薬物治療演習１、現代の生命倫理・法・
経済を考える

9 岡山大学 ○
医薬品開発学、臨床準備教育１、臨床準
備教育５

医薬品開発学、臨床準備教育５

10 広島大学 ○

医薬品情報学（薬学科）、医薬品情報学
（薬科学科）、患者志向型合宿勉強会事
前講義「薬害を考える」（薬学科）、患
者志向型合宿勉強会事前講義「薬害を考
える」（薬科学科）、薬学概論（薬学
科）、薬学概論（薬科学科）

患者志向型合宿勉強会事前講義「薬害を
考える」（薬学科）、患者志向型合宿勉
強会事前講義「薬害を考える」（薬科学
科）、薬学概論（薬学科）、薬学概論
（薬科学科）

11 徳島大学 ○ 医療における人間学、社会薬学 医療における人間学

12 九州大学 ○ 薬害 薬害

13 長崎大学 ○ 薬学概論Ⅱ、医療倫理Ⅱ 医療倫理Ⅱ

14 熊本大学 ○ 医療倫理学Ⅱ 医療倫理学Ⅱ

①に該当する授業科目がある 14学部 １薬害の原因や実態だけでなく、被害者や遺族に対する国・製薬企業の対応の歴史について取り上げている授業科目
②に該当する授業科目がある 12学部 ２被害者や遺族への差別や偏見の問題を取り上げている授業科目

①②両方該当する授業科目がある 12学部

○公立（５大学５学部）
NO 大学名 ①②両方 １に該当する授業科目名 ２に該当する授業科目名

1 岐阜薬科大学 ○ 医薬品安全性学、免疫学、公衆衛生学 医薬品安全性学

2 静岡県立大学 ○ 医薬品安全性学 医薬品安全性学

3 名古屋市立大学 ○
医薬看連携地域参加型学習、薬学概論
Ⅱ、薬理学Ⅳ、薬理学Ⅳ、薬理学Ⅱ

医薬看連携地域参加型学習、薬学概論
Ⅱ、薬理学Ⅳ、薬理学Ⅳ、薬理学Ⅱ

4 和歌山県立医科大学 ○ 社会薬学演習、医療倫理 医療倫理

5 山口東京理科大学 ○ 薬学倫理、医療安全学２ 薬学倫理、医療安全学２

①に該当する授業科目がある 5学部 １薬害の原因や実態だけでなく、被害者や遺族に対する国・製薬企業の対応の歴史について取り上げている授業科目
②に該当する授業科目がある 5学部 ２被害者や遺族への差別や偏見の問題を取り上げている授業科目

①②両方該当する授業科目がある 5学部

○私立（５８大学６０学部）
NO 大学名 ①②両方 １に該当する授業科目名 ２に該当する授業科目名

1 北海道医療大学 ○
基礎薬学概論、医療薬学概論、社会薬学
Ⅰ、毒性影響と評価、実務社会薬学複合
演習

基礎薬学概論、医療薬学概論、毒性影響
と評価、実務社会薬学複合演習

１．薬害被害について学ぶ授業の実施状況（令和５年度　薬学部）
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NO 大学名 ①②両方 １に該当する授業科目名 ２に該当する授業科目名

2 北海道科学大学 ○ 薬と社会 薬と社会

3 青森大学 ○ 薬学概論Ⅰ、薬倫理学 薬学概論Ⅰ、薬倫理学

4 岩手医科大学 ○
医薬安全性学、医療倫理とヒューマニズ
ム、薬事関係法規・制度２

医薬安全性学、医療倫理とヒューマニズ
ム

5 東北医科薬科大学 ○
薬品毒性学、キャリア開発講座、医療倫
理入門、薬事関連法規Ⅰ、薬学入門演習

薬品毒性学、薬学入門演習

6 医療創生大学 ○
イグナイト教育２Ｂ 及びイグナイト教育
３（合同）、薬事関係法規、医薬品開発
概論、薬品安全性学

イグナイト教育２Ｂ 及びイグナイト教育
３（合同）、薬事関係法規、医薬品開発
概論、薬品安全性学

7 奥羽大学 ○ チーム医療学演習Ⅱ チーム医療学演習Ⅱ

8 国際医療福祉大学 ○
薬学概論、早期体験実習、衛生化学Ⅱ
（毒性・代謝）、OTC医薬品概論、薬学演
習Ⅲ、医薬品安全性学、医薬品情報学Ⅰ

早期体験実習、薬学演習Ⅲ

9 国際医療福祉大学（福岡薬学部） ○ 早期体験実習、薬学概論 早期体験実習、薬学概論

10 高崎健康福祉大学 ○ 薬学と社会 薬学と社会

11 城西大学 ○ 毒性学B 毒性学B

12 日本薬科大学 ○ 患者の安全と薬害防止 患者の安全と薬害防止

13 城西国際大学 ○
薬学概論、公衆衛生学、医薬品化学、薬
事関係法規

薬学概論、毒性学、薬事関係法規

14 千葉科学大学 ○
コミュニケーション、薬事関係法規、
ヒューマニズムⅡ

コミュニケーション、ヒューマニズムⅡ

15 帝京平成大学

16 東京理科大学 ○
薬学入門（6年制）、薬学入門（4年
制）、疾病と病態総論、医療安全学

薬学入門（6年制）、薬学入門（4年制）

17 東邦大学 ○ 薬学入門、ヒューマニズムⅣ
薬学入門、プレゼンテーション、ヒュー
マニズムⅣ

18 日本大学 ○ 早期臨床体験、医療倫理、医療と法 早期臨床体験

19 北里大学 ○
医薬品安全性学Ⅱ、医薬関連制度、薬事
行政、薬と仕事Ⅱ、社会薬学実習

薬と仕事Ⅱ、社会薬学実習

20 慶應義塾大学 ○ 医療・薬剤師倫理、薬事関係法規１ 医療・薬剤師倫理、薬事関係法規１

21 昭和大学 ○

地域医療入門、生と死、薬剤師と医薬品
に係る法規範Ⅱ、ファーマシューティカ
ルケアプログラム（医薬品の副作用・有
害事象）

地域医療入門、生と死、ファーマシュー
ティカルケアプログラム（医薬品の副作
用・有害事象）

22 昭和薬科大学 ○
医薬品情報学、医療倫理学、医薬品の安
全性

医薬品情報学、医療倫理学

23 東京薬科大学 ○

人間と薬学Ⅰ、社会と薬学、医療倫理
学、医薬品安全性評価学、薬局・病院薬
学、医療薬学演習Ⅱ医薬品開発と臨床試
験、医療薬物薬学特論Ⅱデータ解析集中
講座

人間と薬学Ⅰ、医療倫理学、医療薬学演
習Ⅱ医薬品開発と臨床試験

24 星薬科大学 ○
薬学の心構え、薬学と社会Ⅰ、疾患・有
害事象の症候、医薬品開発と生産のなが
れ

薬学の心構え、薬学と社会Ⅰ、疾患・有
害事象の症候

25 武蔵野大学 ○
病態学１、薬物療法学１、薬効安全性
学、キャリアデザイン１

病態学１、薬物療法学１、薬効安全性
学、キャリアデザイン１

26 明治薬科大学 ○
医療倫理、薬学と社会Ⅰ、レギュラト
リーサイエンス、医薬品開発、総合人文
社会科学、医薬品管理学

総合人文社会科学

27 帝京大学 ○ 医療社会学、医療品安全性学 医療社会学、医療品安全性学

28 横浜薬科大学 ○
薬学概論、医療と法律、薬事関連法規・
制度、医薬品情報学、医薬品副作用学、
医療倫理学

薬学概論、医療と法律、薬事関連法規・
制度、医薬品情報学、医薬品副作用学、
医療倫理学

29 湘南医療大学 ○ 薬学入門 I、薬と毒性学入門 薬学入門 I、薬と毒性学入門

30 岐阜医療科学大学 ○
薬事関連法規、公衆衛生学、薬学概論、
医薬品副作用学

薬事関連法規、公衆衛生学、薬学概論

31 新潟薬科大学 ○ 薬害・医療事故被害者から学ぶ 薬害・医療事故被害者から学ぶ

32 北陸大学 早期体験学習、薬学と社会

87



NO 大学名 ①②両方 １に該当する授業科目名 ２に該当する授業科目名

33 愛知学院大学 ○
薬学概論、医薬品毒性学、生体予防薬学
特論、基礎薬学演習Ⅰ、統合型学習

薬学概論、医薬品毒性学、生体予防薬学
特論、基礎薬学演習Ⅰ、統合型学習

34 金城学院大学 ○
悪学概論（１）、基礎薬学演習（B）、衛
生化学（２）、事関係法規・制度

悪学概論（１）、基礎薬学演習（B）、感
染症学、薬事関係法規・制度

35 名城大学 ○ 薬剤師の使命Ⅰ 薬剤師の使命Ⅰ

36 鈴鹿医療科学大学 ○
薬学への招待、治験・調剤学、薬の役
割・薬のできるまで、基礎薬学演習、薬
害・副作用学

薬学への招待、治験・調剤学、薬の役
割・薬のできるまで、基礎薬学演習、薬
害・副作用学

37 京都薬科大学 ○
医療の担い手としてのこころ構えＢ、臨
床情報学、医薬開発論、薬事関連法規

臨床情報学、医薬開発論

38 同志社女子大学 ○
早期体験学習Ⅰ、臨床薬学概論、薬の発
明・発見史Ⅱ、病態生化学Ⅰ、薬事関連
法規・制度、医療安全性学

早期体験学習Ⅰ、臨床薬学概論、薬の発
明・発見史Ⅱ、病態生化学Ⅰ、薬事関連
法規・制度、医療安全性学

39 立命館大学 ○ 薬学概論、薬学応用演習 薬学概論、薬学応用演習

40 大阪大谷大学 ○
医薬品開発学A、毒性学、医療情報薬学、
医療倫理学演習

医薬品開発学A、毒性学、医療情報薬学、
医療倫理学演習

41 大阪医科薬科大学 ○
薬物治療学３、医薬品安全性学、医薬品
情報評価学

医薬品情報評価学

42 近畿大学 ○ 生命倫理 生命倫理

43 摂南大学 ○
生命倫理学、薬剤師になるために、患者
安全、医薬品情報学、社会薬学

生命倫理学、薬剤師になるために、患者
安全、医薬品情報学

44 神戸学院大学 ○
医療の中の薬学、ヒューマニズム、医薬
品化学Ⅱ

医療の中の薬学、ヒューマニズム

45 神戸薬科大学 ○
薬学入門、社会薬学Ⅱ、初期体験臨床実
習

薬学入門、社会薬学Ⅱ、初期体験臨床実
習

46 兵庫医療大学 ○
医薬品安全性学、新・医薬品開発学、ア
カデミックリテラシー、基礎有機化学1、
有機化学1、新・医薬品化学

医薬品安全性学

47 姫路獨協大学 ○
薬学概論、実務実習事前特別講義、薬物
副作用論

医療倫理、実務実習事前特別講義、薬物
副作用論

48 武庫川女子大学 ○

初期演習Ⅱ（薬学科）、ヒューマニズム
論Ⅰ（薬学科）、医薬品化学（薬学
科）、医薬品情報学（薬学科）、生命倫
理学（健康生命薬科学科）、健康生命薬
科学概論（健康生命薬科学科）

初期演習Ⅱ（薬学科）、ヒューマニズム
論Ⅰ（薬学科）、生命倫理学（健康生命
薬科学科）

49 就実大学 ○ 薬学対話演習 薬学対話演習

50 広島国際大学 医薬品の開発と生産、医薬品情報

51 福山大学 ○ 生命倫理 生命倫理

52 安田女子大学 ○ 臨床薬剤学Ⅰ 臨床薬剤学Ⅰ

53 徳島文理大学 ○ 薬学概論、社会薬学 薬学概論

54 徳島文理大学（香川薬学部） ○
医薬品安全性学、薬理遺伝学、医療倫理
学

医薬品安全性学、医療倫理学

55 松山大学 ○
薬剤師と医療、医療倫理１、社会の中の
薬剤師、病原体としての微生物、実践社
会薬学

薬剤師と医療、医療倫理１、社会の中の
薬剤師、実践社会薬学

56 第一薬科大学 ○
医療概論、生命・医療倫理学、薬事関係
法規・制度

医療概論

57 福岡大学 ○
医薬品安全性学、医療情報学、医薬品開
発・経済学、薬事関係法規論、薬事行政
論

医薬品安全性学、医療情報学、薬事行政
論

58 長崎国際大学 ○
薬事関係法規、医薬品情報論、裁判化
学、薬学入門

裁判化学、薬学入門
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NO 大学名 ①②両方 １に該当する授業科目名 ２に該当する授業科目名

59 崇城大学 ○
薬学概論、医薬品安全性学Ⅰ、実務実習
事前学習Ⅰ

薬学概論

60 九州保健福祉大学 ○
薬学入門、薬学と生命倫理Ⅰ、薬学と生
命倫理Ⅱ

薬学入門、薬学と生命倫理Ⅰ、薬学と生
命倫理Ⅱ

①に該当する授業科目がある 58学部 １薬害の原因や実態だけでなく、被害者や遺族に対する国・製薬企業の対応の歴史について取り上げている授業科目
②に該当する授業科目がある 58学部 ２被害者や遺族への差別や偏見の問題を取り上げている授業科目

①②両方該当する授業科目がある 57学部

○国公私立（７７大学７９学部）
設置者別 ①②両方 １に該当する科目がある ２に該当する科目がある

国立 12学部 14学部 12学部
公立 5学部 5学部 5学部

私立 57学部 58学部 58学部

合計（国公私） 74学部 77学部 75学部
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○国立（１４大学１４学部）

NO 大学名
授業科目名

（特別講義名）
又は講演名

履修年次
講師の
立場

取り上げた薬害の名称
授業を実施するメリット
（有意義な点・利点）

学生の反応・感想
複数種類の薬害について

授業を実施することの効果

1 北海道大学 薬学概論 2年次 本人

サリドマイド
スモン
薬学エイズ
薬害肝炎

講師は薬害被害者であると同時
に，医学系大学の教員であり，
科学的・医学的見地から講義を
おこなっている。そのため，講
義内容はより客観的で薬学を学
ぶ学生向けに十分考慮されてい
る。また，国・製薬会社との和
解確認書により設立された「公
益財団法人いしずえ(サリドマイ
ド福祉センター)」の理事長でも
あることから，情報が個人レベ
ルに留まらず，豊富かつ有意義
なものとなっている。

非常に良好であった。

講師は医学系の教員でもあるこ
とから，自身が被害を受けたサ
リドマイドに留まらず，種々の
薬害について，医学的な見地に
より講義を実施している。その
ため，薬学を学ぶ学生向けに考
慮された内容となっており，医
薬品リスク管理を知るうえで有
意義な講義となっている。

2 東北大学 薬学概論２ 2年次 本人 HIV

薬害による後遺症が、その後の
本人と家族の人生に与えた影響
の大きさを、本人からの言葉と
して伝えられたことで、薬害の
原因、発生を防止するための仕
組み、人の運命をも変える生物
活性物質である薬に携わる医療
人、研究者としての心構えにつ
いて真剣に考える貴重な機会に
なっている。

例年薬害講義を実施することにより、医薬
品がもたらす負の部分に真摯に向き合い、
医療倫理について深く考えたレポートが多
く提出されている。優れた医療人材育成の
ためには、薬害を通した倫理教育が大変重
要であると感じている。

該当なし

２．薬害被害者の声を直接聞く授業（特別講義など）又は特別講義等の実施状況（令和５年度　薬学部）
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NO 大学名
授業科目名

（特別講義名）
又は講演名

履修年次
講師の
立場

取り上げた薬害の名称
授業を実施するメリット
（有意義な点・利点）

学生の反応・感想
複数種類の薬害について

授業を実施することの効果

学生レポートに、事前学習で調べた際に
は、サリドマイドはつわり止めとして販売
されたと書かれていたが、実際の被害者の
お話を聞くと妊娠に気がつく前に使用され
た例が多いと聞いて、驚いた。複数の資料
を見て調べるようにしていたが、やはり実
際に体験した方のお話しを聞かないとわか
らないこともあるのだなと感じた。ネット
で検索しただけで事件について全て理解し
たと思い込まないように注意したい。ま
た、公害や薬物乱用については義務教育で
しっかりと学ぶのに、薬害については学ぶ
機会が少ないという意見には深く同意し
た。実際、高校の保健の授業でしか薬害に
ついて学んでいないので、将来薬害につい
て広めていきたいと思った。、「話を聞い
て医療に携わる者として患者の視点に立つ
ことの大切さを実感した。また、薬学部と
して薬害の話は深く受け止めなければいけ
ないと感じ、これから薬と関わるにあた
り、薬剤師としては患者さんと薬の最後の
砦としての役割をしっかりと果たし、製薬
の面ではしっかりと安全性と効果のはっき
りとした新薬の開発ができるよう知識と患
者中心の考え方を養っていきたい。サリド
マイドの話では悪いのは薬だけでなくそこ
にかかわった人であるということが特に心
に残り、過去の国や製薬会社、薬局のずさ
んさは繰り返してはならないもので、また
使用する一般の人への教育も大切であると
知り、私たちは今日学ぶことができたが、
○○さんがおっしゃっていたように義務的
に教育に組み込み、広く認知してほしいと
思った。」などと書かれている。

被害者の生の声を聴くことで薬
害が人々にどのように影響する
のかが具体的にわかり、薬学の
役割についての理解が深まり問
題意識が育成される。

サリドマイド薬害本人1年次専門職連携Ⅰ千葉大学3
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NO 大学名
授業科目名

（特別講義名）
又は講演名

履修年次
講師の
立場

取り上げた薬害の名称
授業を実施するメリット
（有意義な点・利点）

学生の反応・感想
複数種類の薬害について

授業を実施することの効果

本人 サリドマイド

家族 B型肝炎

5 富山大学 医療学入門 1年次 本人 薬害エイズ

医療倫理の基本的原則を学ぶこ
とができる。　１）患者の立場
を一般的に理解する態度を養
う。無危害原則。　２）一歩進
んで、患者の悲しみを追体験
し、他人の身になって考える態
度を養う。善行原則　３）無思
想性を脱却し、現代社会に対し
て、批判的に思考できる態度を
培う。自律原則。　４）社会正
義の視野を培う。正義原則。
５）弱者、マイノリティに対す
る理解。尊厳原則。　５）友達
の質問を聞いて、自分と同世代
の人がいかに考えているかを学
ぶ。連帯原則。

大変よい。課題としてレポートを提出させ
ているが、それぞれ皆、
薬害が起こる構造について、おおむね理解
しているようだ。

該当なし

4 東京大学 薬学特別講義 3年次

薬害は教科書の知識で歴史上の
ことと理解している学生が多
かったが、薬害被害者が直接真
摯に語ることを聴き、将来創薬
や医療に携わることの心構えに
大きな影響を及ぼしている。こ
のような機会は少ないので、選
択科目（ただし、薬学科希望者
は必修）であるが、ほとんどの
学生が履修している。

・「薬は薬害の原因物質ではあるが、被害
を起こすのはヒトである」という趣旨の言
葉が最も印象に残っている。
・薬害とはなにか、体に起きた異変以外に
感じたことなどについてお話を伺うことが
でき、今後自分が薬の開発に携わることに
なるときには、より⼀層細心の注意を払っ
て行う必要があるということを再確認でき
た。
・薬害は、行政・企業・医療現場それぞれ
の薬にまつわる事情によって有効性や安全
性が軽視された結果であるため、過去の薬
害の経験を忘れず、再発防止に努める必要
があると思った。私は今のところ医療現場
で働きたいと思っているため、患者さんの
命を預かる覚悟を持って、正しく薬を使っ
ていかなければならないと思った。

複数種類の薬害について学習す
ることにより、行政システム、
マスコミ、アカデミア、製薬会
社、社会背景に潜む、二次被害
を含む薬害が生じる原因の共通
した要因に気づき、より考察を
深めることが出来る。
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NO 大学名
授業科目名

（特別講義名）
又は講演名

履修年次
講師の
立場

取り上げた薬害の名称
授業を実施するメリット
（有意義な点・利点）

学生の反応・感想
複数種類の薬害について

授業を実施することの効果

①医薬保健学基
礎Ⅱ

1年次 本人 サリドマイド薬害

①被害者本人から語られること
で，受講生が薬害を薬学領域に
おける重要課題として真剣に捕
らえることができる。

①受講生（1年生）の年代ではサリドマイド
薬害のことを知っている人はわずかであ
り，はじめて知って驚いた，という反応が
多く，またこのようなことが二度と起きな
いように自分が就いた職業で努力したいと
感想を述べていた（昨年度全員に提出を求
めた授業内容のレポートによる）。

①直接，被害者の声を聞くこと
により，薬害に対してより理解
が深まると考えられる。

②医薬品安全性学4年次 家族 イレッサ薬害

②イレッサは、薬害の原因とさ
れているにもかかわらず、特定
の遺伝子型を持つ非小細胞肺が
んの第一選択薬でもある。即
ち、他の薬害物質のほとんど
は、社会から無くなっている
が、イレッサは学生が社会に出
た時、遭遇する医薬品なのであ
る。その医薬品の副作用で家族
を亡くした患者ご家族の話を聞
き、意見交換することは実社会
で多くの医薬品を扱う場面で、
副作用回避の重要性を認識させ
るためにも大いに意義深いと考
える。

②例年、聴講生には、感想文を書かせてい
る。全ての学生は、薬害患者の家族の話を
聞く得難い経験をしたことに感謝すると同
時に、このような薬害（副作用）を起こさ
ない薬の開発や医療体制にしたい、との前
向きな姿勢を述べている。

②薬害の種類による背景や経
過、社会に与えた影響の違いに
気づくことによってより深い理
解が得られ、学んだ知識の応用
力の涵養につながる。

7 京都大学
薬害再発防止の
ために薬害エイ
ズの経験から

4年次 本人 薬害HIV

薬学教育モデル・コアカリキュ
ラムのA 基本事項 (1)薬剤師の
使命 において、「医療と薬学の
歴史を認識するとともに、国民
の健康管理、医療安全、薬害防
止における役割を理解し、薬剤
師としての使命感を身につけ
る」とあり、薬害、法律と制度
という観点から講義だけではな
く、実際に薬害被害者の方から
の薬にまつわる過去と現在の問
題点や薬剤師への希望と期待に
ついて生の声を聞くことで、薬
剤師ならびに医薬品開発従事者
の責任の重みを感じるとともに
将来への励みに繋がった。

6 金沢大学
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NO 大学名
授業科目名

（特別講義名）
又は講演名

履修年次
講師の
立場

取り上げた薬害の名称
授業を実施するメリット
（有意義な点・利点）

学生の反応・感想
複数種類の薬害について

授業を実施することの効果

8 大阪大学 薬学入門3 1年次 家族 MMRワクチン薬害事件

実際に薬害に遭われた患者の家
族から、直にお話を伺うこと
で、より真摯に問題認識を共有
できる。これにより、創薬研究
を目指す学生は、より安全な薬
品開発の必要性を実感し、その
後研究に役立てることができ
る。また、臨床を目指す学生
は、副作用の早期発見や重症化
を防ぐことの必要性を痛感し、
その後、臨床に臨む際の注意力
を養う原動力となる。

副作用被害救済制度があることを初めて
知った。医薬品の安全性確保について考え
させられた。
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NO 大学名
授業科目名

（特別講義名）
又は講演名

履修年次
講師の
立場

取り上げた薬害の名称
授業を実施するメリット
（有意義な点・利点）

学生の反応・感想
複数種類の薬害について

授業を実施することの効果

（現時点でお招きしている薬害
被害者は、サリドマイドの薬害
被害者の方のみである。）

毎年のことですが、講義を受けた学生から
は「薬害被害者を初めてみました」「薬害
被害は予想以上に激しく、ひどいものであ
る」「薬害は起こしてはならない」との感
想が挙がります。薬害講義では、学生の率
直な思いを知る目的で、講義レポートを講
義終了直後に直ぐに書かせていますが、薬
害によるアザラシ肢症（四肢形成異常症）
を直接目にすることで、これまで現代社会
とは無関係な遠い昔の話であると感じてい
た薬害が、急に身近で且つ重大な問題であ
ることに気づくようです。

薬害被害者の話を直接聴き、ま
た薬害によって引き起こされた
四肢の異常を直接目にすること
で、数十年前の薬害が現在も被
害者の健康と生活を蝕んでいる
ことを、薬学を学ぶ学生、特に
長期実務実習を目前に控えた４
年次生に強く印象づけることが
可能である。また、新たな本講
義で、薬害被害者の話を直接聴
かせ、また薬害により生じた四
肢をはじめとする骨格や臓器異
常を当事者が直接見せること
で、数十年前の薬害が未だに被
害者の健康と生活を蝕んでいる
ことを、薬学や薬科学を学ぶ学
生そして特に長期実務実習を控
えた４年次生に強く印象づける
ことができ、そしてこうした講
義内容が、彼ら彼女らに薬剤師
としての使命・職責を自覚させ
る良い機会となっている。ま
た、新たな薬害が今日でも生じ
ており、また今後も生じ得るこ
とを理解させ、薬害を未然に防
ぐことや、万が一発生した場合
でも被害拡大を抑止することの
重要性を、学生に認識させるこ
とができる。これに加え、医薬
品の安全性確保の重要性や適正
使用の重要性、そして薬剤師と
してそれを積極的に実践するこ
との大切さについても、本講義
を通じて理解させることができ
る。

サリドマイド薬害本人4年次臨床準備教育５岡山大学9

95



NO 大学名
授業科目名

（特別講義名）
又は講演名

履修年次
講師の
立場

取り上げた薬害の名称
授業を実施するメリット
（有意義な点・利点）

学生の反応・感想
複数種類の薬害について

授業を実施することの効果

3年次 本人

サリドマイド被害
者、Ｃ型肝炎被害
者、薬害エイズ被害
者、陣痛促進剤被害
者、MMRワクチン被害
者、イレッサ被害
者、ヤコブ被害者、
スモン被害者

3年次 家族
イレッサ被害者、ヤ
コブ被害者、薬害エ
イズ被害者

11 徳島大学
SIH道場～アク
ティブ・ラーニ
ング入門～

1年次

これから医療を志す新入生に
とって非常に重要な内容であ
る。将来、医療の担い手の一員
である薬の専門家を目指してい
る学生に対し、薬害が起きた原
因、被害者及びその家族の痛み
や苦しみ、国や製薬会社の対応
など薬害に関する基本的知識を
得ることができる。また、１年
生を対象とすることにより、こ
れから受ける薬学専門教育の意
義を感じ、学習意欲を一層高め
ることができる。

薬の専門家となるための薬学専門教育に対
する学習意欲の向上につながったと考えて
いる。

薬学被害が起こる要因、被害者
のおかれた立場・状況、行政や
製薬会社の対応など、共通する
事項や相違点を知り、薬害の実
情を把握することができる。

12 九州大学 薬害 3年次 本人

サリドマイド
エイズ
C 型肝炎
ヤコブ病
PMDA

大学教員、被害者の家族、被害
者本人、行政官庁職員の計6名に
よる講義、講演ならびに学生に
よるディスカッションを通し
て、被害者に寄り添い、薬害に
対してより理解が進むことが期
待される。

被害者の声を聞いて良かったという声が多
い。

それぞれの状況で対応の違い等
も認められ、より見識を深める
ことができる。

13 長崎大学 薬学概論Ⅱ 1年次 本人 C型肝炎

１年次生を対象に行うことで、
早期に倫理観を養うことができ
る。薬学を学ぶモチベーション
を高めることができる。

毎年、実施した際には、学生は真剣に講演
を聞いている。
講演に関するレポートでは、薬学を学ぶ上
での心構えや、製薬企業、研究者の社会責
任について触れることが多く、薬害を起こ
さないためにはどうあるべきかを常に意識
して勉強する動機づけになっているよう
だ。

10 広島大学
患者志向型合宿

勉強会

薬害被害に関する考え方が変わった，患者
さんの立場になって物事を考えることがで
きる薬剤師・研究者になりたい，など。

薬害は、様々な薬害に同時に触
れることにより、「薬害」とい
う一つの言葉で括られるもので
はなく、各々の薬害で様々な背
景、経過、困難な状況を抱えて
いる現状があり、その一方で、
薬害の原因には共通した人為的
問題があることが理解できるこ
と。さらに、それに伴い、被害
への対応については個々の観点
が重要であるが、薬害発生の防
止や根絶という観点では根本的
な原因を排除する努力が必要で
あることを実体験に近いものと
して得られる効果があると考え
られる。

学生は薬害に遭われた方の姿を
直接見て，生の声，特に精神的
肉体的に様々な障害や困難を持
ちながらも前向きに生きている
話を聞くことができ，実体験に
近い経験を得ることが可能であ
り，より強い使命感と倫理観を
持つことができる。
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NO 大学名
授業科目名

（特別講義名）
又は講演名

履修年次
講師の
立場

取り上げた薬害の名称
授業を実施するメリット
（有意義な点・利点）

学生の反応・感想
複数種類の薬害について

授業を実施することの効果

14 熊本大学 医療倫理学Ⅱ 3年次 本人
C型肝炎ウイルスで汚
染したフィブリノゲ
ン製剤による薬害

講師は、フィブリノゲン製剤で
重篤な健康被害を受けました
が、その後、インターフェロン
療法で健康を回復されました。
薬の光と影の両面を体験された
講師のお話は、創薬・育薬を目
指す学生にとって貴重です。

講師のお話の後で、学生と意見交換を行
い、学生から積極的で素直な意見が聴けま
す。さらに、講師のお話を参考に実施する
小グループ討論では、講師のお話を反映し
た具体的な薬害防止策がでてきます。

○公立（５大学５学部）

NO 大学名
授業科目名
（特別講義名）
又は講演名

履修年次
講師の
立場

取り上げた薬害の名称
授業を実施するメリット
（有意義な点・利点）

学生の反応・感想
複数種類の薬害について
授業を実施することの効果

1 岐阜薬科大学 医薬品安全性学 4年次 本人 HIV

医薬品開発の過程で、医薬品の
安全性確保は有効性追求よりも
重要であることを実例をもって
知ることができる。
臨床現場における医薬品の適正
使用において、副作用の確認の
重要性を実例をもって知ること
ができる。
上記2項目から、薬学を学ぶ全て
の学生に医薬品の安全性確保が
最優先であることを認識させる
ことができる。

2 静岡県立大学 薬学講座 1-5年次 本人 薬害肝炎

実体験を聴くことで、薬学生と
して薬害を防ぎ、被害拡大防
止、風評被害防止に取り組む責
務を体感することができる。

講演終了後に感想を学生が提出し、講演者
にも見てもらっているが、薬害に対する薬
学部出身者の責務をひしひしと感じている
と察せられる。

毎年、異なる薬害の被害者の講
演を聴くことで、薬害を防ぐた
めの心構え、行動力を多面的に
修得できていると考えている。

医薬看連携地域
参加型学習

1年次 本人 薬害エイズ

薬理学Ⅱ
薬理学Ⅳ

2、3年次 本人 SMON

4 和歌山県立医科大学

3 名古屋市立大学

直接被害者からお話を聞き、本
当に苦労して生きてこられたこ
と、そして今も苦難の中にある
ことが実感として伝わる。治療
で使用した医薬品がその方の生
涯にわたって大きな影響を与え
続けることを学生は実感し、薬
学部の学生にとっては、医薬品
の開発の意義と社会的貢献、そ
れにともなう責任についても考
える良い機会になっている。

SMONなど古い薬害については、全く知らな
い学生も多く、インパクトがある

１年次、２年次、３年次に実施
することで、継続的に学習でき
る
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NO 大学名
授業科目名

（特別講義名）
又は講演名

履修年次
講師の
立場

取り上げた薬害の名称
授業を実施するメリット
（有意義な点・利点）

学生の反応・感想
複数種類の薬害について

授業を実施することの効果

5 山口東京理科大学 薬学倫理 1年次 本人 HIV

・直接薬学被害者の声を聞くこ
とで、文献や資料から学ぶより
も学生にとって薬害を学ぶ貴重
な機会となる点。
・薬害を防ぐために、薬学生や
薬剤師として何ができるかを、
学生のうちから考えることが出
来る点。

・同じ過ちを繰り返さないよう、過去の薬
害事件について学ぶ重要性を感じ、これか
ら薬剤師になる上で予期せぬ薬害を少しで
も減らすためには何をすべきか考えるよい
機会となった。
・患者さんにとっての薬の最後の砦として
の、自覚をもち薬問題点についていち早く
きがつくことが出来る薬剤師になる自覚が
芽生えた。

○私立（５８大学６０学部）

NO 大学名
授業科目名
（特別講義名）
又は講演名

履修年次
講師の
立場

取り上げた薬害の名称
授業を実施するメリット
（有意義な点・利点）

学生の反応・感想
複数種類の薬害について
授業を実施することの効果

毒性影響と評価 4年次 本人 サリドマイド

薬害の被害者であり、薬害研究
の第一人者である講師の講義
は、ある程度薬学的な知識も修
得した実務実習前の4年生にはと
ても有意義な講義であると思わ
れる。薬剤の審査過程の試験の
意味だけではなく、限界も知り
ながら、実際にサリドマイド被
害が起こった経緯などを学ぶこ
とができ、また、副作用管理に
携わる薬剤師の存在価値、さら
に薬剤師としてどのようなこと
を意識して現場で働くべきかを
考えるとても良い機会であるた
め、実務実習を意識しモチベー
ションを上げる効果もあると思
われる。

「薬害と疑われる健康被害の情報を知った
とき、薬剤師あるいは薬の専門家として何
ができるかを考えてみよう」という課題に
ついて取り組むことで、現場を意識するこ
とができ、「モチベーションが上がっ
た」、「自分なりの薬剤師像を考えるきっ
かけになった」という意見が多かった。ま
た、薬剤師以外にも、研究者、医薬品の承
認制度、社会的背景、社会的な問題に関す
る事例を知ることができ、幅広い視点で考
えることができたという学生も多くいた。

実務社会薬学複
合演習

6年次
本人
家族

薬害エイズ

１．本学では「薬害教育」に関
して、それぞれ関連する授業に
おいて取り上げられてはいるも
のの、やはり被害者及びそのご
家族の方から被害状況を実際に
見聞きすることは、医薬品の安
全性を知る意味からも非常に有
意義なものであると考える。
２．第6学年の学生は長期実務実
習を終え、一通り薬学の専門知
識を身につけており、薬害被害
者による講演の機会を６年前期
に設けることで、様々な側面か
ら薬害について考察することが
でき、学生の関心度も非常に大
きい。

1 北海道医療大学

過去の薬害による健康被害の事
例を踏まえ、医薬品の開発から
承認制度、あるいは医薬品情報
学や医薬品適正使用の観点か
ら、市販後の育薬に関する薬剤
師の活動を統合的に学修するこ
とができる。
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NO 大学名
授業科目名

（特別講義名）
又は講演名

履修年次
講師の
立場

取り上げた薬害の名称
授業を実施するメリット
（有意義な点・利点）

学生の反応・感想
複数種類の薬害について

授業を実施することの効果

2 北海道科学大学 薬と社会 3年次 本人
サリドマイド、スモ
ン、非加熱血液製
剤、ソリブジン等

教員が薬害を学んで得た知識を
基に講義するだけでなく、薬害
被害者であり、支援活動を行っ
ている講師が講義を行うこと
で、より確かな情報・被害者の
実情を学生が学ぶことができる
点。加えて、レポートの作成を
通じて学生が今後の薬剤師職能
を考える貴重な経験となってい
る。

レポートなどの提出物、グループ発表の中
で、「薬害の恐ろしさ」、「薬害における
薬剤師の責任」についてなど、様々な刺激
を受けたことを感じている学生が散見され
た。

薬害は過去のものではなく、最
近でも発生していることを知る
ことと、我が国でいかに多くの
薬害が発生し、その原因の多く
が早めに処置すれば被害の拡大
を防止できた点などを知り、薬
剤師になった時の薬害防止への
意識向上とそのための行動に寄
与するものと考えている。

3 青森大学 薬倫理学 3年次 本人 サリドマイド
講師自らの体験に基づく講義
で、薬害の恐ろしさを実感でき
る。

使用回数が少なくても起こってしまう薬害
の怖さを認識できた。

薬学入門 1年次 本人 薬害エイズ

学生は熱心に聴講している。「全人的基礎
講義」においては、薬害に負けず「いのち
が守られる社会」の実現のために精力的に
活動している講師の姿を目の当たりに、医
療人を志すものとして薬害をなくすための
学びと意識を持つことの重要性を強く認識
したとの感想が例年寄せられている。講義
後に川田氏のHPから活動を調べる学生や、
同氏の著作を手にとる学生もいる。

医療倫理と
ヒューマニズム

4年次 本人 サリドマイド

「医療倫理とヒューマニズム」では、薬害
が広まった経緯や、サリドマイドが他の疾
患の治療薬になっていることを知り、複雑
な思いを抱く学生もいる。本人からの問い
かけに必死に答えようとする姿勢が多くの
学生にみられ、真剣に話についていく姿が
あった。講演を通して、薬害は単なる副作
用ではなくその背景には人災があったこと
を理解し、薬害に対する認識が変わってい
るようだ。

4 岩手医科大学

教科書を使った授業の内容よ
り、本人からの声を聴かせるこ
とが重要。薬害が発生した背景
とプロセス、薬害被害者の心身
の苦痛、薬害訴訟の実態、薬害
をなくすために必要な道義的・
社会的・医学的観点について、
体験者の生の声を通じて理解を
深めることができる。また、な
ぜ薬害は起こったのかを深く考
えることで人間の持つ様々な価
値観や倫理観を養育し、医療者
と患者双方の視点で医療につい
て俯瞰的に考える姿勢を身に着
けることも重要である。実例を
通し、薬害が起きないためには
何が必要かを討議させること
で、多様な意見を共有し、様々
な視点から問題解決へのアプ
ローチを考える機会となる。

薬害が及ぼす様々な被害を理解
することができる。薬害には、
外見などの分かりやすい部分に
現れるものも、外見には影響せ
ずとも体内の機能に深刻な障が
いを残してしまうものもある。
薬に係る者の一つのミスが、
様々な形で、その人の生命と暮
らしを壊してしまう可能性があ
るということを学ぶことができ
る。また、薬害が決して特殊な
環境によって生まれるものでは
ないということを理解すること
ができる。
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授業科目名

（特別講義名）
又は講演名
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講師の
立場

取り上げた薬害の名称
授業を実施するメリット
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5 東北医科薬科大学

6 医療創生大学

7 奥羽大学
チーム医療学演
習Ⅱ

1年次 本人 サリドマイド

医療の基本理念、特に医療倫理
について深く考えさせる機会と
なり、学業の重要性、社会的責
任を明確にする事により自己形
成の一助となる。

レポートやデスカッションではそれなりの
反応が感じられる。

8 国際医療福祉大学 早期体験実習 1年次 本人 サリドマイド
学生が被害者の生の声が聴ける
こと。

被害者からの直接の声を聴くことに対し
て、多いに刺激を受けたようで、「将来、
薬剤師を目指す自分にとって大変貴重な機
会となった」などの意見があった。

9
国際医療福祉大学（福
岡薬学部）

早期体験実習
（薬害講義）

1年次 調整中 C型肝炎

「薬害肝炎」という一つのテー
マで、講師の方に来学いただ
き、ご自身の体験、活動、未来
へのメッセージをいただいた。
学生からの質問にも丁寧に回答
いただき、学生にはインパクト
がある講義となったと思われ
る。さらにSGDでは薬害について
討論し、グループごとに感じ
取ったものをまとめて、発表し
討論を行った。医療人になる学
生が医療問題について最初に考
える機会となり、大変有意義な
内容であり、今後の薬学教育に
つながるものと考える。

薬害について、さらに薬害被害者の方々に
ついても、ほとんどの学生が初めて知った
ことが多かったと思われ、SGDの中で様々な
意見・感想が出されていた。（一部下記に
記載）
●薬剤師は被害者、加害者を作ってはいけ
ないと分かった。
●アメリカなど他国に比べ日本の対応が遅
れたことは知らなかった。
●C型肝炎は副作用だけでなく薬害によるも
のだということを初めて知った。
●薬害患者だけでなく、家族の精神的・経
済的負担も大きいことがショックだった。
●患者を優先するという責任感を持つこと
を大事にしたい。
●薬害が繰り返されない未来にするため、
立ち止まる勇気、人の痛みを自分の痛みと
して感じる感性や想像力を持つことが大切
であり必要だと思った。
薬害が及ぼす影響の大きさや、それに対し
て薬剤師が果たすべき責務があることを理
解した感想が多かった。

10 高崎健康福祉大学 薬学と社会 2年次 本人 サリドマイド
薬害被害者のの声を直接聞くこ
とで、より知識・理解を深める
ことができる

「座学として学ぶ機会はあったが、薬害被
害者の『生の声』は聞いたことがなく、衝
撃的であった。」、
「薬学に取り組む姿勢をあらためて考えさ
せられた。」等

※新型コロナウイルス感染症の影響により実施できなかった
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11 城西大学
フレッシュマン
セミナー（薬
学）Ｂ

1年次 本人 サリドマイド
薬剤師の使命を認識、患者目線
を理解(１年生）

１年生は多様な視線で薬害を考察できてお
り、医薬品の安全性確保に対する意識の向
上がうかがえた。（令和4年実績）

実施していない

12 日本薬科大学
患者の安全と薬
害防止

3年次 本人 薬害肝炎（C型肝炎）

薬の持つ正の面である治療効果
ばかりではなく、負の面である
ところの薬害問題にしっかりと
向き合って学ぶ機会が得られる
のは、学生にとって意義深いも
のと感じる。実際の薬害被害者
による講演を聞いた学生は、そ
の生々しい体験や歴史に触れて
一様に衝撃を受けるが、医療人
として必要な姿勢について真剣
に考える良いきっかけになって
いる学生が多い。

学生の反応としては、実際に薬害の被害者
の方の話を聞き、討論することにより薬害
に関する理解が深まったようである。特に
医療従事者を目指すものとして、学問の重
要性や責任というものを強く感じとり、薬
剤師になることへの自覚が促されたと考え
ている。

13 城西国際大学
薬害エイズ事件
の被害と現在・
今後の課題

1年次 本人 薬害エイズ

実際に薬害被害者の生の声を拝
聴でき、1年生にとって薬の使用
がメリットだけでは無いことを
学習できました。

薬学生は医薬品使用のメリット、デメリッ
トを学び、また、医療人ですら患者さんに
差別を行ってしまうこと、薬害の後遺症で
今でも苦しんでいる人がいること、現在で
はチーム医療で患者さんを支えることが求
められていることなど様々なことを学ぶこ
とが出来ました。

14 千葉科学大学
コミュニケー
ション

2年次 本人 薬害肝炎
実際に薬害被害者の話を聞くこ
とで、薬害に対する認識をより
強く持つことができる。

薬害に対する認識をより強く持つことがで
き、薬剤師になった時にそういった薬害被
害を回避するために何をすれば良いのかを
考えるようになった

15 帝京平成大学
フレッシュセミ
ナーⅠＡ（薬剤
師倫理）

1年次 本人 サリドマイド

他の授業よりも学生の印象に残
り、薬害を起こしてはならない
という意識向上につながってい
る。

健康被害が被害者とその家族の人生に与え
る影響、薬のリスクについての理解が深
まっている。
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16 東京理科大学

薬学入門（6年
制）
薬学入門（4年
制）

1年次 本人 サリドマイド薬害

薬害被害者の生の声を聞くこと
によって、薬害を知識としてで
はなく、薬害が人の命や人生、
家族の絆に如何に重大な影響を
及ぼすかを知り、薬剤師の使命
の重大さを実感する。

毎年受講者全員に感想文を提出させている
が、重大な障害を持った被害者を実際に目
の前にするのが初めての学生がほとんど
で、その姿と前向きな生き方についての講
演内容に、衝撃的な感銘を受けた模様が記
述されている。講演を聴いて、人の命を預
かる薬剤師の使命の重大さを認識し、今後
の勉学に取り組む糧にしたいと述べる学生
がほとんどである。

薬学入門 1年次 家族 イレッサ

ヒューマニズム
Ⅳ

4年次 本人 サリドマイド

18 日本大学 早期臨床体験 1年次 本人 サリドマイド

1年生を対象としており，今後,
様々な薬に関する授業において,
作用面とともに副作用面を強く
考慮・意識することに役立って
いる。

実際の薬害患者に来て頂いているので,授業
内容が強く印象に残るようである。
また薬剤師になるための学習意欲，使命感
及び責任感を高めている。

19 北里大学 薬と仕事Ⅱ 2年次 本人 サリドマイド

①薬害ということに目を向けら
れるようになる。②薬は適切に
使用し、対応しなければ害とな
り得ることを実際の被害を通し
て理解できる。③被害者ご本人
が講演されることで、教員が講
義するよりも説得力があり、薬
害への認識が高まる。④いろい
ろな立場からの講義を聞く中
で、被害者にも加害者にもなり
得ることを実感できる。⑤薬害
の起こった背景を理解し、これ
を繰り返さないように自分達が
できることを考える機会とな
る。⑥医療に関わる上で必要な
倫理観、命の重みを感じること
ができる。

①被害者の方は、いろいろなことをご存知
であることに驚き、学習へのモチベーショ
ンが高まった。
②被害者の方は、被害を受けたにもかかわ
らず前向きに活動されており、学生自身が
生き方を改めて考える機会となっている。
③大学に入るまで薬害についてほとんど知
らなかった。中学、高校等、もっと早い段
階から薬害の授業を取り入れるべき。

なし

17 東邦大学

薬害被害にあわれた方の意見・
体験等を直接聴く機会を設ける
ことで、倫理観と豊かな人間性
を養い、社会に貢献しうる医療
人育成の一助となっている。

開講が6月の上旬と秋学期のため、学生の反
応・感想については不明

学年を変えて複数の種類の薬害
講演を聴く機会を設けること
で、薬剤師としての持つべき倫
理観を継続的に学ばせる機会と
なっている。
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20 慶應義塾大学
医療・薬剤師倫
理

3年次 本人

サリドマイド
薬害エイズ
スティーブン・ジョ
ンソン症候群

これまで自分の中で想像してい
たこととは全く違う現実に直面
し、薬害の被害の重大さに気づ
く。防げるはずのことをなぜで
きないのか、薬の研究開発に携
わるものとして、あるいは患者
に薬を渡す最後の医療者として
の倫理観を考えることができ
る。さらに、薬学を学ぶ意味に
ついて改めて考え、主体的に学
習するようになる。

学生は真剣に被害者の話を聴いており、被
害者の生の声を真摯に受け止めている様子
がワークシート への記載やグループワーク
の様子からうかがえる。また、多くの学生
が、授業アンケートの中でこのように患者
から学ぶ授業の重要性について述べてい
る。

学生は複数の種類の薬害につい
て学ぶことで、個々の薬害の特
徴をつかむとともに、薬害発生
要因の本質を考えるようにな
る。

地域医療入門 1年次 家族 イレッサ

・薬害被害者遺族の話を聞くこ
とで、医薬品適正使用の重要性
や、医療従事者の責任を深く考
える貴重な機会となっている
点。

今年度はまだ実施していないが、昨年度の
講義後アンケートを実施した結果、学生か
らは以下のような反応が得られた。
　「薬害についての講義を聞き、薬害で苦
しんでいる人々の思いや願いを知ることが
できました。医薬品は生命を救うこともあ
るけれど、奪うこともあるということを学
び、使用に際しては細心の注意を払うこと
が重要だと感じました。また、使用開始前
の患者・家族への説明においても副作用に
ついて十分に説明し、副作用が起こったと
しても早急に対応できる体制を整えていく
必要性を感じました。医師の志すものとし
て、患者さんやご家族に寄り添った治療を
していきたいと強く思いました。」

生と死 2年次 本人 サリドマイド

・将来、医療を担う薬学生とし
て、医薬品を含む化学物質の有
用性の影に潜む危険性を薬害被
害者の体験談から学び、ヒトの
生命に関わる職責の重大さを改
めて認識するとともに、高い倫
理観を醸成することにつながる
ことが期待される点。

医薬品の適正使用や薬害を起こさないため
に、学生としての学修の重要性や薬剤師と
しての心構えへの言及が多かった。また、
障がい者に対する差別・偏見を持たないこ
との大切さや普段からのコミュニケーショ
ンにおいて気をつけるべきことを再認識し
た学生が多かった。

21 昭和大学
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医薬品情報学 4年次 家族 陣痛促進剤

医療倫理学 2年次 本人
サリドマイド
スモン
エイズ他

23 東京薬科大学 人間と薬学Ⅰ 1年次 本人 サリドマイド

実際に薬害にあわれた方の体験
など直に聴くことにより薬害被
害者やその家族の方の痛みを知
ることができ、二度と同じ過ち
（薬害）を起こさないための薬
剤師の責任の再認識と社会制度
づくりなどを考えるきっかけと
している。

実際の生の声を聴くことにより、薬の専門
家ややがて指導者となる学生達に大きな印
象、影響を与えている。薬の有効性と危険
性の表裏一体であることを改めて実感し、
薬を扱う薬剤師として責任感、知識、態
度、倫理など再認識できたとの感想が多く
聞かれた。

24 星薬科大学 薬学の心構え 1年次 本人 サリドマイド

薬の専門家を目指す学生たちに
とって、薬学被害者の実体験を
聞くことにより薬剤師または医
薬品開発者としての社会的責任
を意識する良い機会である。

この授業を受けて、薬害についての深刻さ
を学び、しかもそれが度々起こっているこ
とを知りがっかりした。薬害が起きる理由
や被害拡大の理由に、事実の隠蔽があると
思うので、隠匿をさせない必要を感じた。
薬害事件について知る機会は今まで無く、
悲惨実態にとても驚いた。また、実際にサ
リドマイ薬害の被者である講師の話を聞い
て、もう二度とこような事件は起こしてい
けなと強く感じた等、レポート提出により
反応や感想が得られた。

22 昭和薬科大学

・薬害が発生した背景、構造は
同じではなく、様々な要因が介
在しているが、共通している点
は生命倫理に対する軽視が伺わ
れる点である。また、薬害は健
康被害の面だけではなく、被害
を受けた方に対する日常生活上
の偏見も存在し、人権の尊重に
対する教育の機会にもなる。
・机上で勉強を行うことと、被
害者の話を直接聞くことは、説
得力が全く異なり、被害者や家
族の立場にたって事実と向き合
うことができる点。薬学出身者
は将来薬に係る様々な仕事をす
る立場になるが、このような体
験を通して、各々が薬害をけっ
して繰り返さないという強い意
志を有し、行動をすることに繋
がる。

昨年度の講演には、B型肝炎被害者本人と、
薬害担当の弁護士に来ていただい た。薬そ
のものでなく投与方法でも健康被害が広
まった事を知らなかった、差別はいけない
し差別されていると感じることの無い様に
しなければいけない、などの感想が学生よ
り寄せられ、被害者の方からの直接の講義
の重要性が再確認されるものであった。

薬害が発生した背景や構造が異
なっているので、薬害発生の多
様な要因が身近なところにある
ことを学ぶことは学生にとって
大変意義がある。
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病態学１ 2年次 本人
B型ウイルス性肝炎患
者の現状

薬効安全性学 3年次 本人 サリドマイド薬害

26 明治薬科大学
総合人文社会科
学

6年次 本人 サリドマイド

アザラシ肢症を晒した講師のお
姿から、サリドマイド薬害の酷
さが目に焼き付けられるととも
に、講師の言葉に深い説得力を
感得することができた。

履修者全員にレポート（感想文）提出を課
しているが、講師から生きる勇気をいただ
けたという趣旨の反応・感想などが特徴的
である。学生感想文のうち、十数編を講師
にフィードバックしている。

27 帝京大学 医薬品安全性学 4年次 本人 SJS

学生の感想文を読むと、薬害や
副作用被害については、授業で
学んでいるものの、実際に被害
にあわれた方の講演を聞くと、
授業では具体的に伝わらなかっ
た患者の苦しみ、仕事、家族な
ど日常生活に与える影響につい
て改めて医療者として薬害や副
作用被害救済に努めなければな
らないという気持ちが強くなる
ようである。特に、実務実習の
直前という時期であることか
ら、医療事故を決して起こして
はならないという決意を抱かせ
るために効果が強いと思われ
る。

まず、講演者に対する感想文を読むと、講
演者へのいたわりと自分の経験を話してく
れたことに関する感謝の気持ちが感じられ
る。グループセッションの結果、薬剤師の
役割としてあがってくる意見は非常に多様
であり、どれも実際の医療現場で必要なも
のが多い。特に、患者とのコミュニケー
ションや薬剤師以外の医療職の方々との
チームワークに関しては、その重要性に関
して、改めて気づいたものも多いようであ
る。

今年度患者の講演を行っている
のは、SJSのみである。

28 横浜薬科大学 薬学概論 1年次 本人 サリドマイド

薬害についてほとんど知識のな
い学生も、講師の姿とサリドマ
イドをめぐる政府、会社、薬
局、家族、友人等の態度等の話
を聞くことにより、薬害の恐ろ
しさ、本人、家族の苦しみを知
ることができ、薬害を学ぶもの
としての責任について強く考え
る機会となる。

25 武蔵野大学

薬害被害者の話を直接聴くこと
により、学生は薬剤師の役割や
責任を実感し、薬害を起こして
はならないことを肝に銘じるこ
とが出来た。薬害被害者の声を
聴く会では他学部の学生につい
ても聴講可としている。

学生全員からの感想文では、被害者のみな
らず、家族の生活や人生への影響の大き
さ、被害が薬によるものと認められるまで
の苦労について知り、医療に携わる人間の
責任の重さを痛感したなどの感想が多かっ
た。何故薬害が起こるのか、その原因を
しっかりと認識した上で、医療に携わりた
いとする意見も多かった。

現在の様々な規制が何故定めら
れているのか、その経緯や背景
を複数の薬害被害者の声を通じ
て知る事が出来た事は重要であ
る。これらの講演会を通じて学
生の医薬品に対する意識が変わ
り、その責任を自覚する機会と
なっている。
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29 湘南医療大学 薬と毒性学入門 1年次 本人
サリドマイド
SMON
ソリブジン

これから薬学を学ぶ学生が、薬
の功罪を知り、サリドマイド被
害者から直接講義を受けること
により、今後の薬学の勉学姿勢
に大きな影響を与えたと考え
る。

サリドマイド被害者にお会いするのが、初
めてで薬がこのような奇形を引き起こすこ
とへの驚きと二度とこのような薬害を起こ
してはならないという思いを多くの学生が
感じていた。

30 岐阜医療科学大学

31 新潟薬科大学

早期体験学習 1年次 本人 サリドマイド

臨床統計学 3年次 本人 サリドマイド

薬学概論 1年次 本人 スモン

医薬品毒性学 4年次 本人 スモン

34 金城学院大学 基礎薬学演習B 1年次 本人
C型肝炎ウイルス被害
者

直接薬害被害者からの訴えに耳
を傾けることで、薬害被害者の
苦痛を理解し、回避することの
重要性を認識させることが出来
る。

35 名城大学 薬剤師の使命Ⅰ 1年次 本人 C型肝炎

C型肝炎薬害被害者を招聘して薬
害の原因や実態および薬害と社
会との関係について理解を深め
る機会になる。

被害者に対する国・製薬企業の対応や被害
者への差別や偏見の問題について知る機会
になっている。薬害が身体だけでなく精神
的にも様々な被害をおよぼすことをはじめ
て知ることで、薬の専門家としての薬剤師
の使命における薬害防止の大切さを理解す
るきっかけになっている。

この授業を通して、サリドマイ
ド薬害、薬害スモン、薬害エイ
ズ、ソリブジン薬害、薬害ヤコ
ブの概要を紹介し薬剤師の使命
の重要性について考えさせてい
る。

32 北陸大学

日本ではこれまでに数多くの薬
害事件が発生し、大きな社会問
題となっている。薬学被害者か
ら薬害の実態、被害状況や遺族
への差別・偏見、国や製薬企業
の対応について聴講できること
は大変有意義である。

将来、薬剤師を志す者にとって、非常に有
意義であり、社会的重要性も理解できたと
毎年好評である。

33 愛知学院大学

薬害被害者（ご家族）の方から
の生の声を聞き、問題を提起し
てもらうことにより、単なる薬
の副作用についてだけでなく薬
害の問題点、将来の医療従事者
としての心構えについて真剣に
考えることができた。

薬害被害を受けた方から直接話
を聞くことにより、薬の副作用
が与える苦しみやその後の偏見
についても知ることが出来、薬
害の再発防止を強く意識付けす
ることができる。また、将来の
薬剤師になるための動機付けに
も効果があると考える。
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薬学への招待 1年次 本人 スモン

治験・調剤学 3年次 本人 スモン

37 京都薬科大学 早期体験学習 1年次 本人 サリドマイド

講義を傾聴することにより薬害
を根絶するために医療人として
薬剤師は「何をしなければなら
ないのか」、「何を期待されて
いるのか」を学ぶ。将来の医療
人としての自覚を高めるととも
に、「生命の尊厳」、「やさし
さ、おもいやり」など豊かな人
間性を涵養する。

薬害の被害者であるご本人の話を聞くこと
によって、多くの学生から以下のような感
想が寄せられ、将来、医療に携わるものと
しての自覚と責任の重さを感じ取ってくれ
たようです。「患者を中心とした医療が提
供できるように、薬剤師として、薬のスペ
シャリストとして、正しい行動をしていか
なければならない。」「人の命を預かって
いることを自覚し、責任を持って患者一人
ひとりに寄り添う医療を心掛けたい。」
「薬剤師は他人の生死に関わる立場にある
ことを自覚し、利益を求めず間違いや違和
感に気づいたら声を上げていきたい。」
「医療人としての責任感、その中でも薬剤
師は薬の専門家として、より強い責任感を
持つことが求められている。」「日々医療
知識をアップデートし、患者の疑問や不安
に真摯に対応・寄り添える薬剤師になりた
い。」「患者の視点に立ち、正義の心を
もって行動したい。」

実施していない。

36 鈴鹿医療科学大学

薬害や医療安全に関する講義や
演習を通して、医薬品情報や医
薬品適正使用の重要性ならびに
医薬品評価、副作用救済制度等
に対する理解度が向上すること
を認識が深まることが期待でき
る。また、国民の健康管理、医
療安全、薬害防止における薬剤
師の役割と使命について考える
ことができる。

講義後のアンケートの感想より、被害者の
声を直接聞くことで、医薬品情報や医薬適
正使用の重要性について学ぶことができ
た。また、薬害防止や医療安全に関する薬
剤師の役割と使命についての考えを深め、
意識づけの機会となった。

薬害被害の実態を直接聞き、薬
害被害・差別偏見問題への理解
を深める機会を設け、学年を跨
ぎながら知識や認識を深めてい
る。

107



NO 大学名
授業科目名

（特別講義名）
又は講演名

履修年次
講師の
立場

取り上げた薬害の名称
授業を実施するメリット
（有意義な点・利点）

学生の反応・感想
複数種類の薬害について

授業を実施することの効果

早期体験学習Ⅰ 1年次 本人
血液製剤によるHIV感
染

医療安全性学 4 本人
非加熱血液製剤によ
るHIV感染

39 立命館大学 薬学応用演習 2年次 本人
サリドマイド、HIV、
CJD、スモン、肝炎、
筋短縮症

薬害被害者の方やご家族の苦痛
について直接お話いただき、グ
ループ学習に加わっていただく
ことで、学生の理解がより深ま
り、将来の医療人として二度と
薬害が起こらないようにとの自
覚が高まる。
発表会にも薬害被害者の方が参
加してくださり、学生の発表に
対してもコメントしていただけ
るので、有意義な会となってい
る。

学生から提出されたミニレポートより一部
抜粋
・多くのことを学べた
・更に理解が深まった
・事前の発表準備で担当の薬害について調
べ、どのような被害があり、医療関係者が
薬害を防ぐため何ができるか考えていた。
しかしお話を伺う中で、被害者や家族の
方々は、実際に被害に遭っていない人には
全てを推し量ることができない、苦痛や憤
りを感じているとわかった。そして、薬害
の根絶の重要性を痛感した。　　他

薬害ごとにグループ分けし、各
グループに薬害被害者の方や教
員が入りグループ学習を行う。
最後に発表会を行うことで共有
しているため、効果的である。
特に、薬害被害者の方々からの
コメントは有意義である。

38 同志社女子大学

医薬品による有害作用の内容に
ついては繰り返し講義で触れて
いるが、現実に被害者を目の当
たりにすると、学生にとって、
非常に強い当事者意識をもつこ
ととなる。本学では、１年次の
「早期体験学習」において、あ
まり専門知識を必要としない内
容で、薬には負の面もありうる
という事例として、４年次にお
いては、実務実習を目前にした
薬剤師の卵として、より専門的
な面から、薬害被害者の方に実
体験を語っていただいている。
薬害の歴史について２コマで学
修した後、薬害被害者の声を直
接聞くことにより、学生の薬害
を起こさない取り組みへの使命
感が強まると考えられる。

例年、学生のレポートから、強い感銘を受
けたことが伝わってくる。「早期体験学
習」では、単純に「薬害というものがある
のだ」と初めて知ったという感想が多い
が、４年次生では、実務実習の準備段階で
ある事前学習の最中であり、より自分のこ
ととして、また将来の薬剤師としての業務
と直接結びつけた決意を表明する学生が多
い。異なる薬害被害者の方からの発言で共
通しているものの一つに、「薬害を防ぐの
は薬剤師が最後の砦です」というものがあ
り、｢薬害は行政や製薬会社の責任」とする
安易な姿勢に流されず、これに向き合っ
て、当事者意識を強く持ったというレポー
トが数多く提出されることが印象深い。

薬害の種類によって、医学・薬
学的専門知識が必要な場合と、
問題の理解にはそれほど専門知
識が必要ないものがあり、専門
科目の進行度に合わせ、低学
年・高学年にわけて行うこと
は、教育効果が高いと考えられ
る。また、一口に薬害と言って
も、医学・薬学的問題以外に、
社会学的問題などが関係して多
種多様であり、それぞれについ
ての理解を深めるには、講義で
はカバーできない点も多く、で
きるだけ多くの例を紹介すべき
だと考える。
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40 大阪大谷大学 医療倫理学演習 2年次 本人 スモン被害

被害者及びその家族の声を直接
お聴きすることは、将来医療従
事者として医療の現場に出る薬
学生たちにとってかけがえのな
い経験になると考える。また、
医療の倫理的側面に目を向け、
自分自身の倫理観や正義感、人
間性を深めさせる上で非常に有
効であり、薬学生として、単に
知識や技術を修得すればよいの
ではないことを認識する機会と
なる。さらに、安全性を確保す
るための医薬品の開発及び供給
に係るシステムやレギュレー
ション、救済の制度を含めた総
合的な知識の修得、理解を促
し、医療専門職としての薬剤師
に求められることや、患者とそ
のご家族の真の救済のために果
たすべき役割、社会的使命に対
する自覚を促す契機となる。

例年通り、学生達の授業に取り組む姿勢は通常の
授業より緊張感・真剣味が感じられ、質疑におい
ても各講師の講演に対して深謝するところから始
めるなど、課題や討論に真摯に向き合う態度が認
められた。また今年度は、授業目的に則した薬害
発生時に薬剤師に果たして欲しかった役割につい
ての質問や、家族の経験に基づいた患者や家族の
気持ちについての深い質問が出て、各講師との議
論の遣り取りの深まりが見られ、例年以上の効果
を果たしたと考える。
総合討論やレポートで学生から多く見られる意見
や感想は、以下のようなものである。
・ 講師の先生のお話を聞いて、事前の授業で学
習した際には気づかなかったことや、深く理解で
きていなかったことを理解することができて、非
常にためになった。
・ ニキビを治したいとか、お腹の調子が悪いと
か、誰にでも起こりうるささいな不調だったの
に、薬を飲んだせいでスモンという重い神経障害
を患うことになるとは、想像するだけで恐ろし
かった。
・ クスリはリスクを十分に理解し、対応を常に
考えられる医療従事者になることで、副作用被害
が薬害になる初期段階で対応し、被害を抑えられ
ると考えた。
・ 講師の先生は、医療関係者の方たちにはとに
かく患者さんの話をよく聞いてほしいとおっ
しゃっていて、それは患者さんとしての貴重な意
見だと思った。患者さんの話に耳をしっかり傾け
るというのは、やっぱり寄り添う気持ちがないと
できないことだと思うし、自分も薬剤師になった
らすごく意識したい。そのために、コミュニケー
ションも今のうちから上手くなりたいと思う。
（次頁に続く）

前年度は、「筋拘縮症」（被害
者）と「MRワクチン」(被害家
族、PMDA運営評議会救済委員)の
組み合わせで、新型コロナ禍
中、講師（薬害被害者）の健
康・安全・地理的な事由から、
ZOOMによるリモート（Live）授
業とのハイブリッド型で実施し
た。今年度は、「薬害SMON」
（被害者）と「予防接種禍」
（被害者家族、元PMDA運営評議
会救済委員）の組合せで、従来
通り、総合討論を含め対面によ
り実施した。
本授業デザインの特徴は、薬害
被害者とその家族という異なっ
た視点からの話を拝聴し、総合
的に討論できる点と、副作用被
害者救済制度の普及・活用を含
めた、多角的視点を与え討論で
きる点である。2回分の授業を同
日・連続した授業として実施し
ているため、総合討論の際に
も、学生からの質問に対しても
複数の外部講師の意見を聴くこ
とができ、学生に常に多角的視
点を与えることができる点で効
果的であると考えている。
（次頁に続く）
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40 大阪大谷大学 医療倫理学演習 2年次 家族 MMRワクチン

（前頁と同様） ・ 薬害の被害者やご家族にとってく真の救済＞
とは、医療従事者が親身になって被害者やご家族
の話を聞くことだと考える。私は、薬剤師を目指
すものとして、患者さんにとって親身な薬剤師に
ならなければならないと、改めて気づかされた。
・ 講演を聴く前は、薬害被害者の人々にとって
の救済とは、社会全体が被害に遭われた人々を受
け入れて支えていくことなのではないかと思って
いたが、講演後ではその考えが少し変わった。
どの人も、二度と薬害被害者を出してほしくな
い、同じようなことを繰り返してはいけないとい
う思いがあるということが強く伝わってきた。そ
して、「販売を許可した国や製薬会社は薬害の被
害者を救済すべきだ」という言葉を聞き、私が講
演前に救済だと思っていたことは真の救済ではな
く、当たり前のことなのだと思った。真の救済と
は、薬害被害者の「二度と同じようなことは繰り
返さないでほしい」という願いを叶えることなの
ではないか。
・ 薬剤師においては医師にちゃんと意見できる
ように、昔はそうでなくとも、今はそれが求めら
れている。薬剤師が勉強を続ける意味を考えて理
解しなければならない。求められる役割を果たさ
なければならない。それを知ることが、私たち薬
学生が薬剤師になるにあたり必要なことではない
かと思う。
・ 将来薬剤師を目指す薬学生として、医薬品副
作用被害救済制度についてきちんと理解し、必要
な患者さんに紹介できるようにならなければいけ
ないと私は思いました。
この他、とくに当時の製薬企業や行政、医師や学
会の対応に対する憤りなど、学生たちの純粋な正
義感を示す意見が多くみられた。

また、授業のテーマの課題であ
る「薬害の防止や被害者及びそ
の家族の（真の）救済において
薬剤師はどのような責任や役割
を果たしていくべきか。」とい
う問に対する解答及びヒントを
求める機会を学生に与えること
ができる。一方、講師を務めら
れる被害者及び家族からは、毎
年、医療専門職となる学生たち
が薬害の被害者の話に耳を傾
け、薬害の背景について学び、
真剣に議論・質疑する姿を目の
当たりにする機会が得られたこ
とに対して感謝する声をいただ
いている。このように、こうし
た教育活動への参画自体が、薬
害被害者に対しても、他の啓蒙
活動や被害者救済活動への参画
とは違った格別の効果を有して
おり、重要な役割を果たしてい
るものと思われる。
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41 大阪医科薬科大学
多職種連携論
３ー医療倫理

3年次 家族 陣痛促進剤

周産期医療における薬害の実情
を、陣痛促進剤の被害者家族の
方から直接伝えてもらうこと
で、薬が両刃の剣として人間の
生命と生活に大きな影響を及ぼ
すことを具体的に理解すること
ができる。講師の切実な体験と
そこから得た逞しい人生観、さ
らに薬と医療に対する真剣で前
向きな意見を知ることで、薬の
持つ重みを確認することにも繋
がる。学生一人ひとりが、薬剤
師および薬のプロとしての自覚
と責任を自ら培うために最適な
教材となる。

薬害被害者の生身の姿と切実な声に触れる
ことは、学生にとって衝撃的な体験である
ようで、学生が被害者への心遣いを示すと
ともに、薬の重要性を発見して、薬のプロ
となる自らの将来について構想していた。

当授業は３年次前期に実施する
が、３年次後期の「医療と
法」、４年次生の「制度経済」
と「コミュニティ・ファーマ
シー」と連携することで、社会
制度論的・地域医療的な観点を
含む全人的視野で薬害と医療を
捉え直すことができると期待さ
れる。５年次からの「病院実務
実習」・「薬局実務実習」で患
者１人ひとりと真摯に向き合う
ことの大切さを自覚するという
点においても、当授業の波及効
果は大きい。

42 近畿大学
早期体験学習
（薬害講演会）

1年次 本人 サリドマイド

薬害被害者本人から薬害による
健康被害の実情や種々の苦し
み、また社会生活の現状につい
て、直接、聞くことのできる機
会は、将来、医療の担い手の一
員として薬剤師を目指す学生
が、社会において信頼される医
療従事者となるべく実学教育を
実施する上において、非常に有
益である。

講師は「薬害の原因は何か」という問に対
し「人間である」と回答された。薬は原因
物質にすぎず、その正しさ、安全性の確認
をする人間にこそ責任があり、そこに原因
があるということである。薬害が起こらな
いようにすることのできるのは、医療安全
を管理する人間しかいない。今後、一切の
薬害事件を引き起こさないために、私たち
にできることは薬の知識と判断力をつける
ことであろう。フランシス・ケルシー女史
のように「疑わしきことがあれば納得でき
るまで調べぬくこと」これが安全に薬を使
用する上で最も重要であると考える。（学
生の感想より）

43 摂南大学
薬剤師になるた
めに

1年次 家族 陣痛促進剤被害

薬害被害者の生の声は、薬学教
育コアカリキュラムの内、
A.基本事項
（1）薬剤師の使命
（2）薬剤師に求められる倫理観
（3）信頼関係の構築
B.薬学と社会
（1）人と社会に関わる薬剤師
の習得に極めて強いインパクト
を与え、学生のモチベーション
が格段に向上した。

事前調査の時間を設け、調査課題をレポー
トとして提出させている。講義後のレポー
トから、薬害被害者の声を直接聴かせるこ
とにより、事前調査では十分に養えない
「薬害被害者への偏見の問題」「命の大切
さ」「薬の適正使用の重要性」「臨床に従
事する心構え」等に対する学習意欲を効果
的に涵養できたように感じられた。
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44 神戸学院大学 医療の中の薬学 2年次 本人 サリドマイド薬害

薬害被害者の方のご講演は，学
生が，薬剤師のあり方や倫理規
範等を考える上で大変貴重な機
会になっていると思われます。
また、学生が薬害被害者の方
（または患者様）とふれあい、
社会のニーズを肌で感じること
により、学生の学習モチベー
ションや、医療専門職としての
自覚・責任感が向上しているこ
とが推察されます。

学生からは，概ね良好な反応が得られてい
ます。

さまざまな薬害について深く学
ぶことは、医療職としての適正
なかかわりを見出す上で、常に
それでよいのかという振返りの
姿勢の元ともなっています。

社会薬学Ⅱ 4年次 本人
Stevens‐Johnson症
候群

初期体験臨床実
習

1年次 本人 サリドマイド

45 神戸薬科大学

被害患者ならびにその家族の声
を直接聞くことで、これまで事
象として捉えていた薬害被害と
いうものを学生自身が感じ取る
機会となっている。それによっ
て、学生がこれから目指す医療
とは、医療人とは、を考察する
良い動機づけとなっている。
薬害の実態を聞くことによっ
て、薬害防止のためには、薬を
作る製薬会社、薬を承認する
国、薬を処方し調剤する医師や
薬剤師等の関係性や役割の違い
を知ることができる。そのこと
によって薬剤師の果たすべき役
割が明確になり、将来薬害が起
こらない社会の実現に貢献でき
ると考えられる。
被害者の話より、国民（消費
者）としての関わりも理解で
き、そのサポートを行うことが
できるようになる。（例えば、
消費者が自分の薬に関心を持
つ、国・製薬会社・医療機関の
役割や行動に目を向け、それを
チェックしたり制度を利用する
等）

新型コロナウィルス感染リスクのため、今
年の講演会も昨年度同様オンラインでの実
施となった。今までの生の迫力は少なくな
るが、講演者の話に説得力があるので、対
面とかわらない反応が期待できると思われ
る。
なお、今年度の初期体験臨床実習の講演は
対面となる予定であるので、学生の反応に
期待したい。

該当なし

112



NO 大学名
授業科目名

（特別講義名）
又は講演名

履修年次
講師の
立場

取り上げた薬害の名称
授業を実施するメリット
（有意義な点・利点）

学生の反応・感想
複数種類の薬害について

授業を実施することの効果

46 兵庫医科大学 医薬品安全性学 4年次 本人 スモン

学生が肌で感じる機会を提供す
ることにより，教員から教わる
のとは違った視点で問題を考え
ることができる。すなわち、薬
害をより身近な問題として捉え
ることができ、薬害防止に関す
る意識の向上が期待できる。

学生は、非常に真剣な態度で講師の話に耳
を傾けていた。講義後のレポート（感想
文）では、副作用から薬害へ拡大を阻止す
ることも薬剤師の職務であり、そのために
は、患者や医療従事者との良好なコミュニ
ケーションが大切であるとの意見・感想が
多かった。

47 姫路獨協大学

48 武庫川女子大学

初期演習II
（薬害被害につ
いて）
（薬学科）

1年次 未定
未定（来校いただけ
る講師により変動す
る）

薬学部に学ぶ学生が、過去の薬
害についてその原因と社会的背
景を学び、今後薬剤師として社
会に貢献する時、薬害発生を未
然に防止することは、薬剤師の
社会に対する大きな責務の一つ
である。薬学を学ぶ初期の段階
でこの点について学ぶ事は大変
重要である。薬害被害の方か
ら、実際の生のお声をお聞きす
る講演討論会を開催すること
は、将来、薬剤師となる学生に
とって大変有意義であると考え
られる。

2022年度実施の学生レポートより抜粋：何
も知らずに被害にあった方のことを思うと
すごく胸が苦しかった。診療明細書の義務
化がこのような薬害を実際に受けた方達の
活動の結果できたものであることを初めて
知った。薬の知識だけでなく、過去にあっ
た薬害と向き合うことの大切さを痛感し
た。薬害を起こすのは薬ではなく人が起こ
すものであるという言葉が心に残った。薬
剤師がチーム医療の一員として疑問をもち
決めつけず考えはっきり意見を発するべき
だと思った。薬剤師が患者さんにとって安
心できる存在となりたいと思った。

49 就実大学 薬学対話演習 2年次 本人 陣痛促進剤

実際に薬害被害者の話を聞ける
とともに、質疑応答によって当
事者からの答えを直接得ること
ができる。

実際に話を聞けた、という経験が学びに
なったという声が多い。また、薬剤師を目
指すにあたり、意識の持ち方のプラスに
なったと言う意見も多かった。

50 広島国際大学
薬学へのいざな
い

1年次 本人 サリドマイド

薬害被害者が御自身の身体の不
完全な状態を示されての講義と
なるため、学生は薬害問題をよ
り深刻に受け止めることができ
る。

被害者の方からの直接のお話は、学生の感
情にリアルに働きかけるようであり、薬害
の恐ろしさを実感するとともに、薬害を起
こした原因が人であるとの講義内容から、
医療者となる者にとっての責任を大きく感
じるとする感想が多い。

複数の問題を同時期に考える機
会となるため、薬害は特殊な問
題ではなく常に考慮しなけれれ
ばならない常在的な問題である
ことが自覚できる。

51 福山大学 生命倫理 3年次 本人 サリドマイド薬害

本学では3年生を対象とした講義
であり、この学年から臨床現場
も意識した授業を学び始めま
す。サリドマイド被害者の方か
ら直接お話を聴くことにより、
薬害に対して強く認識すること
ができるとともに、「薬剤師と
して何をすべきか」を考え始め
る機会を得ることができている
と考えております。

今年度はまだ実施していません。
例年、サリドマイド被害者の方への敬意、
薬剤師が薬害を知ることの大切さ、今後の
自身が持つべき心構え、について言及した
感想が多く見られます。医療や医薬品を
データの視点から評価するだけでなく、一
個人の思いや考え方を尊重することの必要
性を認識した、という旨のコメントも複数
得られています。

本学では、サリドマイド薬害被
害者による講義の前後に、教員
による他の薬害（スモン、ヤコ
ブなど）に関する講義を行い、
学生が薬害に関してより深く理
解できるように授業計画を工夫
しています。その結果、知識の
蓄積とともに、自らがイメージ
していたこととの相違も認識で
きた等の学習効果が得られてい
ます。

※新型コロナウイルス感染症の影響により実施できなかった
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NO 大学名
授業科目名

（特別講義名）
又は講演名

履修年次
講師の
立場

取り上げた薬害の名称
授業を実施するメリット
（有意義な点・利点）

学生の反応・感想
複数種類の薬害について

授業を実施することの効果

52 安田女子大学
薬害を知る
（「まほろば教
養ゼミ」内）

3,4,5,6年次
（5，6年は特
別講演として
聴講）

本人 サリドマイド

53 徳島文理大学

54
徳島文理大学（香川薬
学部）

医療倫理学 2年次 本人
サリドマイド薬害事
件

薬の効果について、あまり深く
意識せず過ごしている学生に、
薬はそれによって人の生命・健
康維持に大きく貢献している
が、一方で使用を誤ると生命に
直接影響を及ぼすものであると
いうことを深く印象付けること
ができる。加えて、被害者自身
による講義は、薬剤師あるいは
薬の創製をめざす学生に、責任
ある職種であることの自覚喚起
をもたらすものである。

サリドマイド被害者を目の当たりにして、
本来人間の健康を守るはずの薬が、健康を
損ない、奇形を発生し、場合により死に至
ることを学生達は実感する。このサリドマ
イドが多発性骨髄腫の治療薬として2008年
に日本で再び承認された事実を知り、驚き
を隠せない様子である。しかし、サリドマ
イドはハンセン氏病に伴う皮膚炎の治療薬
として既にアメリカで販売が承認されてお
り、薬の持つ2面性と、これに係わる研究
者、製薬企業、薬剤師の倫理観の重要性を
改めて理解することができる。また、サリ
ドマイドには光学異性体であるR体とS体が
存在し、R体に鎮静・催眠作用があることが
わかったが、当時この分離法が成熟してい
なかったため悲劇に繋がった。しかし、後
にR体も体内でS体に変化することやサリド
マイド投与による動物種差が明らかにな
り、この事件をきっかけに新薬の構造・物
性評価がより厳密に行われるようになっ
た。これにより、人類は貴重な教訓を得る
ことになり、薬剤師として将来活躍する学
生にとっても薬害問題、創薬及び市販後調
査について真剣に考える機会を与える講義
となっている。

複数の薬害について被害者から
聞く授業を行っていない。
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NO 大学名
授業科目名

（特別講義名）
又は講演名

履修年次
講師の
立場

取り上げた薬害の名称
授業を実施するメリット
（有意義な点・利点）

学生の反応・感想
複数種類の薬害について

授業を実施することの効果

薬剤師と医療 1年次 本人 サリドマイド

医療倫理1 2年次 本人 薬害エイズ

56 第一薬科大学 医療概論 1年次 本人
サリドマイド
C型肝炎

実体験を踏まえた講義を受ける
ことにより、薬害に対する問題
意識や薬剤師の使命・医療人と
の関わり等についてイメージし
やすい。

実施前 実施後に検討する。

57 福岡大学 医薬品安全性学 3年次 本人 スモン

薬害被害者から薬害に関する生
の声を聞くことによって、学生
へ薬害について真剣に考える機
会を与えることができる。そし
て、医薬品の適正使用における
薬剤師の役割を理解し、医療、
社会における薬学の役割、薬剤
師の使命を知ることができる。

薬害被害者の生の声を聞くことで、薬害に
ついて真剣に考えるようになった。そし
て、今後薬剤師として生きていく自身の責
任の重さを痛感し、良質な医療人になるこ
とへの強い意識を見ることができた。

58 長崎国際大学 薬学入門 1年次 本人 B型肝炎

まず弁護士の方に薬害に対する
被害者団体の活動についてご説
明いただき、次いで被害者ご自
身に登壇していただき、ご自身
の体験について語っていただい
ている。毎年、被害者団体・被
害者の状況を生の声として学生
に伝えていただいている。この
講演は、薬剤師を目指す学生に
とって有意義であり、学生も真
剣に聞いている。薬害問題等、
薬の負の部分の理解の一助に
なっている。

被害者本人の生の声、被害者や家族に関す
る意味の無い偏見を聞くことによって、薬
害の真の意味の重大さと薬害を無くすため
には、薬剤師として何をするべきかを考え
させる端緒となっている。

過去に、C型肝炎、スモン、HIV
被害者やワクチン被害者の親等
を招いて、講演をして頂いた
が、内容によって反応は違う場
合はあるが、薬学を学ぼうとす
る学生にとっては薬害の真の意
味を理解するには一様に意義の
ある講演であると理解してい
る。

55 松山大学

特別講師の実体験をもとに薬害
について学べることは、医療機
関等における体験学習などと同
様に、直接的な関心・感動をも
たらし、将来の医療人としての
自覚を醸成する上で極めて有意
義である。医療人としての自
覚、薬の問題点に対する認識、
副作用被害に対する国の制度に
関する知識、薬剤師としての対
応などについて低学年から学ぶ
ことで薬学部で学ぶ意義を再認
識し、勉学に対するモチベー
ションを高めることが出来る。

薬害を学ぶことの意義については、概ね肯
定的な感想が得られている。たとえば、
「実際の患者さんの話も聞きながら、薬害
防止についても学べる貴重な体験をした。
患者さんとのコミュニケーションや医師と
の連携を大切にし、副作用が少しでも防げ
たら良い。薬剤師は患者様の体調や異変に
気づき、適切な治療が受けられるように受
診を勧めることが大切だ」との感想があっ
た。さらに、「将来の薬剤師となる上で
『決して薬害を起こしてはならない』とい
う基本的な心構えが出来た」という感想も
あった。さらに、2019年度より「医療倫理
1」の授業が加わり、1年次2年次と続けて、
異なる種類の薬害について学ぶことのメ
リットや、薬害被害者の講演に続けて、グ
ループ・ディスカッションを行うことによ
りさらに理解が深まることへの肯定的な感
想が寄せられている。

1年次と2年次と続けて、異なる
種類の薬害について学ぶことに
より薬害への理解が一層深まる
との感想は多くの学生から寄せ
られている。今後、医療人に必
要な倫理観の効果的な養成に向
けては、薬害に関連する授業科
目（薬剤師と医療、医療倫理な
ど）の進め方を統合的に企画し
て、薬学生に体系的かつ能動的
に学習させることが有効である
と感じられる。
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NO 大学名
授業科目名

（特別講義名）
又は講演名
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授業を実施するメリット
（有意義な点・利点）

学生の反応・感想
複数種類の薬害について

授業を実施することの効果

59 崇城大学 薬学概論 1年次 本人 Ｃ型肝炎
学生が薬害について関心を持
ち、真剣に考えるようになっ
た。

薬学概論８回の授業終了後に課されるレ
ポートで、例年多くの学生が、上記授業内
容に感銘を受けたという意見を書いてい
る。

なし

60 九州保健福祉大学 薬学入門 1年次 本人

イレッサ薬害被害
HIV薬害被害
サリドマイド薬害被
害

学生の薬害への関心・理解を深
めることができる。また、将来
薬剤師となったときに、薬の薬
効について患者の意見を十分聞
く大切さを理解させることがで
きる。

（過去の授業で得られた反応・感想では）
始めて薬害を理解できたことや薬剤師とし
ての患者の症状を聞く大切さを理解したよ
うである。また、薬剤師は科学者として症
状を分析できる能力が必要であることをを
理解した学生もいる。

様々な薬害があり、多くの事例
を知ることにより、薬の薬効に
対する薬剤師としての判断が変
わってくることと、常に副反応
に注意を向けなければならない
こと理解したようである。
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令和元年度 １４／４２大学

令和２年度 １０／４２大学

令和３年度 １２／４２大学

令和４年度 １２／４２大学

令和５年度 ７／４２大学（令和５年７月時点での実施予定）

カルテ開示請求ができる旨を周知している大学　　８１／８１大学

※未確定件数とは、開示に必要な手続きが完了していない件数である。

（１）　カルテの開示手数料（税込）

国立大学病院

公立大学病院

私立大学病院

（２）　白黒コピー代（１枚あたり）（税込）

国立大学病院

公立大学病院

私立大学病院
（上段：令和４年度）
下段：令和５年度

※ カルテ開示手数料に含まれるため、コピー代のみの価格設定なし

（２）
２

（８）
８

（１０）
１０

（４）
４

（１）
１

（６）
６

（７）
６

（１）
２

（１）
１

（３４）
３４

（５）
５

（１）
１

（１）
１

（上段：令和４年度）
下段：令和５年度

無料(※) １０円～ ２０円～ ３０円～ ４０円～ ５０円～

（２）
２

（１）
１

（２）
２

（１２）
１１

（１）
２

（１３）
１３

（８）
８

（４２）
４２

④　カルテの開示手数料及びコピー代　（調査対象：４２国立大学病院、８公立大学病院、３１私立大学病院（医系本院））

無料 １，０００円～ ２，０００円～ ３，０００円～ ４，０００円～ ５，０００円～

9,699 460 24 10,820 10,260 531

47 0

合    計 9,706 9,291 363 52 10,183 29

　その他 932 930 2 0 962 961 1 0

　遺族 845 804 38 3 866 820

1,007 960

　代理人（弁護士等） 2,680 2,505 171 4 2,841 42,607 231 3 3,212 2,936 272

596 17 3 667 651 15　家族 651 629 18 4 616

44 2

16 5,044 4,865 157 22

Ｊ Ｋ Ｌ

1

890 848 40 2

　患者本人
　（法定代理人を含む）

4,598 4,423 134 41 4,898 4,715

未確定件数

A=B+C+D B Ｃ Ｄ Ｅ=Ｆ+Ｇ+Ｈ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ=Ｊ+Ｋ+Ｌ

開示件数 不開示件数 未確定件数 請求件数 開示件数 不開示件数

167

令和５年度全国薬害被害者団体連絡協議会の要望に関する調査の集計結果（附属病院関係）

①　薬害被害者や医療被害者、全国薬害被害者団体連絡協議会の関係者を講師に招いた職員研修等の実施状況

（調査対象：４２国立大学病院（医系本院））

②　カルテ開示請求の周知状況　（調査対象：４２国立大学病院、８公立大学病院、３１私立大学病院（医系本院））

③　カルテ開示請求の開示状況　 （調査対象：４２国立大学病院、８公立大学病院、３１私立大学病院（医系本院））

請求者

令和２年度（令和２年４月～令和３年３月） 令和３年度（令和３年４月～令和４年３月） 令和４年度（令和４年４月～令和５年３月）

請求件数 開示件数 不開示件数 未確定件数 請求件数
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